
理 事 吾 と 社 会

回 港 湾 機能 と 都 市 構 造

固 港 湾 計 画 か ら み た 大 阪 湾

国 港 湾 都 市 の 建 設 技 術

園 市 民 生 活 と 港 湾

国 あ す の 大 阪 湾 を 考 え る
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務所・工場・1 . ' ¥( l r . など、中型構造物の建築をご計画中なら、ぜひ、住友のプレハブ

骨 粗 《ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い 。 中 性 が 不 要 て ¥ 問 11 、 民 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建てよ‘ ドなら、まず、情くやらいに活用でき、合理的てやす 。 強 切 で 耐 久 性

に富 み 、 建 築 も 簡 単 。 360椅 以 上 の 棋 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

， 

、v

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- _ ， 
. 佳 ま a

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社



ポートアイラン ドから 神戸大橋、ポートタ ー ミナル、貿易セ ンター ビル を望む ( 1970. 2.  12 嫌影)

， 



ポ ー ト ア イ ラ ン ド は 、 港 湾 貨 物 の 急 増 と 海 上

コ ン テ ナ ー 輸 送の 進 展 に 対 処 す る た め 、 昭 和

41 年 か ら 建設 中 の 436万 耐 の 人 工 島 で あ る 。

一 般 外 貿 埠 頭 の ほ か 、 本 格 的 な コ ン テ ナ ー タ

ー ミ ナ ル が 建 設 さ れ る 。 ニ れ ら 埠 頭 用 地 の 背

後 に は 、 広 い 港 湾 機 能 用 地 を 設 け 、 こ こ に ト

ラ ッ ク タ ー ミ ナ ル 、 荷 さ ぱ e< 場 、 倉 庫 の ほ か

港 湾 従 事 者 、 船 員 の た め の 福 利 厚 生 施 設 が 建

Z宣さオ1 る。

ま た ポ ー ト ア イ ラ ン ド は 、 単 な る 港 湾 施 設 だ

け で は な く 、 高 層 住 宅、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ

一 、 学 校 、 会 社 、 公 園 な ど も 建 設 さ れ 、 都 市

と 港 と が 有 機 的 に 結 び つ い た 、 海 に 浮 かぶ 港

湾 都 市 の 実 現 を め さ' し て い る 。

計 画 内 容

期 間 昭 和 4 1 年 一 5 0 年

事 拠 賃 上 114億 円 国 直 線 事 機 267憾 円 ・ 阪 神 外 貿 埠 頭 公 団 事 業 383億 円 ・ 神 戸 市 事 蝶 4641: 意円

面 積 4. 364 . 000 m'  

埠 頭 施 設 用 地 1. 313 . 000m' ・ 港 湾 機 能 用 地 1. 100 . 000m' ・ 都 市 再 開 発 用 地 1  • 119 .  OOOm'  

道 路 及 び 護 岸 832 . 000m'  

1阜 頭 施 設 用 地

コ ン テ ナ ー パ ー ス 9 、 水 深一 1 2 m 延 長 2. 6 0 0 m

一般ライナＭｾ，ース Ｒ 1 、 水 深ー 1 2 m 延 長 4. 200m

港 湾 機 能 用 地

土卑E頁 用 地 の 背 後 に 般 け 、 倉 庫 、 野 積 湯 等 保 管 施 設 、 厚 生 施 設 、 港 湾 関 連 企 業 の 用 地 、 ト ラ ッ

ク ヤ ー ド と し て 利 用 す る 。

都 市 再 開 発 用 地

ビ ジ ネ ス 街 、 商 難 用 地、 港 湾 海 司 直 従 喋 員の 居 住 地、 学 校 、 公 園 お よ び市 街 地 開 発 用 地 と し て

確 保 す る 。

護 岸 そ の 他

防 波 堤 延 長 1. 4 0 0 m( 6 防 1. 0 5 0 m、 1 防 3 5 0 m) 、 護 岸 延 長 3 . 0 4 0 m、 物 揚 場 延 長 1. 9 1 0 m、

船 だ ま り 200 . 000m' 等 が 段 け ら れ る 。

神 戸 港 ポ ー ト ア イ ラ ン ド

1971.  5.  26 撮影

、注
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設 置十 側 翼 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 堺 市 上 野 芝 町 2 T l 0 3 9

建 築面 積 1. 617. 0 9 8 m'  

延 面 積 3. 652. 102m'  

構 造規 模 R C造 、 一部 S 造、 3 F、 P 1  

工 期 昭 和45年 7 月 一 昭 和4 6年 3 月

堺 市 農 業 協 同 組 合

農 業 会 館

施 工 問 組



量生 昔十

所 在 地

建 築 面 積

延 面 積

精 進 規 模

工 期

側 日 建 股 骨 十

大 阪 市 北 区 梅 田 町 5 2 9

1  ，713 .  4 4 0 m'  

18 ，237. 659m'  

5  R  Ci 室、 B 3 、 9 F 、 P 3

昭 和 糾 年 6 月 一 昭 和46年 3 月

メこ号ムビ J レ

施 工 間 組



施 工 松 村 組

設 計

側疋田設計事務所

所 在 地

守i台市五ヶ庄三番害IJ

( 賞築山万福寺塔頭

緑樹院内)

建築面積

1.240m'  

延 面 積

5. 017m'  

4構造規模

R C造、 B 1、 4 F

工 期

自昭和45年 6 月

至昭和46年 3 月
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年

- カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入実 績

イ ケ マ ン ビ ル ( 昭 和38 年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和40年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和40年 )

大

麻

ノレ

ノレ

( 昭 和 41 年 )

( 昭 和 42 年 )

( 昭 和 4 5年 )

( 昭 和4 5年 )

( 昭 和 4 5年 )

( 昭 和 4 5年 )

ヰ Ｎ ｾ

布

ビ

ビ

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル

住 友 商 事 ビ ル

竹 平 加 入 電 報 電 話 局

大 阪 銀 行 本 j吉

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和46年 )

※ 住友商事 ビル、大阪銀行本底のアチー ブメントを本社

技術部までご請求ください 。

ヨィワコサ当ヨ棋王主主宰主

本 社 堺 市 松 屋 町 1 6  

干 5 90 T E L  ( 0 7 2 2)  3 8ー 1 1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 11 - 2  ( 三 泉 ピ ル )

干 101 T E L  ( 0 3 )  861 - 9 4  2  1  ( 大代 表〉

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 ( 南 本 町 ピ ル)

干 5 41 T E L  ( 0 6 )  2 5 2- 1  8  8  1  ( 大 代表〉

9  



ター界をリー ドする画期的新製品. グ

開閉機

ツ

イ吏周モーター:

三相200V 50/60'7も400W

日本のシャ

言

内

‘

J

v

n

/

』
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|

高

さ

(

H

)

停電時用手動チ ェン

2  6
M 

4  5  

幅 (W)一 一 +

開閉機使用範囲 (スラット S C 1 6)  

3  

電 動 開 問 機

L 型
実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 摘

お よ びL 型 機 情

チ エ ン 収 納 籍

リミ ッ ト ス イ y チ

ガ パ ナ 一 機 禍

手 動 機禍

・特長・

4寺E当F出 願 中

1 . 開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直なシャッターケース 。

3 . 補壁は不用です 。

4  減速機織はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・遠隔爆作いづれも可能です 。

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 綬 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の 問 問 機

の制民念を破って完成した画期的な新製品です。

この |約 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 件をよ1 : ' ，願中) 、減速機、モータ一 、

ブ レ ー キ 機 構 、 停 電 時 用 手 動 装 置 は も と よ り 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

ｾＺｉＢｬめであります 。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り 、 シ ャ ッ タ 一 関 問 機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

日本シャッター製作所。
浜

山

分

台 ・ 東 部 ・ 械 西 ・ 償

問 ・ 北 陸 ・ 神 戸 ・岡

松・広 島・北九州・大

崎・鹿児島

仙

且

開

高

宮

営 機 所電話刊 (301 )  3  6  5  6  

1!i鯖( 0720) (57)4535- 6  

電話問中原 (41 ) 6  3  2  5  

1f t 筒附 ( 361)  7  4  4  1  

1[ t 筒刷 (65)  6  1  3  1  

株 式 会 社

地

内

地

地

地

番

地

番

番

番

8

団

9

2

7

3

業

5

1

2

目

企

1

目

7

丁

叫

-

T

2

6

や

目

2

屋

通

即

丁

町

釜

川

大

3

江

原

因

夜

北

中

区

縫

1

区

イ

-

z

子

|

町

j

判

丸

J

屋

淀

宇

中

東

大

新

市

粕

市

市

市

屋

市

阪

方

崎

古

岡

大

枚

川

名

福

本 社

枚 方 工 場

東 京 工 場

名 古 屋 工 場

九 州 工 場

10 



.... 121世紀関西グループ」による< 21世紀

の日本未来像> 講演会- 第 1 回

共催 日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

総理府が昭和43年に明治百年記念として i21世紀の白本一国土と国民

生活の未来像の設計」論文を募築いたしましたが，乙れが入賞作が去る

4 月に発表されました。入選作 3編，特別賞:6 編の内 ，関西よりの唯一

の入賞作 i21世紀にむかう国土と都市の将来像J 21世紀関西グループ

( 代表責任者西山知三氏) についての講演会を下記により開催いたしま

す。関心を惹く多くの問題についての講演ですから何とぞ多数お誘い合

せの上 ζ 来聴下さい。

尚，本講演会は今後数回 iζ 亘って開催し，論文の内容についての講演

を行います。何とぞと期待下さい。

日 時 7月13日 ( 火) 13.30→ 16.30 

A  

2 コE

言寄

場 朝 日 生 命 ホ ー ル ( 霞話 06-202- 1371)

大阪市東区高麗橋 5 丁目! 3J ( 御堂筋西側)

演

i21世紀の展望」

「自然管理計画」

京都大学教授 工 博 西 山 タp三氏

地 域 計 画 建 築 研 究 所 所 長 三 輪 泰 司 氏

定 員4 ! 3 J 名

申 込 7 月10日まで' IC電話にて事業課へ願います。

(231- 9640) 但し定員に達し次第締切ります。

・当日 ，資料ご希望の方に i21世紀にむかう国土と都市の将来

像」梗概を l 部SJ 円にてお頒けいたします。

4 大石寺正本堂建立工事の見学と富士五湖

めぐり

創価学会の総本山大石寺正本堂建立工事は順調に進捗し，本年10月 12

日を以てコンクリ ー ト打を終り躯体完成式が挙行されます。雄大な富士

山を背景に近代建築の技術を結集して， 京壮な大殿堂が造形されつつあ

る乙の機会に見学会を催し ，かたがた富士五湖めぐりを楽しみたいと思

います。

ついては乙の工事を担当されている共同企業体作業所のど厚意とど歓

待をうけて催す乙とになりました。沓ってど参加下さいますよう，お申

込を待ちます。

日 時 8月 6 日 ( 金〉 ・7 日 ( 土) l j 白2 日( 集会→ 6 日10.55)

集会場所 新幹線「静岡駅」南口前 ・目標会旗

定 員 20名

会 費 7. C別円( 昼食 ・宿泊代その他雑貨，ただしホテ J レで、いただ

きます)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚1(. 1名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡m話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 7 月21日( 水) までに事業課へ。た

だし定員を超過したときは，抽せんにて決定し. 7 月30日

( 金) までにど通知いたします。

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

行 程

く第 l 臼> 8 月 6 日 〈金〉

・自由行動 新幹線往復共速貨は各自負但の E と

・ 8. 15 新幹線新大阪発乙だま 114号- 10. 49 静岡着( 運賃 2，6ω 円)

• ll. ∞ 出 迎 えのマイク ロパスに乗車出発→富士宮市上条，大石寺作莱所へ

〔電話 (05442) 8 ー1293 ( 代) )  

. 12. 15→14. 30 大石寺企業体工事事碕所で昼食後，工事の見学

・1ι 30 出発『白糸の沌→本桶湖→精進湖一風穴→

. 17. 00 河口湖ホテル着 ・宿泊〔電話 ( 05557) 2- 1313  ( 代) )  

• 18.00-噌20. 00 会食

く第 2 日> 8 月 7 日 ( 土)

・9. 00→10. 00 河 口 湖 湖 上 遊 覧

. 10 ∞ 出発→天上山富士見台→富士急ハイランド〈昼食) →山中湖→

. 14.30 三島着 ・解散

・14.57 新幹線三島発乙だま 147号吟 18. 00 新大阪着( 運賃 3，110円)

工事厳要

名 称 正 本 堂 建 立 工 事

建立地静岡県富士宮市上条 日連正宗総本山大石寺内

施 主 正 本 堂 建 段 安 員 会

設 計 者 側 連 合 設 計 社 代 表 績 山 公 男

構 造 担 当 背 本 繁研究室

設備担当 闘騒井段備研究所

監 理 者 側 連 合 設 計 社

施工者正本堂建立共同企業体

大成建設側 側 大 体 総 鹿島建設側

清水建設側 側竹中工務庖 戸悶建設側

工 期 昭 和43年10月12日→昭和47年10月12日

面 積 敷 地 面 積 137，120oi

建築面積 39，368oi  

延床面積 35，155oi  

最 高 部 妙 壇 79，2∞m

構 造 R C造 ・S R C造

特色撮要

民衆立の戒壇として近代建築の粋を集める大石寺正本堂は，大別して法底，円融問，息泡堂，妙

壇の 4 プロッタ IC分れる。法雌は建物のIl 1Jo主IC，円融閣は信徒の待織する 門IC，恩逸堂は信徒

の整列する所に当り，妙壇はど本尊を安置する須弥坦を備えた信徒の拝礼する本堂である。

4 大阪市教育青年センターの見学会

日 時 8月13日 ( 金) 15.00 ( 集会〉→16. 30 ( 解散)

集合場所 東区法円坂町 近畿飽々 ビJ レ東館，真向い

同センター前 ・目標会旗( ただし市バス 馬場町下車. N H K  

の南角車道を横断して東へ徒歩 7 分)

定 員 !3J名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1 ;名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 7 月31日( 土) までに事業課へ。た

だし定員を超過したときは拍せんにて決定し ，ど通知いたし

ます。

建物の額要

所 在 地 大 阪 市 東 区 法 円 坂 町 6 - 16

施 主 大 阪 市

設計 ・監 理 大 阪 市 建 築 局 ・側大阪建築事務所

施 工 附 浅 沼 組

敷 地 面 積 6，611. 57 oi 

建 築 面 積 1 . 475.43oi  

延 床 面 積 9，229. 63oi

外 壁 P C版ミュールコート吹付・マープルタリート吹付

工 期 昭 和45年 3 月24日→昭和46年 5 月15日

A 練 教 育 セ ン タ 一 部 分

S R C造 地下 I 階 ・地上 7 階・嶋屋 2 陪 延 6，335. 78oi

軒高 26.67m 最高部 36. 12m 

B 棟 背 年 セ ン タ 一 部 分

R C造 地 上 5 階 延 2，373. 68oi

軒高 19. 59m 最高部 25. 95m

渡廊下

S 造 107. 83m'
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府，市，公庫，公団，公社など公企業による住宅融資，

賃貸，分譲及び宅地分譲の広報案内

( 各官公庁の協力を得て担当者 1- 2 名宛期間中派遣を受

け，広報案内する。〉

住宅に関する民事事件，司法手続，税金，住宅ロ ーンなど

に関する相談

( 弁護士会，司法書士会，税理士会，税務官庁，銀行など

の協力を得て期間中専門家の派遣を受ける。)

第 2 部

一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 流通機構の未来をひらく

大阪紙文具流通センターの見学会

第 3 部

日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

共催

盆ニ

ロ

昭和46年 6 月25日近畿建築会館において開催されました通常総会で，

下記の議案がそれぞれ原案のとおり承認決議されましたので，ととに会

告申しあげます。

1. 昭和45年度事業報告承認の件( 別掲)

1. 昭和45年度決算報告承認の件( 別掲〕

1. 昭和46年度収支予算承認の件 ( 5 月号掲載〉

次猛

以上

塚 本会長日本建築協会社団法人

8月20日 ( 金) 13. ∞( 集会) →17. ∞( 解散 ・難波)

大阪，北区，中之島，中央公会堂西裳 ・目標会旗

大阪観光パス 1 台

ω名( 本会審j 当 25名)

往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1 : 名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 8 月 5 日( 木〕までに事業課へ。た

だし定員を超過したときは拍せんにて決定し ，ど通知いたし

ます。

建築概要

所 在 地

建 築 主

設 計 監 理

自習車 時

集合場所

決 議 報

..0恥

コヨZ4 通 常 総

員

込

定

申

乙のたび 「建築と社会」編集委員会では，作品作風欄掲載作品を公募

するととになりました。皆様の積極的など協力をお願いいたします。

募 集 要 項

1. 趣 旨

日本建築協会誌「建築と社会J では，毎号「作品作風欄」において，

すぐれた作品を紹介してまいりましたが，とれらの作品の他にも，編

集委員の自にふれない作品が数多く残されているものと息われます。

編集委員会では，作品作風欄掲載作品を協会々員のみならず，広く一

般の建築家・技術者からも提案していただき，活動の領域をさらに拡

げたいと考えております。

皆様の積極的など協力により，建築を通じて広く社会11 : 貢献しようと

する本協会の活動が，より一層充実するものと期待しております。

2. 対象作品

原則として最近 6 カ月聞に竣工した作品。

3. 掲 載

提出された資料を作品作風小委員会にかけて，掲載作品を選定しま

す。なお選定もれの作品は本誌スケッチブック欄に掲載する ζ とがあ

ります。

4. 提出資料

a ) 写 真 ( モノクローム) キャビネ版数枚。

参考資料としてカラー写真を加えられでもかまいません。

b) 基本設計図

c ) 建 物 概 要 建 築 地 ・面積 ・各階主用途 ・構造 ・階数 ・設計者

施工者 ・工期他

d ) 設計怠図 笈)() 字~総O字程度

5. 提出期限 毎月 15日( 掲載月の前々月)

6. 提 出 先 大阪市東区北浜 3 - 37

日本建築協会「建築と社会」編集部

4 作品作風欄掲載作品公募

東大阪市長田文紙町 1- 1

協同組合大阪紙文具流通センター

岡安井建築設計事務所

側小河建築設計事務所

側中島建築事務所

野 村 建 設 工 業 附 附 奥 村 組 前 回 建 設 工 業 側

側 森 田 組 側 竹 中 工 務 庖 日産建設側

EfJ， I20rrl' 

72，526m (共 同 施 設

組合員施設

S R C造・ R C 造

昭和45年 9 月10日→昭和46年 3 月31日

6，476rrl'¥ 

66，O[i) rrl' J  

工

造

期

敷 地 面 積

建物総面積

施

構

工

4 第 8 回「よろず相談住宅展」開催

住宅のよろず相談所を中心とした乙の展覧会も今回で第 8 回を数え，

下記のとおり開催する乙とになりました。

昭和46年 7月15日 (木) - 20日 (火) … ・・・6 日間

阪神百貨庖 8階催場

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪府 ・大阪市 ・住宅金融公庫 ・日本住宅公団

イ) 住宅に関するよろず相談所

ロ〉プレハブおよひ‘ 分譲住宅会社の相談 コーナ ー

ノ、) 新建材および設備の展示 コー ナー

ニ) 住宅 iζ 関する資料の展示 コー ナー

ホ) モデル ・ルーム

へ) あなたにもできる住まいの小修繕( 実演)

会場内容の説明

住宅よろず相談所

第 l 部住宅建築の設計，監理，施工，建設費，構造，材料，

建築法規，宅地造成

増築，改築，模様替，防災，保全，補修，設備，住まいの

工夫等の技術的相談

( 日本建築協会往宅委員会委員会員が之11: 当る。〉
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4 昭 和 4 5 年 度 事 業 報 告 書

I  1. 総

(イ) 通 常 総 会

. o.  

コ'"

6月25日 於会館ｾ会室出席者 泣名

議事( 1) 昭和44年度事業報告承認の件

(2)昭和44年度収支決算承認の件

(3) 昭和45年度収支予算承認の件

(4) 細則一部改訂( 会賃値上げ) 承認の件

(ロ) 通 常 総 会

2 月25日 於会館集会室出席者 15名

(1) 名誉会長推挙の件

(2) 監事 ( 1名) 選挙の件

(3) 本部所属評議員69名選挙の件

(4) 補選本部所属評議員 2名選挙の件

(5)役員重任承認の件

2. 評 議 員

付) 定時評議員会

.6ー

コ民

6月25日 於会館集会室

出席者 委任状共 72名

議事(1)昭和44年度事業報告承認の件

(2) 昭和44年度収支決算承認の件

(3) 理事 1; 名補選の件

(ロ) 定時評議員会にかえて書面表決

11月18日付を もって昭和46年度評議員選出

数決定について文笹によりお諮りした。

付 定 時 評 議 員 会

3 月29日 於会館集会室

出席者 委任状共 85名

議事(1) 評議員会議長及び副議長互選の件

(2)会長補選の件

(3) 副会長 2 名選任の件

(4) 理事21名選任の件

(5)役員重任承認の件

(6) 名誉会長推挙の件

(7) 昭和46年度収支予算承認の件

(斗 技術部門評議員会 2回

3. 理

(1)定例理事会

事

. o.  

:zx 

10回

(2) 編集理事会

(3) 総務会計合同理事会

(4) 会計理事会

4. 常 設 委 員 会

1回

1 回

2 回

委 員 会 穎 童 会 誉 会

(1) 事業委員会 11回 40回

座談会 2 回

( 建築 3団体事業委員長打合会) 8 回

(2) 編集委員会 12回 37回

座談会 1回

(3) 教育委員会 2 回 8 回

(4) 住宅委員会 8 回 19回

(5) 出版委員会 1回 9 回

(6) 法規委員会 3 回

3 会合同法規委員会 7 回

3会合同法規委員長会議 1回

(7) 建材委員会 9 回

|5. 特 別 委 員 会

幹 事 会 小 委 員 会

委 員 会 分 科 会 打 よ会

( 曜欝欝 3 回

建築データ

(2) シー ト編集 7 回 10回

委員会

お祭り広場

(3)誇霊長雲 2 回

員会

6. 説 明
. o.  

=  

第 1 回実務に直結した建築工事別説明会

「住宅のユニットシステムについてJ

1月27日 於大阪科学技術センタ ー 180名

第 2 回実務に直結した建築工事別説明会

「住宅の也気 ・ガス熱源によるセントラ ルヒ

ーテングについて」

3月 5 日 於大阪科学技術センター 168名

自 昭 和45年 4月 1 日 至 昭 和46年 3月31 日

7. ｾ糞 習
. o.  

=  

やさしい建築の知識講習会

5月14日・ 15日

於大阪科学技術センター 192名

第21回建築エ事実務講習会

自 6月15日 至 6月20日 ( 6 日間)

於大阪科学技術センタ ー 158名

第22回建築工事実務講習会

自 6月27日 至 7月3日 ( 6 日間除日曜)

於大阪科学技術センター 196名

鉄骨構造設計講習会

8月20日 於大阪科学技術センタ ー 346名

10月 8 日 於福岡市民会館ホール 251名

10月 9 日 於大分朝日生命ホール 149名

8. 関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

テーマ 「地価の安定策を採る」

( 建築 8 団体共催)

10月20日 於朝日生命ホーJ レ 笈わ名

9. 若 い 会 員 の 集 い

「万博を終って」の座談会

ゲ ス ト 西 部 明 郎 氏

小 北 博 一 氏

根津耕一郎氏

11月初日

於千里中央地区センタ ーピル 25名

「都市と公園と人間」座談会

ゲ ス ト 宮 崎 研 一 氏

1 月28日 於会館集会室 31名

10. コ ン ク ー ル

第16図工高生デザインコンクール

設計課題 「セカ ン ドハウス」

募 集 9 月21 日締切り

応 募 数 20校 133点

審 査 会 10月19日

入選作 10点( 内最優秀作 1点)
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表 彰 式 11月14日

11 . 会誌 「建築と社会」

4 月号= 設計のシステム化

5 月号= グッドデザイン運動

6 月号= 高層建築問題

7 月号= 欧米における契約

8 月号= 建築家の課題と責任

9 月 号 =工事計画

10月号 z ディベ ロッパー

11月号= 第17回青年技術者

12月号= 山陽 ・山陰からの報告

1月号= 住宅一ω年代の総括と70年代の展

望

2 月号= 都市エネルギと無公害化ピ J レ

3 月号= 建築基準法

12. 出 版

建築データシート ( 創立fl) 周年記念事業)

建築データシ ート 編集委員会編

「建築と社会」附録と して会員無料配布

91シー ト刊行( 累計 587シー ト含改訂シ ー ト

26)  

鉄骨のデザイン

鉄骨のデザイン編集委員会編

1，α) 0都( 増刷)

B 5 版 (187mmX257mm) 特別上質紙 4∞頁

定価 2，500円 会 員 特 価 2，2∞円

13. 見 学

. 6.  

=  

京王プラザホテル建設工事の見学と新宿御苑

の拝観

4月18日 24名

マンションおよびモデル住宅見学会

( 八戸の里高居住宅，南茨木高居住宅，住ま

いのギャラリー ( 西宮北口〉

(住宅委員会)

4月21 日 23名

日本中央競馬会栗東トレーニングセンターと

日本シルバークール滋賀工場見学会

14 

5月16日 17名

山陽新幹線神戸トンネル布引エ区と神戸港ポ

ートアイランドその他見学会

6月13日 35名

本山アーバンライフ新築工事見学会

7月 3 日 31名

読売新聞大阪本社別館新築工事見学会

7月29日 27名

キリンビール京都工場見学会

Ｘ 月 Ｘ 日 Ｓ ｾ 名

サントリーウイスキー山崎工場見学会

9月 5 日 34名

関西電力喜撲山 (揚水) 発電所の見学と平等

院の拝観

9月12日 15名

立川プラインド工場と西明寺，多賀神社，彦

根城見学会

9月26日 15名

N 氏邸並びに O氏邸新築工事見学会

10月 9 日 25名

純木家具の大丸木工 (株) 寝屋川工場見学会

10月16日 31名

妙喜庵並びに水無瀬神宮の茶室見学会

10月24日 29名

大飯城公園と重文奥田，吉村両家住宅見学会

10月31 日 30名

光悦寺の茶室見学会

11月 7 日 39名

朝日放送本社と大阪タワー見学会

11月13日 21名

修学院離宮拝観

11月13日 13名

11月20日 12名

信楽の近江化学陶器 (株) のタイル工場その

他見学会

11月初日 30名

P C工場とプレハブ集合住宅建築工事見学会

12月 5 日 61名

神戸三宮市街地改造事業の内第 3地区 1丁目

東ビル 「さんプラザ」新築工事見学会

12月12日 30名

大阪銀行本庖新築工事見学会

( 本会，大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部と共催)

1月14日 175名

中津リバーサイド分譲住宅見学会

( 本会，大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部と共催〉

1月20日 73名

ニチモ甲子園第 Bコーポラス新築工事見学会

2月 5 日 25名

ナショナルの住宅段備機器工場とショウルー

ム見学会

2月19日 38名

清酒白雪の新社屋と四季醸造工場の見学会

2月26日 49名

泉北高速鉄道と泉北ニュータウンの開発情況

見学会

3月 6 日 55名

近畿大学創立45年記念事業として完成した新

建築見学会

3月10日 45名

サントリ一本社ピル新築工事見学会

3月19日 切名

14. 午 餐 会 ・ 懇 親 会

建築 6団体会長・支部長恕談昼食会

4月 8 日 於日本板硝子本社 21名

役員・委員の見学と懇親会

京都清水焼団地 ・オリ エンタルホテル見学後

間ホ テルにおいて懇親ノマーティ ー

4月11 日 91名

台湾建築技師訪日団歓迎懇親会

4月17日 於ホ テJ レプラザ 73名

建築 6団体会長・支部長怒談昼食会

7月15日 於大阪ガス ピル食堂 18名

台湾省建築技師公会訪日団歓迎午餐会

8月27日 於大阪ガス ピJ レ食堂 66名

建築 8団体会長会

11月25日 於東京朝日新聞アラスカ 7名

会員忘年怒親会



12月17日 於太閤園 必O名

建築 6団体新年交礼会

1月 4 日 於大阪コクサイホテルE l J 9名

創立記念日の集い

「記念講話 ・映画と祝賀パーティー」

3月30日 於大阪コクサイホテル 70名

3会役員春季懇親会

( 本会，大阪府建築士会，日本建築家協会関

西支部)

3月31 日

建築関係団体連絡協議会

建築業務基準委員会

( ロ) 会館借入金の償還

日本建築学会にSJ 万円のほか抽せん ICよ

ってSJ 万円償還

例会計監査

5 月11 日 ・12日の両日昭和監査法人公認

会計士宮島一夫氏によって昭和制年度の

会計監査を受く

於大阪商工会議所ニューコクサイ 3諸 1  118. 本 会 が 入 会 し て い る 団 体 |

15. 展 覧

. 6.  

=  

第 7回よろず相談住宅展覧会

自 7月 9 日 至 7月14日 ( 6 日間〉

於阪神百貨庖 8 階催場

入 場 人 員 約SJ ，∞0人 相 談 件 数 約1，EIJO件

新しい建築写真展示窓

展示写真 ( 2 カ月毎 IC取替え〉

(1) 千里高層アパート

(2) 大阪駅前市街地改造第 1 ピル

(3) 船場センターピル

(4) 千里中央地区地域冷暖房設備

(5) 愛隣総合センターピ J レ

(6) 大阪大学吹田キャンパス

16. 意 見 書 提 出

建築基準法政令第 1 次案( 集団規定) につい

ての意見書を 10月19日付で建設省建築指導課

長及び布街地建築課長宛提出した

17. そ の

付) 他国体との共同活動

建築国際連絡協議会

他

日本万国博推進運動大阪連絡協議会

大阪商工会議所

関西経済連合会

大阪市街地再開発促進協議会

大阪住宅建設促進協議会

建築行政協会大阪市支部

日本コンクリート会議

建築関係団体連絡会

建築業務基準委員会

東区納税協会

建築国際連絡協議会

大阪府社会保険協会

19. 第 2 回 日 本 建 築 祭

( 本会，日本建築学会，日本建築家協会，日

本建築士会連合会，全日本建築士会，全国建

築士事務所協会連合会，全国建設業協会，建

築業協会共催)

7月23日・ 24日 ( 2 日間)

1. 大 会

7月23日 於日本万国博覧会お祭り広場

参加者 約4，α)() 名

2. 懇 親 会

7月23日 於太閤園

参加者 約700名

3. 公開記念講演会

7月24日 於朝日生命ホー J レ

聴講者 約反わ名

4. 記念出版

日本万国博建築写真集

( 架構 ・空間 ・人間)

出版部数 30，0∞ 部

内 日本文説明のもの 27，0∞ 部

英文説明の もの 3，ぽ)()部

20. 後 援 ま た は 協 賛 し た 会

第 5回マイホームショウ

主 催 住 宅 新 聞 社

自 4月14日 至 4月18日

於中央公会堂

「山留工事の安全に関する研究」発表情習会

主 催 建 築 業 協 会

7月10日 於大阪府脅少年会館

建築士のための設備基礎教室

主 催 大 阪 府 建 築 士 会

自 10月23日 至 12月23日 ( 延27日〉

於日本経済新聞大阪本社新館

映画と新建材説明会

主催 日本建築材料協会

11月26日 於千代田生命ピル

建築基準法改正説明会

主 催 大 阪 市

2月 5 日 於西成区役所

2月10日 於中央公会堂

新建築基準法によｾ建築材料展

主催 日本建築材料協会

自 3月 6 日 至 3月12日

於大阪マーチャンダイズ・マートピル

21. 会 員 動 態

年 間 入 会 年 間 退 会 年 度 末 現 在

正 会 員 694 547 5，757 

団体会員 25 30 
。ω

(30口〉 (44ロ) (1，649ロ)

准 会 員 532 526 895 
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4 昭 和 4 5 年 度 決 算 報 告

借

科

現

s回a  
通

郵 便

有 価

会 館

未 収

仮 払

前 払

イ十

在 庫

般 勘 定

目

預

振

証

勘

入

資

図

貸 借 対 照 表

昭 和 46 年 3 月 31 日 現 在

方 貸

額 科

197. 998 基 本

目

金

金 902. 638 什 器 償 却 準 備 金

替 2. 632 未 ナム 金

券 20. 000 前
:コ言EζL  

金

定 440. 000 仮 受 金

金 2. 829. 685 

金 38. 206 

用 2. 083. 735 

器 789. 390 

書 879. 400 

前 期 繰 越 金 1. 668. 766 

収 支 勘 定 1. 916. 177 

ρE、Z  

計 A  口
計

財 産 目 録

昭 和 46 年 3 月 31 日 現 在

資 産 之 部 負 債 之

固 定 資 産 789. 390 

基 金 勘 定

什 器

基 本 金

流 動 資 産 7. 394. 294 

普 通 預 金 902. 638 

什 器 償 却 準 備 金

単位円

方

額

609. 560 

139. 322 

9. 882. 808 

987. 500 

149. 437 

単位円

部

748. 882 

609. 560 

139. 322 

有 価 託 券

流 動 負 債 11. 019. 745

20. 000 

前 ｾ＠ ι  金 987. 500 

郵 便 振 替 2. 632 

仮 受 金 149. 437 

現 金 197. 998 

未 払 金 9. 882. 808

会 館 勘 定 440. 000 

仮 払 金 38. 206 

未 収 入 金 2. 829. 685

前 ナム 費 用 2. 083. 735

在 庫 図 書 879. 400 

前 期 繰 越 金 1. 668. 766 

収 支 勘 定 1， 916. 177 

ｾ＠ 計 11. 768. 627 11. 768. 627 
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近畿建築会館特別勘定

借 方

16. 933. 740 

148. 620 

1. 399. 835 

9. 902 

126. 880 

50. 782 

18. 669. 759 

収 入

貸 借 対 照 表

昭 和 46 年 3 月 31 日 現 在

勘 定 科 目

建 築 会 館 基 金

建 物

建 物 償 却 準 備 金

電 話 設 備 費

什 器

什 器 償 却 準 備 金

現 金

有 価 託 券

一 般 会 計 勘 定

借 入 金

未 払 償 還 金

未 ナム flJ ，息

前 期 繰 越 金

収 支 勘 定

ρt: l  、
計

収 支 内 訳 表

昭 和 46 年 3 月 31 日 現 在

単位円

貸 方

6. 639. 116 

7. 229. 134 

459. 293  

440. 000 

2.530. 000 

520. 000 

127. 500 

724. 716 I  

18. 669. 759 I  

単位円

費 目
| 決 算 額 | 予 算 額 | 増 ム 減

第二一般会計繰入金

貸 室 料

雑 収 入

計

支 出

資 目

借 入 金 利 子

電 気 料

瓦 斯 代

水 道 代

借 地 料

火 災 保 険 料

公 課

修 理 費

給 与

雑 費

建 物 償 却 金

什 器 償 却 金

計

差 引 不 足 金

前 期 繰 越 剰 余 金

差 引

2. 600. 000  
。

450. 000 300. 000 150. 000 

19. 860 120. 000 ム 100. 140

49. 860 

| 決 算 額 | 予 算 額 | 増 ム 減

177. 500 

164. 929 

222. 406 

14. 203 

724. 228 

10. 400 

170. 420 

37. 675 

600. 080 

235. 220 

587. 000 

176. 581 

50. 782 

724. 716 

182. 000 

135. 000 

156. 000 

24. 000 

725. 000 

16. 000 

169. 000 

150. 000 

512. 000 

240. 000 

587. 000 

90. 000 

2. 986. 000 

ム 4. 500 

29. 929 

66. 406 

ム 9. 797 

ム 772 

ム 5. 600 

1. 420 

ム 112. 325

88. 080 

86. 58 

134. 64 

673. 934…・ …・・次期繰越剰余金



般 勘 定

収 支 内 訳 表

昭 和 46 年 3 月 31 日 現 在

単位円

収入の部

科 目 費 目 決 算 額 予 算 額 増 ム 減

正 会 費 14. 629. 345 14. 700. 000 ム 70. 655 

団 体 会 資 8. 173. 794 7. 800. 000 373. 794 

会 費 収 入
地 方 会 費 796. 550 840. 000 ム 43. 450 

准 会 資 1. 260. 650 1. 260. 000 650 

計 24. 860. 339 24. 600. . 000 260. 339 

雑 誌、 収 入 15. 210，440 17，000，000 ム 1. 789. 560 

講 演 講 習 会 収 入 2. 788. 760 3，340. 000 ム 551. 240 

集 会 収 入 Ｒｾ＠ 414.  250 1. 925.  000 489，250 

約 款 売 上 収 入 2. 265. 980 1. 500. 000 765，980 

事 業 収 入

図 書 出 版 収 入 1. 814，510 11. 575，000 ム 9. 760. 490 

住 宅 相 談 所 収 入 4. 947. 660 3. 800. 000 1. 147. 660 

会 員 名 簿 収 入 5. 860，350 5. 350，000 510. 350 

デ ー タ シ ー ト 収 入 30. 616. 596 31. 900，000 ム 1. 283. 404 

雑 1. 444. 424 1. 070. 000 374. 424 

計 67. 362. 970 77，460，000 ム 10. 097. 030

雑 収 入 126. 919 50. 000 76. 919 

メ日入

計収 入 92. 350. 228 102. 110，000 ム 9，759. 772 

支出の部

科 目 費 目 決 算 額 予 算 額 増 ム 減

雑 誌 費 21. 331. 494 20. 000. 000 1. 331， 494 

講 演 講 習 会 費 2. 328. 978 2. 820. 000 ム 491. 022 

集 会 ｾ＠ 2. 626. 003 2，200. 000 426. 0G3 

図 書 出 版 ｾ＠ 1. 232，102 9. 400. 000 ム 8. 167. 898 

事 業 聖堂

調 査 資 130，290 200. 000 ム 69. 710 

住 宅 相 談 所 質 4. 184. 143 3，600. 000 584，143 

会 員 名 簿 発 行 貸 5. 666. 185 5. 000. 000 666，185 

デ ー タ シ ー ト 出 版 資 30. 528. 664 31. 492，000 ム 963. 336 

雑 3. 664. 225 3. 140. 000 524，225 

計 71. 692， 084 77. 852，000 ム 6. 159，916 

総 会 評 議 員 会 費 315，481 200，000 115. 481 

理 事 会 主t 71，498 80. 000 ム 8，502 

会 議 ｾ＠
部 会 主主

。
50. 000 ム 50，000 

戸吊... 

設 委 員 会 費 351. 602 420，000 ム 68，398 

特 別 委 員 会 費 53. 324 50. 000 3. 324 

計 791. 905 800. 000 ム 8，095 

支 部 交 付 金 683. 913 560. 000 123. 913 

支 部 費 支 部 補 助 金 60. 000 120. 000 ム 60，000 

計 743. 913 680. 000 63. 913 

電 話 料 518. 671 420. 000 98，671 

通 信 'el 24. 649 30. 000 ム 5，351 

旅 費 交 通 費 465. 350 480. 000 ム 14. 650 

事 務 費

集 金 世t 1. 359，122 1，170. 000 189. 122 

印 局t 物 費 277. 850 240. 000 37，850 

文 房 具 担t 186. 658 240. 000 ム 53. 342 

雑 ｾ＠ 232. 297 180，000 52. 297 

計 3，064. 597 2. 760. 000 304. 597 

給 料 10. 168. 640 10. 235. 000 ム 66. 360 

給 与

超 勤 手 当 108. 505 200. 000 ム 91. 495 

1立 与 3. 609. 000 3，609，000 
。

計 13. 886. 145 14. 044. 000 ム 157. 855 

健 康 保 険 料 341，218 360. 000 ム 18，782 

厚 生 年 金 保 険 料 299. 263 222. 000 77. 263 

厚 生 費

失 業 保 険 料 83. 404 84. 000 ム 596 

労 災 保 険 料 28. 238 30. 000 ム 1. 762 

職 員 福 ;fj J  費 137. 150 180. 000 ム 42. 850 

計 889. 273 876. 000 13. 273 

賦 課 金 67. 900 60. 000 7. 900 

会 館 勘 定 繰 入 金 2. 600. 000 2. 600. 000 
。

退 職 手 当 積 立 金 481. 700 800，000 ム 318，300 

償 却 金 什 器 償 却 金 48. 888 50. 000 ム 1. 112 

予 備 費 。
1. 180. 000 ム 1. 180，000 

支 出 メE、S  
計 94. 266. 405 101. 702. 000 ム 7. 435. 595 

金

金

計

足

足

不

不

越

|

繰

B

期

差

前

1. 916.  177 

1. 668.  766 

3. 584. 943…・・…・・次期繰越不足金
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暑中お見舞申し上げます
昭和 4 6 年 盛 夏 ( 50音順)

阿 音B 貞 市
j斐 野

盲
:S21E2L K  伊 藤 キ華

ニム
良R，ロ

株 式 会 社 建 材 社 大 阪 支 庖 常 務 取 締 役

株 式 会 社 浅 里 子 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 {予 藤 *!I. 取 締 役 社 長

大 阪 市 天 王 寺 区 械 市 寺 町 9 の27

大 阪 支 底 長 1世話06(768)0201(¥: .  (761)7870 彦 般 市 安 f; l 東田T 95 番地' j ' 電J古07492(  2  )3141代

大阪市北区中之島 2 下目 22 新朝日ピル
自宅・大阪市住吉区南住吉町2丁目 103，番地 電話06 (691)2449 

自宅・彦被市本町2丁目 l 番9号 屯お 07492( 2 ) 0025 

1(U舌06( 203) 3  7  2  1  

= 包

同 盛 繁 男

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 11U君。822(21)2281  

自宅 ・広島市準町 1 5 0 7 の 1 0  電 ｾｗＸＲＲ (51) 6730 

j菱 ;毎 正 雄 伊 藤 良R

浅 海 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区老級町 l 丁目 22 包括06( 362) 8701- 8

大栄電気株式会社大阪支庖 常務取締役大阪支庖長

大 阪 市 阿 l瓦! ; ( 凹I 繍 2 の3 5  ￳ｬ ＮｴＮＱ，ｲ ［ＰＶＨ ＴＧ ＱＳＩＰＶＳ ＱＨｾ＠

1'1宅 l!!I. 11
1  rli ｾｴｩ 世塚 Ｓ - 8  - 7  ，[.t ;1f; 068( 54)  7747 

=同包

柳 不 手庁
東 秀 イ呆

{手 東 正 也

株 式 会 社 岡 本 手E 取 締 役 社 長
株 式 会 社 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

太阪 rl;1珂fJJt 1><: f.. ll¥本通 4 T 目 i 昏I也電話06(651)7775代

大阪市北区天神橋筋 3 の68 三海ピ Jレ
大阪 rl i i . 良速区幸町通2丁目 6il'i J也泊先ピル

'屯Mi 06( 358) 5598 ・3497
1Il，l t06(562)4343代 4344

自宅 大阪市西成区玉出本通 5丁目 87 司u首06(661) 3370 
自宅絞屋川市成田w : IBT 15の25 11i.li i 0720( 31  ) 3986 

n 宅 ・凶宵 di 松生町 129 酔地の 2 官tt ， ＱｾＰＷＹＸ＠ (22) 3598 

赤 崎 尚 車問 野 栄 伊 藤

，T.EE晶2•• 3  

赤 崎 建 築 事 務 所 所 長

大阪市西区立売堀北通 l の90 第三富士ピJレ

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役 株 式 会 社 例 一長建築設計 'J 哨 jiJf 代 表 取 締 役

電話 06 (541)  7625代

大 阪 市 北 区 笠 111 町 66 電話06 (361)  2091 代
111形市仁川町 4 r 日14- 20

自宅西宮市田代町 9 - 4 - 5 0 3 電話0798( 67) 7129

電話02362( 31) 3223 ・322.1 ・3225

秋 正
丘
ハ月

有 限 会 社 秋 月 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

相 歌 山 市 北 板 の 上 町 3 電話0734(31)  0286 

臼宅 ー初秋山市北坂の上田r 3 屯話0734(31  )  0286 

浅
ごム

11:1 井 貞

株式会社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 37 包括 06(341 )6671 

自宅・芦屋市東山町213 ローズハイツ芦屋406号

電2言。797(31)2339 

;菱
:7J 

，ロ 猪 之
士

ロ

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区東高津町 8番地の l 屯話06( ＷＶＲＩＰＲＵ ｊＨｾ＠

自宅・奈良市学園南l 丁目7番15号 電1却 742(45)0681  

18 

荒 芳 手B木

株 式 会 社 荒 木 造 園 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

池 田 市 鉢 塚 2 丁 目 8 番 21 号 電Z前 727( 61) 8874代

自宅 ・池田市鉢線2丁目 9番8号 包 括0727( 61) 8874代

伊 藤 喜 良R

株 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 取 締 役 社 長

東京都中央区銀座 7 T目9 稀17号銀座ヤマトピル10階

lIl J，，03(571) 臼66- 9

自宅 東京都品川区東五反問 3 の16の55 電話ω( 441) 5437 

伊 藤 鍍

株 式 会 社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

名古屋市中区針13 r g  3 - 6  包括的2( 951) 1110 

自 宅 ・ 芦 屋 市 山 手 町 6 9 屯お0797( 22) 2163 

井 崎 梁 次

株 式 会 社 弁 l崎 工 務 底 代 表 取 締 役

利秋山市北刊I 伴 4 r  f  f  1 信地 'i [.t，l f; 0734(24) 5195 

自 宅 相 歌 山 市 王 様 r 2  r 同 5 /1¥=) 也

"41ぷ0734(  22)  0382 

井
皐

早関

フ ジ タ 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役 広 品 支 府 長

! ム品市 1.1泰寺田r2 の 3 の 2 3 "首，l f;0822( 11 )4131代

井 手 正 雄

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 支 部 長

京師i 市中，; f I ' ( TII 小路i且柳時場 b証人情町645

電話。75 (21 1  )2857 

自宅・京都市中京区魅屋町通 二条 Ａ幅人増， ＱｾＰＷＵ (231) 1492 



暑中お見舞申し上げます 昭和 4 6 年盛夏 ( 50音順)

井 原 巌 飯 田 本青
ッ、 Ｎ ｾ、

郎 石 田 秀

窓F 晶 画 .

チ ! ユ 原 築 炉 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長
共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株式会社松田平田坂本設計事務所大阪出張所長

大阪市大淀区天神楠筋9の8のl ol Ioi/i 06 ( 372)  3321  
大 阪 市 北 区 宮 田 町 9 電話 06(364)  5836 大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 の 10 電話06 ( 344)  7821 

自宅 ・戸 J: l l 市点芦屋町 5 の 1 '.11 ，l W797 ( 22)  0270 自宅・ｾ中市本田 ｦＲ ＱＧＱＧｬ ＲＭＲＴ 電2古068 (52) 5775 自宅東京都世間苔区桜ケ丘2の8の6の202 1i W; 03 ( 429)  5074 

井 上 j 晃

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 支 所 次 長

大阪市川区広田I 堀 2 ー 7 5  泡J i 06( 441)  9351  

n宅・大阪市丙成区松原通 2 - 3 5 ，官J占06( 651)  9901 

井 夫上 j季

株 式 会 社 井 上 浮 夫 商 庖 代 表 取 締 役

大阪市西区江戸堀 l の 1 0  1  地活 06( 441) 8531

自宅 ・西宵市甲子園三盤町9 の5 泡，1，r，-0789(41) 4661  

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古庖市中村医隣町4の28 国鉄会館内電話052 (571) 1271 代

052 (551 )2025直通

自宅 名古屋市千種区下万町4 の30 電話052( 71 1) 9 4 0 0

井 久上 雄

株式会社井上久雄建築設計事務所 代表取締役所長

大阪市西I i ZfrC町掘 1 - 3 8 千品ピル

Ｑ 払 ｬ￭ｩＰＶＨＴＴＳＩＷＳＳＸＨｾ

井 福 猿上

株 式 会 社 井 上 組 代表取締役

大阪市郎島区網島町 6 番 25 号

1'.!.ll i 06( 351) 0530 ・( 352) 4031- 4  

自宅 ・東大阪市東石切町6丁目 4 書4号 氾，11) 0729( 81) 2526 

井 達 明上

井 上 透 明 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 西 淀 川 区 竹 島 町3 の24 電話06( 473) 1069

06 ( 471) 4871  

自宅・大阪市西淀川区竹島田T3の31 11W; 06 ( 471) 4871  

五 十 昇 石 紳 男風

( 資 ) 三 共 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中低下! 日if ilt 回r1  2  6  ￳ 世話 ＰＵＲＨＳＲＱＩＹＵＹ ｬＨｾ

自宅・愛知県J 1 : ! 海市名初町名和住宅 5 - 203 

包括 0 5 ωω3 ) 1068 

生 道 春

田

株 式 会 社 石 田 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

w: ｾ［ｬ＠ tJfs港 区 高 給 4 - 2  - 6  包 括03( 443) 9321

自宅東京部世田谷区代沢 4 - 3 1- 6

電話03( 422)  4452 

磯 道 夫島

日 積 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市市区大宝寺町点之丁20需1也字賢ピル

電話06 ( 251)  3195 

生 重田 政

秀

太 平 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愛媛県総山市味酒町 2 丁目 13番地17

，' ! Wi 0899( 21) 2023 

泉 治 郎 ー

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区宮 k 町 4 丁目 5 番地電話06(261)  7591- 6 

自宅・芦屋市側目ケ丘町258岳地の 2 1世話0797 (23) 侃 57

池 回 日百

株式会社熊谷組大阪支底専務取締役大阪支鹿長

大阪市西区西道頓沼通2丁目l ( 馳1I ! ，l W6(538)  1似 i

泉 哲沢 史

株 式 会 社 池 田 富 彦 設 計 事 務 所 代表取締役

大阪市南区瓦屋町三I f i T68 オート七ンターピル 2 m'

7包括 06 (761 ) 03ω 

自宅隣市点上野 1i. 町 2 丁321 沿，11i 0722 ( 52)  7753 

石 井 蔀

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役

大阪市東区瓦町 5 - 4 2 新瓦町ピル

電話 06 (231)  2064- 5 

自宅 ・豊中市東豊中 4 - 2 ー14 ';屯，1，1; 068 ( 55)  5865 

「 晶 『

邑 首E 和

東洋基礎工業株式会社大阪営業所取締役営業所長

大阪市西区京町線l 丁目 156 中谷ピル電話06(441)6678- 9

自宅 大阪府豊中市新千里北町3丁目 l 番地

ｦｦｩ 千 ￆｾｴ 町第三団地 ｃＴＰ ＨＷＩ Ｒω o' I UW68 ( 72) 3050 

石

石

寛

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

太阪市西区土佐堀通 1 丁目27番地

タケウチピル 5 陪 需 給06(443)2261代

自宅 神戸市a 区筏原南町2丁目3番24号電話078 (87) 3479 

市 繁
I
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宏

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

京都市南区西九条豊田町20 1l lJ苦075( 681) 5101- 5  

自宅・京都市左京区下鴨芝本町37 危，11i075(781) 0289 

19 

石 川 建 築 事 務 所

大阪市天王寺院茶臼山 1 1 1 屯t活06( 779) 9491- 2  

自宅兵周 ｉ 県宝塚 ｲｬ￬ｾｊ 畑長尾 ＱＱＱＲ の Ｓ Ｑ Ｗ 屯 ｊ 古 ＰＷＲＷ ( 59)  2663 
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稲 葉 重 良B

建 財 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 芝 回 目r 9  7  1I!，lIi 06 ( 372)  5097 

自宅 ・八尾市山本町南 5 - 1 3 包括0729( 22) 3587

指 宿 真 智 雄

株式会社建築デザイン l 級建築士事務所代表取締役

大阪市東区南本町4- 47イトウピル電話06 ( 252)  4905代

自宅 ・京都市左京区八瀬野瀬町54 電話 075( 781) 6573

必ト

" 7  西 茂 雄

株 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム 代 表 取 締 役

大阪市西区北堀江通 2 丁目 47番 地 電 話06( 541) 3051- 2

自宅・大阪市西区北場江通2丁目 47番地 電信06伍41) 3054

昭和 4 6 年盛夏
(50音順)

山

右崎 弘

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所 取 締 役 所 長

大阪市西区立売堀北通 2 の27 電話 06(531)0913

大儒ピル 2 階 3 陪 06(541)7301 

自宅・奈良市法蓮立花町 1 0  4  6  電結0742 (22) 2283 

岩崎
差

&: : 1 
雄

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 府 盤 中 市 坐 南 阿 南 6 丁目 3 番 1 3 号

自宅・東京都大田区山王2の30- 10 11!結03 ( 772)  2651 

l..L.l 

Z 王 久 哉下

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 次長. l 技師長

大阪市東区瓦町 5- 71 瓦町ピ Jレ

電1話苦0ω6(2初03幻氾3お38創l 代

A  

西 霧 雄
zLAa z  

本 義 Ｇｌｾ＠.フ

株 式 会 社
メ7入

西 *1l 取 締 役 社 長

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 番地の l 上六ピJレ

電話 06( 772) 1251 大阪市東区高麗繍 2 丁目 9 番 地 電: W6( 笈)2) 4791 

自宅・大阪府高石市羽衣 2丁目 4番l号 電: Wη 2(61) 1l 79 自宅・大阪府八尾市山本町4丁目 5番7号電話0729( 22) 2鈎8

必:>.

ー? 康 彦フE

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 番 地 電 話 06 (312)  1281 

自宅・豊中市北桜塚4丁目5 番5号 電: W68 (52) 5887 

岩 崎 甚 太 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁目 37 電話 06 (231)  9648代

自宅・兵庫県川西市花屋敷 l 丁目32のII

電話0727( 59) 9317 

山

一

相 崎 徹

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

本 社 ・奈良市法逆立花町 104 6  Ｑｉ ＡｾＰＷＴＲＨＲＲＩ＠ 2284 

奈良事務所・2青島市大森町農協会館4階 電話0742(23) ロ31代

自 宅 ・ 奈 良 市 学 問 町 北 l 丁 目 電 話0742(45) 15 13  

20 

上 '良

ごム

，ロ田

U.  A 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区谷町5丁目 30 新野村ピル 電話06( 768) 2941- 2  

自宅・寝屋川市本町 1 7 の 1 8  電話0720( 21) 0320

上 衰 義

共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 底 長

大 阪 市 東 区 谷 町 5 丁目 30番 地 電 話 06 ( 761)  0112 

自宅・池田市天神 1 丁目 6 - 3 平安マンション 31号

11Wi 0727 (61  )1455 

上 村

株式会社一級建築士事務所京都建築事務所代表取締役

軍郎市中京区三条柳馬湖東入中之町10 電1.5075(211 )0562 

075 (231) 5681 

自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 3 番 5 号 電 信0798(34 )4333 

牛 場 栄 一 郎

株 式 会 社 牛 場 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市西成区南吉悶町 3 5  ilI' J也 電話06( 661) 4847

自宅・大阪市西成区南吉岡田T3  5番地 電路06( 661) 3636

内 成 之田

須 賀 工 業 株 式 会 社

j甫 野 男

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

名古屋市西区山田町上小問弁字中浦1254の5

電話 052 ( 502)  1991 代

自宅 ・名古屋市西区山国町上小田弁字中鴻l お4の5

電話 052 (502)  4501 

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区梅田八番地新阪急ピル電話06 (341)  1727 

自宅・兵庫県西宮市甲東園 1 丁目 7 の8

電話0798( 51 ) 0389 

3工 J  11 . 好 巳

株 式 会 社 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 大 阪 支 社 支 社 長

大阪市東区北浜 Ｕ 丁目 ＱＱ 番地電 ｾｗＶ (231 ) 4217・7321

自 宅 ・ 芦 屋 市 山 手 町 16 電: W797 (22)  9 2 6 9  

榎 栄

"  

東 峰 美 術 建 築 研 究 所

大阪府大東市赤井 1 丁目 325の 6 1l UW720 (72)  1850 

自宅大阪府大京市赤井 1丁目 325の6 m，11i0720( 72)  1850 

小 J l I 卯 郎

日本電設工業株式会社大阪営業部 取締役大阪営業部長

大阪市大淀区豊崎西通 1 丁目20番9 号

'I'lt ，f市06 ( 372 )  3531 Ｈｾ＠



暑中お見舞申し上げます

‘
、

-z

・・'

a

，

 

•• 
l

 

l

 

--z' 

正

株 式 会社 竹 中 工 務 庖 常 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 27 電話 06 ( 252)  1201  

I

 

l

 

-
-
E

，

 

実

社 団 法 人 大 阪 建 築 設 計 協 会 会 長

大 阪 建 築 設 計 段 理 事 業 協 同 組 合 代 表 理 事

大阪市西区土佐堀通 5 r 日 5 8 ヤ7 タマピル

包括 06( 448) 3329. 4110

自宅大阪市港区市岡 1丁目 l 番26号 11110506(573)5831- 5

小 河 吉 之 助

株式会社小河建築設計事務所 代表取締役所長

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 番 了 8 電話06( 763) 2301代

自宅 ・寝屋川市東香里岡田TI2丁目 22- 37

話0720(  54 )  0690 

尾 亀 清 四 郎

株 式 会社 晃 空 調 会 長

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 電結06 ( 363 )1371  

自 宅 枚 方 市 岡 山 手 町 15 の 4 11UWη0( 41) 3427 

大

ごム

，ロ 郎井 弘

株式会社 大井建築設計事務所代表取締役

大阪市西区京町線 l 丁目 76 福岡ピル

話06(似4) 4521- 2

自 宅 筑 耐 市 行 楽 荘4丁目 4ー 11 1It符 0727 (21)  4113  

大 i畢 幸平

大 幸 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市西区西長嶋北通l丁目 5/1f J也 111，1506( 538) ω81代

自 宅 鐙 中 市 玉 井 町1丁目8番18号 電1古068 (52) 3237 

大 繁 控f下

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 東 白 島 町 1 7 の 4 1It J W822 ( 28) 0281  

昭和 4 6 年盛夏 (50音順)

大 下 順 郎

平 和 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 払

大阪市城東区間目町1丁目40番 地 包 括06( 939) 4741- 5代

自宅 ・大阪市旭区新森小路中3の93 電 !W 6(952)  1240 

大 旗 正

協同組合広島県設計技術センタ一 代表理事

広 島 市 検 川 新 聞T 7 番 3 号 屯 話0822( 91) 7245

大 林 芳 郎

株 式 会社 大 林 組 取 締 役 社長

大 阪 市 東 区 京 線 3 T  Fl 75帯 地 電 話 06(941) 0861  

自宅・ 神戸市東重量区御影町御影字上の山1682(/) 1  

電話078 (85) 2501 

大 森 久 司

近 畿 電 気 工 事株 式 会 社 取 締役 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 話 06( 312) 1281

自 宅 ・ 奈 良 市 今 辻 子 町 1 2  電t W742(22)2ぬO

大 山 典昭

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

大阪市r *i [豆 大 宝 寺 町 東 之 T 41 電，1506 (251)  3555 

自宅 大阪市住吉区長居町J l [ 7 f 日26

電話 06 (691)  9002 

岡 田 金 次 郎

株式会社久米建築事務所大阪事務所取締役所長

大阪市北区堂島中 1 - 2 3 堂島中町ピル

司u 古06 ( 344)  2096 

岡 橋 作 太 郎

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 副 社 長

大 阪 市 東 区t曲線 2 丁目 3 8 /1f J也 竜治06( 203)  2361  

自宅 ・芦屋市打出春日町156- 1 電話0797( 22) 45∞

岡 本
差

4す

株式会社 昭 和 設 計 事 務 所 取 締役社 長

大阪市西区西長編北通 1 丁目 8 番地図ツ縞ピル

llla孟06( 532) 0415

自宅・ 芦 屋 市羽田ケ丘町103番地 電話0797( 31) 3201

岡 本 良B

株式会社 岡 本 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 田T 1  2  電話06( 768) 2021  

自宅・伯原市国分本町3丁目 5 - 2 電話0729( 78)  6490 

岡 本 男全

究 組 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区東高津町14 - 5 電話06( 768) 1515 - 7

電話06( 762) 1753- 4 

自宅・大阪市西成区玉出本通1- 37 1llお06 (661)  3317  

岡 本 男美

株式会社 巴 商 会 常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 3 8 司lJli 06ω44) 1441大代

自宅・宝塚市南口 1 - 4  - 18 電話0797( 86) 2909

奥 晴 弘野

株式会社 和光建築設計事務所 代表取締役

大阪市浪速区新1113 -f 目 6 3 0 屯E活 06 ( 633) 0141 

折 井 博隆

松 井 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 底 長

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 20 電話 06 ( 344)  4135 

海 上 静

株式会社海上静ー建築事務所 代表取締役

大阪市東区1尊労町 2 丁目 411和也中陣ピル 4 F

電話06( 271) 1149 ・( 261) 4428- 9  

自宅 大阪府幌市日置荘西町 13番地 2 電話。722 (85) 2120 
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鍛

:.u. 

J 口 男延

株 式 会 社 後 建 築 設 計 ・II 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 樋 之 上 回 [ 3  ｬ ｬＧｩￌ也・Ｇ， ｬ￬ ， ｉｾＰＶ ( 364)  0446 

大阪市! u 住吉1><: 矢fll 矢11I:'lJ l開[' i '通 1-5 1長魁京4- 14

屯，11; 06 ( 692)  0865 

梶 本 秀 尾

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区森之宮東之町 3 9 2 1電話 06 (941) 6531代

自宅 .J!fI. 市 大 美 野 1 0 7 の4 電話 0 η 2 (37) ?548 

嘉 納 伝

三 宝 屯 機 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 北 I'{ m笠田[ 5  0  "註訴06( 364)  1471  

ｌｩ宅戸 ｨｾＱ ＱＭｩれ ｉｾｉｐＧ｛ 2  5  I昨2 2 片 屯J 孟0797( 22) 2191

金 五 良B光

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪r 1ir再成医千本通 7 )"1 111 需地 ι 日.1l ;06(661)  8181 代

亀 井 晃

ミム

，ロ

一級建築士事務所

株式会社 A.R.]建築事務所 代表取締役社長

大阪市南区谷町 8 r 目8 の 2 久寿里子木ピル

電，11;06(  768)  1405代

自 宅 ・ 奈 良 市 六 条 緑 町 15 3 7 'nt.l l i 0742( 45) 2995 

川 口 喜 代 枝

株 式 会 社 篠 田 川 口 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

名 古 屋 市 東 区 詰 士 綾 町 3 丁目 2 暑 地 電 話052 (962) 7581 代

自宅 名古屋市干撞区稲舟通 2 丁目 7 霊地 電 話052 (751)2613 

川 上 慶 次 郎

株式会社 ｩｾｦｬ 池組福岡支庖支底長

稲 岡 市 大 名 I r 日 1 4 1ft 4  5 号 '，tl ，l，Ii 092 (  75)  7237 

自宅 ・縮問 rli ｉｾＧＺ［ 古 ｮ 日 Ｑ Ｓ の ＱＲ ，:0: ; ] 5092( 53) 9510 
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崎 軍

近畿電気工 'II 株式会社広島支社取締役支社長

広品 d; 稲術開[ 4 併 l I f 住友'1: 命出向ビル

'i!i，l i ; 0822( 62)  1471 

Ｑ ょん ［Ｂｉ￯ て下品御 ｾＲＱￎＱＲ Ｑｦｴ Ｒ 月 'i U訴0822 ( 51)  7535 

l

 

l

 

--a

，

 

自奇 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

大阪市西区靭本町4丁目 103番 地 電 話 也6( 532) 0081- 5  

l

 

l

 

-
E
E

，

 

谷 勇

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

京Ml 市左京区一乗寺清水町 1 5 1! H言。75 (781) 1148代

自宅点目Idil i J; (J>( - ) 長寺消本町15 'i[W; 075( 78I ) l 148代

川 延 誠 治 郎

神 鋼 建 材 工 業 株 式 会 社 取締役社長

l己的 di ，Ilj 向山 111)" 7  7 俳 J也 1江，J，f; ＰＶＨＴ ＱＱＩＭで Ｑ ＳＰ Ｑｻｾ

i

 

l

 

-
-
E

，

 

中 正 道

三協 7) レミニウム工業株式会社大阪支底 取締役大阪支底長

大阪市西区靭 1 丁目 1 2  3 番 地 近 畿 富 山 会 館 ピJ レ

電 話 06( 443) 9ω 1- 7

臼宅 ・ ｾｲｬＧｲｬ￭ 1二! f 7  T  F1 64 - 5  'ltl ，l，f，- 068 ( 53)  5915  

河 井

)11  

覚

敬

弘

蔵目IJ

株エ式t会村社叫叫叫J4ぷ羽:;Ui;;ji日仏川flflJ1同築 j拘t勾哨司t務柳訓，百引加5訂初F内所j片
「

本 社 大IUrli.ltll(' I- ) L川 65 小 休11' "' ) >ピル 2 附

1日，ii ，- 06( Ｓ ￯ＲＩｬ主 ＱＨＩＮ ＱＨｾ

分宅・公! : . . ! : ｉｬｩ 合 ｲｾ ケ ｉｲ｟ ｾ＠ r  11 '，U;，泊。7.12( 15) 4378 

辛 木 貞 夫

東 海 興 業 株 式 会 社 ( 大 阪 駐 在 ) 常 任 顧 問

大阪市北区悔回町27 サンケイピJレ 電 話 06( 343) 0451  

自 宅 ・ 芦 屋 市 宮 川 町 l の 20 電 話0797 ( 22) 0328 

柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 鹿 取 締 役 社 長

尼 崎 市 玄 書 市 之 町 4 帯 地 電 話 06(411)1451  

自宅・西宮市甲子園浦風町9 の14 屯 ｾｬｩＰ ＷＹＸ (41) 0700 

神 崎
主

ロ明

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

姫 路 市 北 条 口 8 6 の 3 屯話。792( 23) 2021代

自 宅 ・ 姫 路 市 北 条 口 6 2  電3紛 792 (23)  0210  

木 園下 男

株 式 会 社 内 外 写 兵 取 締 役 社 長

太阪市北区堂品北町 ＱＶ 砕地Ｇｩ ｕ［ｾ 古 ＰＶＨＳＴＵＩＹＰＵＵ 代

自宅 ・豊中市北桜塚3 丁目 9 番15号 屯1却 68( 53) 0892

木 村
司
謹次

j 米 式 会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 沖j 1><: 'w炭 展 開 [ 3 8 '， llol ，C; 06 (271)  5678 

1' 1宅・大阪 rli! 在住吉区平 ! ht 町 7 の14

1官;ll，- 06 ( 791 )  0834 

清 閏 文 氷

株 式 会 社 梓 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

東京都千代田区永回町 2 丁目 14番 2 号

山王グランドピJレ5階 電J 初 3( 580) 4411代

工 藤 建 夫

工 藤 哲 夫

工 厳 雅 三 建 築 事 務 所

k 阪市此I ! : J X: 四 11 島大通 2 丁目 12 mJ Ii 06 (461) ∞43 

06 (461) 4198 

自宅・大阪市此花区四食品太通 2 丁目 12 司l ，括 06 (461)  9293 

会 包

自 己 ;畢
- ' -

J 、 朗

、F 和 建 設 株 式 会 社 市 務 取 締 役

大 ｉ ｉＧｾ ｲｬｩ￞ｉｈｗｉ 弘，ｊｦ Ｑ 田 ｦｬｲｬｬＴＰｬｦｴｊ 也 Ｑ 官 ｊ 占 ＰＶＨＹＳＹＩＴＷＮＱ ＱＨｾ

1' 1';; ・lI i dlloli 内本側[ 3 rJ I23i fi 8})  屯，:1，- 06 ( 381) 似 51



暑中お見舞申し上げます

栗 林 勇

総 ft 建 設 株 式 会 社 編 | 河 支l古支! 占長

h'J1 ｬｾｬｊ＠ di 衆 院 品 切 Plf 1  1 倖地の 2 'd'( ，;占OH2( 52) 6761

11' 七福| 出Jdi谷 1 l i 171昨2 O} }  'dJ: ;Vi092( 河 8378

栗 馬林

栗 林 建 築 士 事 務 所

和 歌 山 市 和 歌 浦 級 立 的 5 2  7  屯J i W沼4( 44) 3623

粟 山 手口

株式 会社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 光 所 部 長

大阪 di ! U淀川[ 吐州中島町 2 ー76 日"i ;06 (303)  7131 

昭和 4 6 年盛夏 (501T! 1出)
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E
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島 己 小 林 清 一 郎勝

有 限 会 社 小 μ 11持 己 建 築 'II 務 所 所 長

大阪dil' !j J.: ，[ / ［胤ｾｴＡｩｦＡ 2  1  i  123111')也 Ilfll ピル

，U;，lIi 06{ 443)  9127 .  0535 

i'1宅 l川';;';r! i Ii J  1ケ任 6 俳 3 5 り 1自，11; 0798(  33) 5120 

‘
、

•••• 

，

 

.
，
e

 

茂
=ム
，ロ

大 j，i] 鋼 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

J t1. 崎 市 杭 I制下 ' f 祈 111 2  2  I性地 '， ll ，:，f;06( 188) 1181  

‘
、

-

E

s

d

 

.
，
 

得林
士

山杉

シャ ー プ株式会社 機器営業本部 企画部長

大阪市阿倍野区長池町22番22号 包 括 06(621)  1221  

自宅 . }，阪府司i 'l! tf l!i!f々 1:5 ｔｦｾ＠ 6の7 11U初 729( 54) 制 88

小 中 村 繁 次 郎

; 京上主tt 投 機 仁 株 式 会 社 代 表 取 締 役

J;{ 却Irli lt . i I ) ( 点九条 iuf 附匝f27吊:)世

1立，:Ii075( 691)0791- 2  .  8224 

株 式 会社 小 林得志建築 事務所 代 点取締 役

大阪市北区堂{J，北町2 0  ll¥: J也 屯活 06 (341)  5658- 9  

自宅 ・西京市丸矯町6 の1 6  電話 0798 (66) 2394 

‘
、----ae 

.
，
e

 

本公 英

見I 海 興 業 株 式 会 社 専務取 締 役

大阪市北|メJ 悟IHP
1
f27 サンケイピル 'd:L泊06( 343l Q.151

ｉＧ ｉ ＧｻＺ ・ ｉ Ｇ ｾｨ｜､ｩＪ 山田 ｦ 2  1  3 /11=) 也 ロー λ ハイツアシヤ

'，ll .li ;0797( 31  1  0996 

桑 回 正
、1盛EZ  

西 山甲 向 正 雄

桑 田 崎 r- 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 田 中小 西 鐙 築 事務 所 取 締 役社 長 株 式 会 社 小 向 商 会 代 炎 取 締 役 社 長

相" / ; di 生日 I IX 小野通 3 の 5 "ll ，i l i 078(732l 68l l( t  

k 阪市西区阿波峨，. ， Jtfi 2 の印. 官. 世 06(532]4051代 有1 ｾＩＺ＠ 111  di 小 松 原 辿 3 の 1 "ll" ，r; 0734 (24 )6141  

(1'七・和JiF ' di 品目J [>( Ii 位ノ池町 3 の 3

ｮＧｾ＠ .  "阪市J l l : U，占C>l : 宇野西脇町373の4 '，1U主 06(701 )0297 n宅 fll 駄 111 市 大 泉 寺 r 6  o'li ，ili0734 (  22 l 7771  
'，' il.1i; Oi 8 {('2 J  :l807 

‘
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-
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-
a
 

.
，
 

泉 重
重E

株 式 会社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市福ぬ区堂島浜通 4 丁目14 111，j古06( 452) 凶51- 3

自宅 . k_阪府羽曳野市出腎nl l 3 昨U号 電，1，T;0729(55)4416  

‘
、

-

E

・
'

，
，
 宏、 勝坂

株式会社安井怨築設計事務所名古屋事務所常務取締役

抗出 1，1，11 '1' 1>( 錦 3 の24の 17 11' 1ピル ［ｬｬｬｾＰＵＲ＠ ( 日制) 1861 

自宅 ・名古111市指纏区岳見町4 の20の 2 " 世話052 制 11 ).1159 

、

・・・
・

a
，
，
 

山奇 4多

株 式 会 社 ミラノ 工 務 席 取 締 役 会 長

京郎市中京区夷川通河原町東入鉾田町310

買 ｉ ， ｪｾ ＧＰＷ Ｕ (2.11)0177 

f I 宅京郎市左京区下鴨北図町63需地 '，[，lli 075(  781) 0676 

‘
、

I
・

』

，
，
 {

寸義 人
吉

岡
武 主計

村1 ri iill 投，- mｾ株式会 社 設計部会 社 役 ｵ

大阪府政 l車i ｭｾ Ａｕ＠ 'j.J 仰 If 山 "' 1134 ￳ 払Ｚ， ｲ［ＰＷＲｾ (72) 4081  (t 

(1 七 六日正I( ，f J; ll t. i  m; !U '] 取開f" fI " ll お ー l

"11，:占0724(  72)  1885 

‘
、

•••• 

，

 

.
，
e

 

林 清

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

" 阪市西区江戸端 51 目155 1. 山居ピル 2 蹄

司 ｉｊｾＰＶ (448) 2408 

(1宅. " 阪市西区北堀江御池通り 4 の20 ，唱， ｉｾ 06 (531)  2812  

河 内 義 就

株式会社 ｾｊｲ 住 宅 社 代 点 取 締 役

太 田" di ｾｴ＠ 阪 市 安 町 1 7  ifi j也 司1，̂ 06 (444)4677 

自宅ＮＢ阪市阿倍野 ｬ 司 ｾｴ ｦ， ｜Ｓ r 日11書( ' i 。世話06(651)  15制

小 林 三 甫 朗

有 限 会 社 河 内 議 就 設 計事務 所 代 友取締 役

広 島 市 上 轍 町 2 番 3 7 号 1IW'; 0822  (28)2271  

鴻 池 藤

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市北( ( > ( 耐久' 在 -.'f 町 5 - 18  .，'ti:，!ii06 (251  )8371 

nで・n 曲i di  : 誕生 1111 谷 22 19 ・ふ; 1;0727(29) 2521  

株 式 会社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

k 阪市世I，Qt 久宝 J幸町 4 J i l271昏I車 市 ぷ 06 (252)3100" 代

日告 京都 ｲｬｩｾｴ 区宇野Ｑ｜ Ｑ ，Ｇ［前町 Ｘ 6  Ｑｴｬ， ｉｾＰＷＵ＠ (.161)  1526 
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雑 賀 孝 夫

株 式 会 社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 西 汀 r 1 帯 地 1l U古0734 (31)  1371代

自宅和歌山市小怯原通5丁目 l 番地 電，! [;0734 ( 23) 5 8 8 8  

代 表 取 締 役 佐 久 間 逸 治

専 務 取 締 役 佐 久 間 寛 治

株 式 会 社 佐 久 間 逸 治 建 築 設 計 事 務 所

大阪市阿倍里子区松崎岡T3丁目 14の18 司Ａｾ初 ＶＨＶＲＳＩ Ｐ Ｖ Ｙ Ｑ

自 宅 大 阪市阿倍野区共立通 2 丁目 l 番 3号

1! Ui506俗51) 4754

昭和 4 6 年盛夏 (50音順)
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男

株 式 会社 三 晃 空 調 取締 役 社 長

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  電話 06 (363)  1371 

自 宅 箕 面 市 百 議 3 - 4  - 2 電話0727(21) お41

株 式 会 社 品川建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

福 弁 市 順 化 l 丁目 1 脅 19 号 電 話0776( 22)  6683 

自宅 ・稲弁市田原 2 丁目 28番 5 号 電 話0776α3) 3552

坂 内 幾 男 篠 原 '由I!.'、
，ごムロ

坂 内 建 築 設 計 事 務 所 所 長

飛島建設株式会社大板支庖 常務取締役支庖長

大阪市J I ( 区. 白岡T 2 丁目 2 8 岳地の l

大阪市凶淀川区里子皐東 3 - 1  3  電話06( 472) 0631 電鱈06( 942) 2481代

自宅・芦屋市平副伊T2ト l 芦屋第 l ロイヤルマンション餓号

Oli0797 ( 31)  54ω 

佐 藤

Z閏包
dまf八ム 阪 口 重 篠 原 太 良日

株 式 会 社 ｾ＠ 西 車E 取 締 役 会長

阪 口 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 な に わ 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市天王寺区上本町 7 丁目2 番地の l 上六ピJレ内

電話 06 (772)  1251  
大阪市東区京編 3 の68 ｾｴ￬ 兵ピ ｪ レ Ｒ 号館 大 阪 市 西 区 南 綴 江 通 2 の48 司W; 06 ( 531  ) 4428 

自宅 ・問屋市六! ( i l HT971在地電! i 5 0797( 22) 2226 
電話06( 941) 8441- 5

自宅・箕商市箕面 5 ー 7 - 6  m，11i0727 (21  ) 3561  

佐 藤 四 良E 笹 )11 基
r，AjZ K  之 谷 幸 雄

株 式 会 社 大 {弗 取 締 役社 長

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長 渋 谷 金 属 産 業株 式 会 社 取 締 役 社 長京都rI ，J 1 ( 山区今熊野大{ 串池悶町 9 の 9

電話075( 541  )  3344代
滋賀県大海市打出浜 13 番 15号 電 話0775 (23)2314代 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 5 2 電路 06 (211) 7333 

(1宅 ，jf 1;11，11 Jl( 1  lJ ( 正今熊野池田町 8 の 4

自宅・滋賀県大海市西ノ庄 5 番4 号 電 話0775 (24)5145 自宅・八尾市二俣 2 5 2 の 7 司U i50729( 22) 8644 
電，l l i 075( 561  )  3725 

代 表 取 締 役 所 長 佐 藤

代表 取 締 役 社 長 佐 藤

武 夫

次 夫

株 式 会 社 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

!oR Jj(ti15泌 I>( ，t.i舟山5 J i J  12需4 号 1(l，!古03( 409)  2711代

ｩＧｉ宅 ・ ｊＮＮＡＮＮＡ ｊｪＨ 仰 ｩ 荏 Ｑ＾ｻ ， ｾｪＢＢ ｴｊ ｬ 3  - 8 - 3 8 汗山 7 ンシヨン

m Jt. 03 ( 408)  6350 

白宅 以 J;( n I S 世川谷区赤従 l ー 16 - 13

電話03( 420) 5810

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

大阪市東区島町 2 丁目 7 番 地 旬 結06ω43) 1371代

自宅 ・西 宮 市 雲 井 町 4 の 9 電ｾｩＵＰ ＷＹＸ (22)  1569 

四 方 績 郎

四 方 設 計 工 務株 式 会 社 l 級 建築 士 事 務所

京 郎 市 伏 見 区 深 草 関 屋 敷 町 32 電話075(641)  6324 

自宅 京郎市伏見区深草芳永町“ 6の28 電話075(64リ3080

士

山賀 男

志 賀 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締役

福岡市ＮｦＮ ｾｦｩｾｊＵｲ ｆｬ ＲＰ 番 ＱＱ 号 ｭ￰Ｇ 苦 ＰＹＲ ( 82) 5631- 4  

自宅 ・福岡市田島友泉亭942の21 14Ui5092 (87) 6  1  1  0  

佐 野 春
= と 代 表 取 締 役 塩 路

物 士

Eコ
，也、 ロ

森 井 電 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 専 務 取締 役

代 表 取 締 役 塩 路 寅 雄

大 阪 市 北 区 常 安 田J 16 番地 1113言。引443) 8381- 6

株 式 会 社 塩 路 建 築 事 務 所

自宅・大阪市北区常安田T l 6番 地 電 話06( 443) む81- 6
大阪市市区溢町通り 3 の14 芦池ピ j レ

電j 苦O以251) 3231

06(  271)  2495 

24  

島 勢田
董

西松建設株式会* : ' - * 阪建築支底 取締役支庖長

大阪市東区釣錦町2-，ぃ一番地 電話 Ｐ ＶＨＹＴＲＩ ＱＱ Ｓ ｬＨｾ

自宅 ・豊中市永楽荘 2 - 6  - 2 8 電話068( 53)  5379 

ご重三

J 同 水
且
早裕

須 賀 工 業 株 式 会 社 福岡 支 庖 支 底 長

福 岡 市 千 代 栄 町 6 の 2 電話ω2( 65) 4731

自宅 ・福岡市高取 2 丁目 5 の 1 6 1ltJjf; ω 2  (82) 1451  

圧 野 勝

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区平野町 5 丁目 30番 地 包 括 06 (201)  1121代



暑中お見舞申し上げます
昭和 4 6 年盛夏 (50音順)

白 井 瀬周 本 典 丸
書皇

E ヨ一戸
=ム
，ロ 則田

消 水 建 設 株 式 会 社 代表取締役副社長( 大阪駐在)

大阪市西区土佐堀通 2 丁目 21在地

itl 水雄投株式会社大阪支1; 5 電話O引443) 5431大代表

三 建 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取締役支底長

大阪市船島区鶴島本通 4 丁目 10番30号 電 話 06伺22)6251代

自 宅 宝 梅 市 御 殿 山 2 丁目 19の l 電脂0797(86) 1437 

株 式 会 社 か ね わ 工 務 底 代 表 取 締 役

京都市中京区車屋町通丸太町下ル

11Iali07氏241) 2231  

自宅 ー京都市中京区事局町通竹屋町上ル

ｾＱｩ ＰＷＵＨＲＳ Ｑ Ｉ＠ 1033 

白 石
252E 4  τ」zE士=Zr司.  

男 銭 I笥 輝 之 田 中 幸 ニ 郎

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖
株 式 会 社 銭 高 来E 取 締 役 社 長

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区両停町 1 丁目 13番 地 電 話 06 (942) 1461 大阪市西区阿波座上通3丁目2番地 電話06( 531) 6431大代 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 螺 町 54 電路06 (771) 2391代

自宅 ・大阪市住吉区墨江中 l の68 電話 06ω71) 3792 自宅・大阪府高石市東羽衣 l T 目 7 番55号 自宅・大阪市阿倍野区阪南町5- 9- 24 電話06( 622) 0494

電話0722(  61  )  0990 

城 庸 中平 仙 郎 田 政口 田 四

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 番 地 電 話 06( 372) 7151代

自宅 神戸市灘区本山町岡本字中島 214 - 6  

包括078( 43) 1863 

関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市住吉区万代東 6 の3 11Ud 06 (672) 1281大代

大 島 勝 用 化学 工 業株 式 会 社 取 締 役 社長

東 大 阪 市 新 庄 1 1  4  ，番地電話郎 (782) 4171 代

06(782)6734 

自宅 ・大阪市域東区野江東ノ町 4 の99 電M 06 (931)お06

須 島賀 冨リ 柴孝 誠) ¥ 田 j剃 也

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 T  ｉｾ＠ 14 

株 式 会 社 高 村 電 機 製 作 所 取 締 役 社 長

本社・大阪市北区河内町 2 丁目 28番地

電話06( 358) 6351代 - 5

工場 ・大阪府八尾市佐堂町 3 丁目 3 番12号

電話 0729( 99) 0151代

株 式 会 社 回 沸l建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 下 町 19 1在 地 電 話0734 (31  )0261- 2 

自宅 ・和 歌 山 市 下 町 19番 地 電31i0734 (31  ) 0261- 2  

戸国有
谷 知 巳 田 ロ 夫 問c 担3  

須 洪 郎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長
株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社長

大阪市西区江戸嘱 1 f H60再生地

:rif 町i市左京区浄土寺馬場町 1 5  1  

司!.]古075( 761) 1151代
大阪市東淀川区加島町 3 5 7 番地 11Ud 06(ヨ) 2)2271

1Il .1孟06( 441 ) 8231大ft

自宅 田京都市左京区鹿ケ谷法然院町 7

自宅・ 西宮市甲子園町 3 番 8 号 11tftW798 (41) 0494 自宅 名古J:I! rli 干倒区山門開f 1- 59 

電話075( 771) 3543 

官ll .lli052( 751)  0559 

杉 村 勉正 三 郎 賀

吉

岡

差
久田 杉

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東淀川区十三西之町 3 J 日34番地

電話06( 302) 0231 

株 式 会 社 田 賀 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市西区北絹江通 5 丁目 55番 地 原 田 ピ ル

lIl s孟06( 531) 7193代

自宅神戸市東濃区魚崎南町 1丁目 2番魚崎コーポ 2- 1117号

。 株 式 会 社 大 成 鉄 工 所 代 表 取 締 役

枚 方 市 大 字 出 口 383 酢地 mat. 0720(31)  7001代- 8

隅 回 正 美
社 長 田 谷 清 三 郎

-圃aー.

橋 j斐
C I  

fi 司

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

副 社 長 宇
田 長 未

五 洋 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 常締取締役支庖長

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 番 地 電 話06 (364)  6661  

清 光 商 事 株 式
式Z 〉ZL、

社 大阪市北区梅田町47 ( 新阪神ピル 4 F)  

大阪市西区西道頓堀通 3 丁目 4 番地 電話06 (541)  1661代 1I1.1li06 (345)  0631  

25  



暑中お見舞申し上げます

吉

岡 慶橋 夫

株 式 会社 大 阪 建 築 事 務所 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 東 町 堀 2 の 75 電話06(441)9351

自宅・大阪市東淀川区相川中通2丁目2の4 電信06(328)0935 

樽 光 男

昭和 4 6 年盛夏 ( 50音順)

回

Qj 藤 建 設 工 業 株 式 会 社 支 庖 長

大阪市北区茶屋町 31 番地 2 Ｇｩｬｬ，｝苦 ＰＶＨＳＷＲＩＶＰＰｈｾ →

千 原 弘
=ム
，ロ

日 本 化 成 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 開 発 部 長

大阪市北区末広町17 ニュー大成凶レ6F 電話06( 312) 6694代

自 宅 塀 市 凪 北 町 6 の 3 2  4 電話0722 (62) 5834 

田E ヨ3  

木 茂 雄 橘 春 重 塚 本 5孟 次

JEE 木 建 築 デ ザ イ ン ス タ ジ オ 所 長
椛i 建 築 ' J} 務 所 所 長 株 式 会 社 日 建 E生 計 取 締 役 社 長

大阪 rlir制限心r. w:，筋 1 T Ii 1 の 2 心ーピル
大 阪 府 米 大 阪 rli 御 尉 1 6  包括06( 781 ) 0937 大 阪 rl1 * 区 繊 綴 2 丁白 3 8 1存地 電話06( 203) 2361 

電話06( 252) 8355 ・8356
自宅・奈良県生駒1m生駒町新組ケ丘l l ill' 34日 自宅 ・宝塚市清涜神 2 丁目 6 の 2 7

自宅， l!/I rlir軒陵町 3 f l  2  1 の l 包括0722( 41) 0248
電芯07437( 3  )  2401 'ill J i i 0797( 87)  1940 

竹 腰 健 造 4喬 泰
ご，ムロ

辻 本 5屋221• 

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役
共 栄 パ ー ラ イ ト 販 売 株 式 会 社 取 締 役 社 長 辻 本 笠 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁目 37番 電 話 06 (341)  6671代
大阪市東区森之宮西の町5941在 地 電 話06( 941 ) 9243代 和 歌 山 市 東 長 町 中 の 丁 1 2 - 3  電話0734 (24 )  6346 

自宅・西宮市松園町 7 番 2 2 号 電 話0798( 34) 2650 

電話06( 941 ) 9243- 7 

自宅和歌山市東長田T中の丁 12- 3 lIUl i 0734伶4) 6347自宅・幌 市若総合 2 丁目 26の 3 電話0722( 91 ) 2267 

竹 原 永 一 郎

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役

大阪市浪速区幸町 2 丁目 6 番 地 滑 光 ピ ル

電話 06 何62) 4343代

自宅 ・盤中市蛍池西町1丁目 1 - 4 屯活 068 ( 55)  0230 

谷 武口 尚

株 式 会 社 大 林 組 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 75番 地 電 話06( 941) 0861

玉置 巌

玉 置 建 築 設 計 事 務 所

大阪市協述 I>{ 凶剛 F 町 1009佐I也

'41.11) 06( 562)  1513， 3355， 3726 

大阪市泌迷1><: 附凶 F 町 1009Ifi 1也

，'[i;]，! ; 06( 562)  1513， 3355， 3726 

玉置 彦

大 阪 建 築 設 計 監 理 事 業 協 同 組 合 専 務 理 事

大阪市西区土佐掘通 5 τ 日 5 8 ヤ7 タマピル

電 お06( 448) 3329 ・4110

自 宅 大 阪 市 港 区 市 岡 1 丁目 l 番 2 6 号

電 J話舌0ω6(5幻73幻沌5珂83剖1 - 5

26 

丹 徳、 裁司

ア サ ヒ 街 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 l 唱3i i 06( 673) 6001

自宅・大阪市住吉区粉浜東之町 4 1 日30再生地

実日 義 夫見

株 式 会 社 斎 藤 省 三 商 底 大 阪 庖 取 締 役 支 庄 長

大阪市内区上佼線通 1 丁目 l 番 地 大 同 ピ j レ6 陪

包括 06 (443)  3361代

地 頭 政 人

小i長シャッター工業株式会社大阪支応 取締役支底長

大阪市北区若松町 30番 地 電 話06 (3制) 4825 ・90加。 9016

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 常 務 取 締 役

東京郡港区赤坂 ｬ の ｬ の ＱＴ 湖池東忠ピル司ｬｊ ｾＰＳＨＵＸＳＩＸＱＶＹ 代

自宅神車川県雄沢市崎沼世ケ悶 l の15町お 電話0466( 23) 3124

f宣 成 訪11

合 名 会 社 つ ね な り す た じ お 代 表 社 員

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 4 0  電源 06 (231)  0141 '  7781 

自 宅 盟 中 市 玉 JI 阿 2 - 8  - 2 0  'ill，l l i 068( 41) 2659 

j章 芳村

オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製 造 株 式 会 社 取 締 役 社 長

ｉ ｴＡＮ 崎 ､ｩｬｬｬｾ 和市通り Ｓ J ' f 126待地( 絵本ピル)

'ol i .l/;06( 412)  5131 

I' J 宅・時五県大宮市 .:";j C).町 3 1 ' 11関

o[I . :/;0486( 41)  0204 

鉄 川 輿 八 郎

株 式 会 社 鉄 川 工 務 I友 代 表 取 締 役

本 社 ・ 長 崎 市 扇 町 1 2 ー 7 '.[i，I/;0958( 44)  0171 

支1占 福岡市平1(， ド町14帯地の l 山本ピル

"[i .l l ;092 ( 52)  (渇31

(1宅 長 崎 市 神 品 町 7 7  "江川 0958( 22) 2401

寺 嶋 末 男

日米パーテイション株式会社常務取締役日業部長

大阪市内! R 本間 2 I昨町38 1J J i 巳ピル

1官級 06 ( 581) 1131 Ｈｾ＠
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寺 徳、 重田

大 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役

大 阪 市 点 | 豆 本 田T 4 丁 目 2 7  電話06( 262) 1131  

自宅 ・大阪府箕面市桜井 2 丁目 4 - 3 9

1t U古0727( 21) 4641

東 謙士田

株式会社 東 畑 建築事務所 代表取締役社長

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 19 電話 06 (202) 0391  

自宅 ・神戸市東讃区住吉町縄手下l 鎚O 電話 078 (85) 5043 

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区的恨崎上2丁目 21番地主郎ピル 電J 806 (361)  6248 

自宅 ー大阪市東淀川区三国本町 2 の 127 電話06( 393) 9557

塚 ・ 卓

東 電 設 計 株 式 会 社 専 務 取 締 役

点京都千代凶区内幸町 2 ー 1 - 1 飯野ピル内

i司1，:1i03( 501) 2161  Ｈｾ＠

自 宅 * 京 郎 品 川 区 上 大 崎2 - 6 - 2 2 '，I!.1l i 03( 44 1) 1694 

代表取締役 富 吉

代表取締役 白 川

治

博

正

一

株 式 会 社 富 吉 白 川 述 築 'Jj : 務所

大 阪 市 rJljl メ r+'i ぬ! 江迎 1 - ，3  0  "I!.1li06(  531)  5450 

自 宅 公 良 県 北 必 blUtll 河合府以布I台 I r n 6 - 1 2

向 宅 池 111 di 丘 1I 丘 3 r 1 1 2 i f i 5 9 - 2 0 2

友 俊回 夫

友 田 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市都島区制I ，C ; ，中通3丁目3 111' 6号 電 話06 ( 921  ) 0331  

自宅 ・大阪府北河内部交野町ね部2851

1宜，1/ ; 0720( 9υ5085

内 藤
盲

六

株式 会社 竹 内建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区長堀締筋2丁目おの 1 日延ピル 電話06( 211)2706 

自宅 太阪市阿倍野区王子町 4 丁目 l 帯 8 の303号

司 Ｑ ， ＱｾＰＶ (623) 7385  

昭和 4 6 年盛夏
(50音順 )

内 藤 正 克

株式会社 内藤建築設計事務所 代表取締役所長

兵庫県小野市上本町240の4小野ピル 電話 07剖 6 (2 )  4757代

自宅 ・兵庫県小野市久保木町1063 電話 07担 6 ( 2)  4668 

中 井 惣 一 郎

株 式 会 社 中 弁 線 組 代 表 取締役社長

尼 崎 市 市 光 寺 元 町 1 - 3  111.ll i 06 ( 481)  5461  (¥ 

中
i

 

l

 

--.
，， 匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市北 区浪花町 3 8 新興ピ Jレ 包括 06 ( 371) 3651  

自 宅 ・宝 塚 市 米 谷 石 田 1 8  電話0797 ( 86) 2391  

中 川 真 佐
士

ロ

長
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日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 大 工 町 50 o'U，11i 06 ( 352)  3035代

自宅 ・高槻rli 口吉台 2 番T l I - 3 電話 0726( 82 ) 5923 

中 津 誠 郎

株式 会社 中津建築事務所 代表取締役

大阪市北I王宮田町38 高締ピル北 5 号館

電 話 06 ( 363)  3881  

自宅 ・守 口 市 滝 弁 元 町 3 の 27 ｾ， ｬ 首 ＰＶ (991)  IE附

中 原 茂

株 式 会社 中原茂建築事務所 代表取締役

大阪市西区靭本町 3 丁目90番 地 岡 崎 縮 ピJレ

包括 06 ( 445) ∞39 

中 亮
士

ロ回

株式会社 日本総合建築事務所 取 締f支社長

東 京 侃 渋 苔 区 神 南 l の 12 の 16 電話 03 (463) 5020代

中 本す
重包

5 玉三

株式会社 日邦建 築 企画 設計 代表取締役

大阪市北区梅ケ技町114 関西ピル 需給06 (362) 1767  '  96g7  

自宅 京郎市下京区七条通東場川西入八百屋町12

電話075 (371)  2755 

理事長 中 村

所 長 坂

文 夫

静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

本 所 ・大阪府吹田市藤白台 5 の125 電話的8 (72) 0391  

大淀分室 ・大阪市大淀区長柄西通 2 の35 電話 06( 351)72 17

氷 井 城賢

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

東京初港区西麻布 1丁目 13番II 号 電話 Ｐ ＳμＰＳＩＰＲＵ Ｑ 大 Ｈ ｾ

自宅 ・藤沢市鵠沼海岸2丁目 8の26 電話0466ω6) 7706

氷 田 鼎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 6 0 包括 06似4 1) 8231

自宅 ・豊 中 市 上 野 6 丁 目 2 7  司lJIi068 (55)  3710 

長 井 誕

理研 鋼 機 株 式 会 社 大 阪支 庖 支 底 長

大阪 rli JI.l I> Z 南久宝寺町 4 ｬ￯ｾ＠ 7 酢I也 二三興ピル

"11，11i 06( 245)  0221代

自宅 ・宝展di :4j主権丘 3 1 i H3 - 1 5 屯. 活0727( 59) 8910

成 田 辰 美

日刊 建 設 通 信 関 西 支社 常 務 取 締 役

支 社 長

大 阪 市 西 区 京 町 据 l の 6 8 電話 Oft ( 444)  4451  

自宅 l次 lllrli l ' J - 山台 C 1 - 1  0 7  '，I]:，lli(泌8( 72) 0995 

27 
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昭和 4 6 年盛夏 (50音順)

西 嶋 徳 太 郎 浜 口 幹 郎 ネ通 口 茂

株 式 会 社 樋 口 鍛 工 所 取 締 役 社 長

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務所 専 務 取 締 役 株 式 会社 ＿ｾ＠ Y召 事E 専 務取 締役 大阪府大ｊｉＨＢ，太子回 Ｓｲｾ｝Ｓ ＱＱＧｩ ＶＹ

大 阪 市 西 区 京 町 場 2 の 75 電話 06μ41)9351 大阪市天王寺区東高津町8 の l 電話 06 ( 762) 0251  

電話0720( 71) 1781代

自宅 大阪府大J I ( 市』者福 2 J 白 2 俳 9 号

自宅・大阪府箕面市舷ケ丘 3 の11のお 電話0727 (21 )2432 自宅・奈良市南登美ケ丘3336の7 電3W742( 44) 3237 
電話0720(  72)  3306 

根 津 耕 郎

株 式 会 社 恨 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市京l>t 安土問 2 - 15 佐々木ピル 5 附

電.lIi06( 262) 0595

自宅・宝塚市川面 6 ｊ￯ｾ＠ 19待10号 電 話0797(  86)  7862 

野 崎 議

株 式 会 社 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

東京都中央区八丁楓 2 ー 7 - 1 大石ピル

電Uo03 日52) 831m

自宅東京都文京区本駒込1- 10- 10 電路 03( 941) 8747

萩 勝正

株 式 会 社 萩 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

東京都回以区 ｬＧｾ 葉台 Ｒ - 2 0 - 14  電話03 ( 719)  ＱＷＳＴＨｾ＠

自宅 . JI();( (，!!Id : 品民平町 l ー 16 - 6 電話03( 723) 1074 

橋 本 正

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 - 7 1 電話 06 ＨＲＰＳＩ お Ｘ Ｑ 大Ｈｾ

橋 本 清久

吉 野 石 膏 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 大 阪 支 庖 長

大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 新大ピル

電話06( 344) “91

長 谷 川 幸 雄

株式会社桜井建築設備研究所大阪事務所 取締役所長

大阪市西区靭本町 1 - 5 0 第 2 富士ピル

電話06 ( 443)  7891 

自宅 京都府乙即| 都向日町総冠弁荒内35- 26

電話075( 922) 6379

28  

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東淀川区十三西之町4丁目3帯地5 電話06(302) 1551代

自 宅 西 宮 市 名 車 町 12 番 9 号 電 話0798(22) 15倒

原 重回

原 因 セ メ ン 卜 化 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市此花区朝日橋通2丁目 13番地 電J語06 ( 462)  1212代

自宅 ・尼崎市塚口町 3 丁目 41 電結 06( 421) 45 1 8

原 守蔵回

原 因 今 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市西区西長場南通 3 の8 電話 06 (541) 7455直通 ー代

第 2 鏑崎ピル

自宅 大阪市天王寺区生玉寺町6番絶の2 電話06 (771)9792 

タ帥ケ fr. l f
;' ; ，ヨノ

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市西区西長場北通 1 丁目 8 番地図ツ橋ピル

話 06 ( 532)  0415  

自宅・吹田市青山台 3 丁目 41- 11 電話068 ( 72) お08

伴 雄秀

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 取 締 役 会 長

大阪市大淀区中 i: l l 南通4丁目U 番地 包括06( 458)  3531  

日 名 雄

.d. .  

ロロ

建 築 コ ン サ ル タ ン ト 事 務 所 関 西 所 長

大阪市東区安土町 2 の12 トヤマピル

包括06 (271)  4103 

自宅 ・豊中市地ケ丘 9 番64 の l 電話 068 (56) 02∞ 

彦 谷 ヂB

株 式 会 社 彦 谷 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区高施機 2 - 3 9  柳湖掌ピル 2 F

電話06( 231) 2810 . 7634

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l の 5 電絡 06 ( 532)  1234 

自宅 ・京都市下京区綾小路大宮東電話07引801) 1806 

平
l

 

i

 

-
-
a

，

 

ごまと

，ロ 行

大 阪 化 構 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪府八尾市弓自IJ 2 6 6 の i 電話0729(  49)  4501代

自宅大阪府八尾市大字服部川 1224番地の 3

電話0729(  41)  8829 

魔 野 '悦

日 亜 金 属 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 木 幡 町 8 2 番 地 電 話 06 ( 364) 2771 

自宅・芦屋市岩園町 14 番 21号 電1初 797( 22) 9101  

広 秋谷 嘉

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

名古屋市中区西瓦町 19 電話052 (262)4411 

自宅・名古屋市千個区月ケ丘2丁目 2のお電話052 (711)8010  

福 博 臣田

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 点 1>( 1.. ｾｲ＠ 5  lI'i )也 m話06( 762)  5701 



暑中お見舞申し上げます

ネ富 朝 生回

株式会社双星社竹腰建築事務所代表取締役

大阪市北区堂島中 Ｒ 丁目 ＳＷ 番電ｾ［ＵＰＶ (341)66干l 代

自宅 ・西宮市甲子園砂田町2齢 号 館 初798(48)0989 

福 中 定 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電J活06 (231)9648 

自宅・枚方市香里園町 2 6 の 6 8 電 J ffl720(31 )0549 

干菌 氷 薫

株 式 会 社 福 永 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区周量産町通 4 の61 電話 06 包51) 3102 ・5189

自宅・大阪市南区順慶町通 4 の61 電It 06 (251) 剖 02 .  5189 

福 西 清 左 衛 門

株 式 会 社 福 西 工 務 庖 社 長

堺 市 浜 寺 石 津 町 西 4 丁185- 3 電話0722( 41)1465

自宅. J ! f 1 . 市浜寺石海町西4TI 85- 3 電話0722( 41) 2918 

福 車買 圭 殻

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 代表取締役社長

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 の 3 9 電話06 (541)  5757代

自宅・大阪市住吉区住吉町242の22 屯J l i 06(673) 5120 

福 岡 圧 一 郎

日 本 ス タ y コ 株 式 会 社 取 締 役 社 長

滋賀県甲賀川石部町大字石郎 2 3 8 併I也

T官，1，' ;0748(77) 3155代

ＱＧＱセ・Ｉ［ＨＯｩＡ ｉ ＮＭｉイ ｾｴＨ 疋 ｴｈ 実路光ケ本側 ｦ 108- 75 

結075( 231 )4987 

船 橋 明

高砂熱学工業株式会社大阪支底 取締役大阪支庖長

大 阪 市 北 区 締 回 8 新 阪 急 ピ ル 電 話06(345) 4521

昭和 4 6 年盛夏 (50音順)

藤 井

ニ-.

早 古 屋 才 兵 衛

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

大阪市東淀川区瑞光通 4 丁目 301昏地の 2

電a1o06(329)  77371'.::. 

自宅和歌山市西小二塁1丁目31番地 電話0734(44)5037

星 虞 文

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

大 津 市 本 宮 2 の 2 の 9 屯J l i0775( 23)  0119代

自宅・京都市左京区怯ケ崎hl 川町 2 3

電話075( 781 )  5333 

藤 木 銭

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市減東区関目町 l の40 電話 06 (939) 4741- 5 代

自 宅 門 真 市 城 垣 町12の16 電話 0720 (81) 0  6  6  7  

星 健里予 児

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 両 轡 田T 1 の 1 3  電話06(942) 1461代

藤 手B 日百

日 生 不 動 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 点 区 本 町 4 r  H  1  屯活06(262)  2841代

堀 啓

回

有限会社堀啓一建築設計事務所取締役社長

山 口 県 萩 市 大 字 川 島 338番地' 1 l 1;11i 08382(2) 1547

自宅 ・山口県荻市大字川島338番地 T官級08382(2)4674 

堀 也

株式会社都市問題・経営研究所 代表取締役所長

大阪市北| 正太融寺田[98の 5 阪急点ピ Jレ

mUo06( 312) 3918ω89 

藤 隆
士
山

V

フE

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

兵庫県土木用コンクリートブロ ック 協 会 会 長

神 戸 市 lf 合区熊内町 2 1'自 88 諸活078(23}l 421- 3  

自宅 ・神戸市長田区花山田 [1 r R79 1也，11i 078(69氾350

本 沢 平 八 郎

回

広 島 県 建 築 設 計 事 務 所 協 会 会長

広 島 市 備 川 新 聞T Ｗ 帯 Ｓｾ ・電話 ＰＸＲＲＨＹＱＩ 7245 

藤 キサ j青

日東建設株式会社大阪支庖 取締役支底長

大阪市北区末広田T l 2番地( 新末広ピ J レ)

'II! J1o06(351) 0623 

自宅 ・東 大 阪 市 友 井 4 1  8  ｾＱ ＡＮｬＱｩ ＰＶ Ｈ ＷＲＴＩＴＲＴＴ＠

本 庄 弘 樟t

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区資産町 l 丁目 66番 地 電 話 06 (352) 6161 

自宅・奈良市中山町937番地の37 電緒。742(44)0201  

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役

大 阪市城東区西附' f ' 6 丁目 4 3  電話 06 (961) 4460 

06 (962) 1288 

藤 原 昇

株 式 会 社 三 晃 空 調' H - 務取締役

点 ｊｪＨｾ 千代田医神田小川町 Ｒ ー ｬ 屯，lli03(292) 7756 

大 阪 市 北 区 笛 困 問r 1  6 泡 Jli06(363) 1371 

内宅 ・東京自11杉並灰久抜山 3 r 日35ー 15

ｾ Ｇ ｉＡ ｊ ｉｩ ＰＳＨＳＳＳ Ｉ＠ 8843 

自宅 ・箕面市絞ケ丘 3 r 日← 11 1{U，r; 0727(21) 2655 

29 

株式会社藤原設計測量事務所 代表取締役社長

("J l4 'n ぶ 1ム附r 2  5  8 の 4 ｾＧ￟ぷ ＰＶ Ｈ 叩 Ｘ Ｉ ＶＰＴＱＨｾ

自宅・奈良市菅原町 1 1 0 6 - 5 1 電話0742( 44)  1505 



暑中お見舞申し上げます

代表取締役会長
本 田

鈴 木

史 郎

利 定
代表取締役社長

本 凹 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 l烹J Z . 回開f 65 電話06( 372)  0371代

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 常 安 岡f 17  ｾ＠ 地 電 話06 付44) 1501  Ｈｾ＠

自宅・戸屋市恕ケ丘町 4 番 18号 電 結0797(22)  2005 

同IJ 原 明
ごム

J ロ

株 式 会 社 前 原 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

岡 山 市 街 t日開 f 2  r 日 7 - 4  電話0862ω4) 14∞

向宅 ー1M) 山 rl11吉田町 2 丁目 7 - 4 電話0862( 23) 臼40

松 岡 晃 郎

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区芦原町 1 1 8 3  電話 06 (561)  3901- 3  

自 宅 幌 市 'Il 之町点 1/"2 番9 号 包括 0722ω8) 2  5 8 2  

松

本公

Eヨ

11慎

平

吉

回

国

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

福岡市綱場町2 番 l 号 明 治 屋 ピ ル 電 話 092 (27) 7441  

自宅・福岡市今泉 l 丁目 16番 5 号 電 話 092 (74) 2497 

松 丸 哲 也

鐙 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 天 満 情 筋 4 - 3 0 電話 06 ( 353)1001代

自宅 ・西宮市甲子園口北町20- 21 電話0798(67)  2787 

松 村 雄
士

ロ

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 会 長

太阪市北区: 1 ! 心開 f 1 の 7 0  電話 06( 353) 1131  
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松 村 雄

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 空 心 田f 1 の 7 0  '1Iiお06( 353) 1131 

松 本
..... ー
ノ、 郎

松 本 金 物 株 式 会 社 取締 役 社 長

大 阪 市 天 王 寺 区 上 綿 屋 町 6 電話 06 (779)  1581大代

丸 山 信

株 式 会 社 丸 山建 築 事 務所 代 表 取締 役

東京郡港区北河山 3 丁目 5 番25号 電話 03 (401)  2287 .  6703 

自宅・東京都港区南背山3の11 のl 電話 03( 401) 3 3  2  8  

上

株式会社汎美建築設計事務所代表取締役

京都市中京区御池通場町西入御所八幡町225

包括07引231) 4638 ・6472

自宅 京都市中Ｉｩｻ ｊｒ 御池通ｬＡｦｉＮ ｾｲ 西御所八崎町 ＲＲＵ

電話075( 231) 4638. 6472

宅
ヨ豆

田

株式会社入江三宅設計事務所代表取締役

点; ; ( 都港区; z 西久保縦川町 2 8

電話03( 501)  0286代

自宅 点京節世凶谷区上祖師谷 3 ー 18ー 16

ｾｭ 孟 ＰＳＨ 300)  6830 

好 幸男

第 一 建 設 工 業 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 東 区 今 縞 1 - 2  電話06( 203) 2931

輪 泰 司

株式会社地域計画・建築研究所 代表取締役所長

京郎 r1i 左京区下鴨上川 j反町69

( i / i ' 1l ! 純物岡市I 岱土ピル内) 電話075( 711) 2161  

1' 1宅 Jj( liI !rfi 伏見区桃山与丘自IS阿 l の 4

包括075( 601)  3962 

水 野 喜 郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

-i<t上 京仰市下京区西七条市部町77番 地 電1/;075(312)0431代

rr t; .  JX郎市北r;( 小山上花ノ木町45l1'i地 111必075(491)4296 

南 長
士

ロ

斎久工業株式会社大阪支庖 代表取締役支底長

大 阪 市 北 区 常 安 町 I I 番 地 包 括 06 (443)  5011  

e: : I  

邑 飼 克

社団法人 日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部 支 部 長

神戸市生悶区下山手通 5 丁目 23 兵E賢建設会館内

iU.l 古078 (35) 2800 

自宅 ・明 石 市 人 丸 町 2 の 4 7  電ｾＡｩＰ ＷＸ (911) 2298 

F 晶 『

邑 後 健

株 式 会社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市天 E 寺 l正 k 汐 町 6 の 35 'ill ，11i 06( 772) OI 65代

村 手火
士

ロ

石

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区幸町3丁目2番地のl 電j古06( 561) 2201代

自宅・芦屋市岩園町10番16の401号

電3剖 797 (31) 2643 

村
I

 

l

 

I

E

，

 

雄

株式会社パンデックス ・ジャパン 代表取締役

本 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 2 の27の10

東京建物東八重洲ピ Jレ 電話03 ( 552)  6954 

関西お・業所 ・大阪市北区伊勢町19の 2

高級ピル北 2 号館 電話 06 ( 312) 5765 

村 田 華同

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代表取締役

11月行r / i 牒 叫 '1: 1谷町 8 8 8 需J也'，'Il，11i 078( 913) 3456代

自宅 ・ ｾｉＧｲ［ 市妥水区塩展開 ｉ 西の田 Ｑ ＶＴ

?控訴078( 751)4186 
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村 隆 次回

安 藤 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 大 阪 支 庖 長

大阪市西区江戸掘北通 1 )日 7 信地

電話06( 443) 5561代

自宅 ・西宮市殿山町 13 需 24 号 電話0798ω3) 1861

村 本
差包

5 ヨE 局司

村 本 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

奈良県北U l J I i . 郡広陵町大字安部547番地司l . ! Ii 0745( 52) ω21  
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F 晶 『
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日

阪

宅

安

υ
大

白

薮 本 芳

下

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東住吉区駒 川町 3 の54 電お06( 702) 7814 代

自宅.J ; . 阪市東住吉区田辺東之町3の193 i'tWi 06( 621) 9086 

山新

ごム

，ロ 郎

薮 本 建 築 士 事 務 所

和 歌 山 市 東 長 町 1 0 丁目 1 3  電話也734 (22) 9930 

自宅 ・和歌山市東長田T l O丁目 13 電.1050734 ( 22) 9930 

田

株 式 会 社 山 田 建 築 事務 所 代 表 取締 役

大阪市北区万才町43 浪速ピル 屯お 06 (312)  ＰＹＳＷＨｾ＠

自宅 ・摂湾市千里丘5丁目 9番21号 電話06ω88) 0119  

F孟品 ー

谷 山 水 山 内
AmLRι L  

山 回 恒

ごム

J 口

室 谷 商 事 株 式 会 社 取締 役社 長
近 庄 化 学 株 式 会 社 代 表 取 締 役

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

神戸市生悶区北長狭通4丁目 l 英和ピル 旬 ｊｾＰＷＸ (33)0881 京都市中京区四粂大宮西入る壬生川角

神戸市葺合区八雲通 1 丁目 4 番 地 電J舌078 (22)  1013  

自宅 ・神戸市生田区山本通 4 丁目 108の37 旬訴078(22) 5050 

包 括075( 821) 2111
自宅・神戸市兵庫区山田町上谷上字古々山29

電話 078( 581)2055

盛 道 雄

株 式 会 社 盛 工 務 底 代 表 取 締 役

大阪市北区南森田r 4  7 番地 電話06( 364)  1581代

自宅宝塚市治統神 4 丁目 1 4  - 1  8  

電話0797ω6) 2431

山 勇 山 中 茂尾

内外アスベスト株式会社大阪支庖取締役支庖長

大阪市都島l辻普淑寺 2 - 3 - 14  屯話06( 922) 1371代

栄 典 建 築 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市大淀区中津浜通 2 - 6 6 1置話 06 (671 ) 5056 代

自宅 ・大阪市東住吉区西鷹合丁 3 丁目 21号

電話 06 (691)  8771  

八
+  島 健 山 口 豆E ヨZ  郎

常務取締関西駐在

山 田 三盛ヨ主主ー

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 常 務 取 締 役 不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社長

常務取締役支倍長

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 27 包括 06( 252)1201  
大阪市西区阿波座上通 4 丁目 8 番地電話 06 包41)5534代

『E司司

木 政 夫

自宅西宮市甲子園 2 番町5 の30 ＱＱ Ａｊ ｾＷＹＸ＠ (41) 0598 
自宅 ー宝塚市婁寵丘 I I 目13樹昨 2 5号電話 0727(59)2018  

大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖

矢橋 亮
士

ロ

株 式 会 社 矢 嬬 大 理 石 商 底 大 阪 支 席 代表取締役

大阪市東区高純綿 2 了目 野村ピル 5 階

包括06( 202) 4905

大 手口 正

株 式 会 社 大和 建 築 事 務所 取 締 役社 長

大阪市凶区 JirlflT堀 2 r l' I 1 7 3 電話06( 441)  0741  代

自宅 ・大阪市東住吉区平賢里子笠岡J 367

11m 06 (709)  3928 

山 由 美ロ

神 東 塗 料 株 式 会 社 取 締 役 社長

尼崎市南塚口町6丁目 10番7 3号 電 話 06 (429)  6261  

自宅 大阪府築、面市百芸能荘 3 丁目4 番 1 8 号

電話0727 ( 22) 2522 

山 敏 明崎

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締役 社 長

神戸市笠間区栄町通21'目 21;器 地 電 話078( 32)  0655代

自 宅 西 宮 市 五 JI ケ丘 5 の7 電話0798( 26) 27 63 

山 憲本

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会 専 務 取 締 役

本 社 大 阪 市 北 区 西 掛 川 町 15 i i Wi 06( 364) 3056代

山 本 進 一 郎

日 銀 エ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

大阪市東区平里子町 5 丁目 401il' J也 泡 活 06 (203)  5371 

自宅 ・ 吹田市垂水町 ｬ 丁目 Ｕ 醤 ＲＸ 号 ｾｩｾＡＷ ンション内

31 
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山 本 成 良

株 式 会 社 香 陽 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北IX.ιH笠岡T l 31 1 1 = 地絹笠ピル電話 06( 363) 1705 

山 徳本

株 式 会 社 山 本 工 務 庖 代 表 取 締 役

大阪市東住吉区間辺西之町 2 の81の 3

電 話06( 628) 7871- 4代

臼宅・大阪市東住吉区山坂町 1 丁目 10需地

電1舌06(  622)  1871 

山本 ↑尊

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区中之島3の3 朝日ピル内 電目前6( 448) 1361

自宅 ・吹田市藤白台4 丁目23番8号 電: W68(72)9087 

山本 良 勝

佐藤工業株式会社大阪支底 常務取締役大阪支庖長

大 阪 市 京 区 北 浜 1 - 2  5  電 話06( 203)  7221 

山本 禎 5爾

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 府 摂 i幸 市 別 府 3 6 5 電1初 6( 381) 9  1 3 1  

自宅・大阪仰吹田市南 4 0 9の7 電Z霊06( 381) 5  1  7  1  

湯 j斐 武 夫

湯 浅 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市東区南久太郎町 3 - 3 2 7 1レイピル 6 階

電 話06( 245) 0701

自宅・堺市浅香山田r 3 丁 1 0  包 括0722( 32) 8714 

士

口嶺 徳

吉 敏i 汽 繍 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区安土町 4 了目 10番 地 ホ ー ス ピ Jレ

T在籍 06 ( 271)  8731 

自宅神戸市点灘区本山町岡本字締ノ谷 5 番地の 2

電お 078 ( 41)  7774 
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吉村 幾 蔵

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 底 常 務 取 締 役 支 庖 長

大 阪 市 点 区 備 腐 2 丁 目 7 0  電 話06( 203)  2821 

自宅 ー*J;f Ii! S北I宮西ケ丘 l の 2 の 13111=i也

電話03( 切 0) 0601

取締役会長 吉 田

取締役社長 佐 治

信 武

誠 次

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所

大 阪 市 西 区 北 細 江 上 通 3 の22 電話 06 ( 岱8) 2991 代

自 宅 吉 田 、 大 京 市 住 巡 1 丁目 7 - 5

ｭｾ 古 ＰＷＲＰ (  72)  0406 

自宅 ・佐治、枚方市香里丘9丁目公団住宅 D- 3 0 - 2 0 5

電話0720( 54)  3283 

士

口 虞 助回

株 式 会 社 ナ ニ ワ 商 会 代 表 取 締 役

大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 61 電話06( 771) 9 1 2 5作

自宅 大阪市天王寺区烏ケ辻町ω 電話 06 ( 771)  9128 

若 繁林
士

ロ

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 社 長

大阪市大淀区本庄川崎町 2 丁目 6 番地

電話06( 371) 3321- 3  . 3630 

自宅・京郎市東山区清水 2 丁目 232番地 電話075 (561) 6283 

鷲 尾 健

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校 長

明 石 市 魚 住 町 西 岡 6 7 9 電話07894( 6  ) 0375- 9 

手口 滋田

株式会社ノルデ・ノクス ・ジャパン関西営業所 取締役所長

大阪市北区伊勢町1 9 - 2  高崎ピル北 2号 館

電 話06( 312) 5765

手口 員田

株 式 会 社 東 組 代 表 取 締 役和

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 7  5 電Ji506 伶63) 4051  

自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電話0797( 22 ) 3282 

j度 辺 勇

株 式 会 社 間 組 名 古 屋 支 底 次 長

名 古 鹿 市 中 区 錦 2 丁目 4 の 16 Ｚｴｬ ＱｾＰＵＲ＠ (201)7511 代

自宅 名古屋市千種区神丘町2の48の3 電結052 (701) 4203 

J度 辺 恵

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社 取 締 役 会 長

大阪市東区谷町 5 丁 目30番 地 新 野 村 ピ ル

結 06( 762) 5861代

自宅・豊中市緑丘 3 丁目 21番 8 号 電 話068 (56)  0988 

渡 辺 紋 左 衛 門

渡 辺 建 築 設 計 事 務 所 所 長

四 11 rli 市 中 部 1 1  - 9 哩i.!1i 0593(  53)  5505代

自宅 ーI川口市市東宮閏 1 3 - 8  電 話0593( 65)  2523 



ス - j ¥ー サ ン ゴ ー ル ドは， 表 面 の 反 射 効 果 を 強 め

た 新 し い ガ ラ ス で す . そ れ は 都 市 の ， あ る い は 自

リ フ ν ク ト

然 の 長 観 を ， そ の ま ま 美 し く 反映 す る こ と で ， 建

築 の 外 装 に 画 期 的 な 表 現 力 を 与 え る一一一いわば，

摘 出 す る ガ ラ ス で す .

ス - j ¥ー サ ン コ ーノレト" は ， 百丁 視 光 線を 27% も 反 射

す る 性 能 を も っ て い ま す . し た が っ て 日 中 ， 外 部

か ら 見 た 場 合 ， 内 部 は ほ と ん ど 見 通 せ ず ， ガ ラ ス

商 に は 見 る 位 法 と 角 度 に よ っ て ， 空 ， 建 築物 ， 道

路 ， 樹 木 ， そ して 太 陽 が 映 っ て 見 え ま す . し か も

ガ ラ ス の 色 を 幣 び る こ と な く ， 被写 体 そ の ま ま の

色 調で 映 る の で す

〔なお ， 室 内 か ら 外 を 透 視 し た 場 合 に は ， ガ ラ ス

の 色 ( ブ ロ ン ズ 系 ) を 帯 び ま す 〕

都 市 を 自 然 を 演 出 す る

新 製 品 ・ 熱 線 反 射 ガ ラ ス

スづたーサンゴーj しH

写真 ・上 . ff 空にそびえ立つ K ビJ レを直接見る .

下 ・スーパーサンゴールドの: 容の反射で K ピルを見る一一

背空も K ビl レも直接見たのと同じ色調で見える . 反射像は

がラスの色を術ぴない.

ス ー パ ー サ ン ゴ ー ル ド の メ リ ッ ト

1  . よ リ 積 極 的 な 反 射 効 果 ・正 確 な 鋭 面 効 果

2  . ゆ が み の な い 反 射 像 の 連 続 が 可 能

3 . 熱 線 遮 断 効 果 は サ ン ゴ ー ル ド 以 上

4 . 板 の 厚 さ に 関 係 な く 色 調 が統 ー で き る

J ! J . さ・ 6 ， 8 ， 1 0 ， 12mm 

e，旭硝子

本 社 ・東京都千代田区丸の 内2- 1- 2( 千代田ビ ル)

干100 販売 開発 課TEし( 03) 218-5379

大阪支脂 ・大阪市北区堂島船大工町53( 毎日大阪会館)

干530 TEL (06 )346- 1121 
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fi ｾｊｻＨ レイヨン 中 央イ ｩ ｊｬ究所何

- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 問 殴 器 の l安 ( C E R A MI C S K I N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 岡 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 液

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ - 1吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 el c に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す 。

ｾヲヌ宇ｾＮＮ u  

- 建造物の内外部にグ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250"C ー 1350. C ) に て 発 色

し た 問 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

ｧＮヲヨ ｾｉ］
色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、弱7 " ルカリに対しては変化を起

主ヲ官官‘ 三'11=

@  

. 耐 寒 性

- 下 地

しません。

- 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ 入 。

コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ板、辛口壁、ブロック、スレート、

テンクスま頁 elc.

鉄類の場合は錆止塗料を塗って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 噛/ 大 眠 府 間 油 市 別 府 3 6  5 宮 ( 06 ) 381 - 9131 - 5  

東 京 営 瞳 所/ 軍 軍 輔 千 代 田 区 間 町 3 6  ( 岡 井 開 2 ピ ル } 宮 (03 ) 265 - 8888 - 9  

名 古 屋 宮 輔 所/ 名 古 鹿 市 中 区 措 3 2  3  1  01 C山 市 ピ ル } 宮 (052 ) 2臼 一 日 刊 - 5  

福 岡 世 輯 所/ 帽 岡 市 博 多 駅 前 01 - 3  1  01 (管 層 ピ ル ) f t ( 092 )  43  6  9  4  0  

広 島 世 揖 所 / 広 島 市 中 広 町 2 2  0  9  ( み の る ピ ル ) 23' ( 0822 ) 引 - 6 2 0  0  

仙 台 出 損 所/ 仙 台 市 よ 栢 2 01 01 6  (騨 林 量 四 ピ ル } 宮 ( 0222 ) 22 - 1  2  9  9  
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質疑などの投稿をお待ちしております.

建設業法の改正について

建設業法のー苦[1を改正する法律が、昭和]46年 4

月 1 日に公布となり、昭和47年 4 月 1 日から施

行されることになった。建設業の経営の近代化、

脇工の合理化を図り、建設業の建全な発展を図

るため、建設大臣が、中央建設業若手談会に、昭

和40年に、建設業法の改正を諮問してか ら、足

かけ 7 年を経過して、ょうやく陽の 目をみた の

である 。 以下、主要改正点について略述する 。

主 要 改 正 点

(  1  ) 許可制度の採用

建設工業の適正な施工を確保し、発注者の保

護を図るためには、まず業者 の資質の向上を図

る必要がある 。このために、現行の軽易かつ画一

的な登録制度を許可制度に改め、施工能力、資

力、信用のある業者に対して のみ営業を 認める

こととした 。

(1) 許可の種類

(イ) 建設大臣 の許可または都道府県知事の許可

2 以上の都道府県の区域内に営業所 ( 本底ま

たは支庖もしくは政令で定めるこれに準ずるも

の をいう 。) を設けて営業をしようとする場合に

あっては建設大臣の、 ーの都道府県の区域内に

のみ営業所を設けて営業をしようとする場合に

あっては、当該営業所の所在地を管糊する都道

府県知司1の許可を受けねばならない。

(ロ) 28業砲の業種別許可

次の28業般の区分ごとに許可を受けねばなら

ない。

土 木一 式工事、建築一式工事、大工工事、

左官工事、とぴ ・土工 ・コンクリ ー ト工事、

石工事、屋恨工事、電気工事、管工事、タ

付 特 定 建 設 業 の 許 可 ま た は一般建設業の許可 (3) 特定建設業者の下請代金の支払期日等

発注者から直接請け負う 一件の建設工事につ 特定建設業者は、工事完成の確認後、下3背負

き、その工事の全部または一部を、下諮代金の

額 ( その工事の係る下請契約が 2 以上あるとき

は、下請代金の額の総額) が政令で定める金額

(1 ，000万円の予定) 以上となる下請契約を締結

して施工しようとするものは、特定建設業の許

可を、それ以外のものは、政令で定める軽微な

建設工事のみを請け負うものを除き、 一般建設

業の許可を受けなければならない。

(2) 許可の例外措置

政令で定める軽微な建設工事 (建築一式工事

にあっては 300万同未満の工 ') j : 、または延商積

が 150m'未満の木造住宅工事、その他の建設工

事にあっては 100万円未満の工事の予定) のみ

を請け負うことを営業とするものは、許可を受

けることを要しない。

(3) 許可の期間

許可の有効期間は、 3 年間である 。

(4) 許可の基準

許可に際しては、経営経験、技術者の有無、

財産的基礎等を審査し、特定建設業の許可に当

つては、技術者、財産的基礎等の面において要

件を厳格にしている 。

(5) 経過措置

改正法の施行は、公布の日 ( 昭和46洋 4 月 1

日) から 1 年後とし、地行の日 ( 昭和47年 4 月

1 日) 現在において現行法による登録をうけて

いる建設業者は、改正法の施行後 2 年間は、現

行法の登録制度により営業ができることとなっ

ている 。

( II ) 請負契約関係の適正化

務負契約関係の適正化を図るため、建設工事

の諮負契約の締結に際しては、従来げ建設業法

においても、 一定の重要-l: JJ . 項は書面によ って明

らかにす べ きものと定め られていたが、改正法

は従来の経験等はかんがみて、次のように整備

した。

(1) 請負契約の内容

発注者は、工事内容、工期、天災不可抗力に

よる損害の負担、物価 の変動に伴う諮負代金の

変更等契約上の重要事項については、工事入札

前または契約の締結前にそ の具体的内容を明 ら

かにしなければならない。

(2) 不当に低い請負代金の禁止等

発注者は、自己の取引上の地位を不当に利用

して、通常・必要と認められる原価に満たない務

負代金を定め、また、契約締結後、請負人に使

用資材等を指定して購入させてはならない。

〔川〕下請負人の保護

建設工事の下諸施工の実情にかんがみ、下 ｩｴ ｾＱ

業者の保護を図るため、 ( II 1において述でた事

項のほか、次の規定が設けられた。

(1) 下請代金の支払

注文者から出来高払または竣工払を受けたと

きは、 当該支払に相応する下椅代金を 1 月以内

イノレ・れんが ・プロ ック工事、鋼構造物工 に下諮負人に支払わなければならない。

心、鉄筋工事、ほ装工事、しゅんせ つ工事、 (2) 検査および引渡し

板金工事、ガラス工事、 塗装工事、防水工 下3背負人から工事完成の通知を受けたときは、

事、内装仕上工事、機械器具設置工事、熱 20 日以内に検査を行ない、 完成を確認したとき

絶縁工事、電気通信工事、造園工事、き く は、直ちに、引渡しを受けなければならない。

井工事、建具工問、水道施工事、消防設 特定建設業者は、 (1)、(2)の義務に加えて、さ

設工事、清掃絡設工事
らに、次の義務を負うこととなる 。

人か ら目的物の引渡しの申出があったときは、

50 日以内に下請代金を支払わなければならない

ものとし、この期間内に支払わなかった特定建

設業者は、一定の遅延利息を支払わなければな

らな い。

(4)  下請負人に対する特定建設業者の指導等

発注者から直接建設工事をi Wi負った特定建設

業者は、その工事現場内で作業をするすべての

建設業者が関係法令の規定に違反しないよう指

導管現に努めな ければならない。

(5) 建設大臣または都道府県知事の特定建設業

者に対する指導、助言および勧告

設建大臣または都道府県知事は、特定建設業

者の請け負った建設工事につき、下請負人が賃

金不払事件を起した場合または工事の施工に関

して他人に損害を加えた場合において必要と認

めるときは、当該不払賃金または服審金の立替

払その他 の適正な措置を講ずることを勧告する

ことができるものとし、勧告に従わない特定建

設者に対して、必要と認めるときは、監督処分

をf子うことができるものとした。

問題点

(1) 建設業者の育成、助成について

今回の法改正においても、建設業法が業界規

制法であるという建前から、建設業者に対する

積極的な助成措置が講ぜられていない。 したが

って、建設業法により、業界の資質の向上を図

りながら、 一方では、国および都道府県の積極

的な業界育成助成措置が不可欠である 。

(2)  許可制度の運営について

建 設工事の適正な施工を確保するために、登

録制度が許可制度に改められたが、国および都

道府県における許可制度の運用如何が、今後の

重要な課題となるであろう 。

( 大阪府建築部市街地建築謀主幹 i可島 潔)

おしらせ

法令コーナーでは、法令相談の コーナー も1m' けています

ので、改正建築基単法について の質疑そ の他的建築法規

にl則する相談 ・質問などがあれば、編集部宛におよせ下

さい. 担当委貝よ弘法令コ ーナー誌上でお答え します.
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防水は建築技術とともに進歩しています。

新 工 法 ・ 省 力 化 ・ 工 期 の 短 縮 な ど を

可 能 に し た ま っ た く 新 し い 防 水 仕 様 で す。

現 代 建 築 の 技 術 革 新 に は め ざ ま い も の が あ り ま す。

た と え ば 超 高 層 ピ ル一 階 層 の 工 期一一一霞が関 ピ ル で

は 2 8 日 だ った も の が、 2 年 後 の 世 界 貿 易 セ ン タ ー で

は 2 2 日 、 そ し て 新 宿 の 京 王 プ ラ ザ ビ ル で は た った17

日 と 短 縮 さ れ て い ま す。 こ う し た 建 築 技 術 の 発 展 と

と も に 防 水 は 進 歩 す る も の で す。 今 までにも、たく

さ ん の 防 水 材 料 ・ 工 法 が 開 発 さ れ て き ま し た。

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

本 社 東 京 都 足 立 区 小 台 1. 3 ・1 電 話 ( 03) 912・11 31 (代 )

神田営業所東京都刊畑区岩本町3. 11 .13 電 話 ( 03) 862- 8531 (代)

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京営業所東京都刊個巨岩本町3. 11. 13 電 話 ( 03) 866- 6101 (代)

大阪営業所大阪市西区京町沼 1 ・74 電話 ( 侃 ) 441 ・5951( 代)

そ し て 東 西 ア ス 協 組 で は 、 阿 期 的 な 防 7]'<: 材 料 と 防 水

て 法 の 開 発 成 功 を 期 し て 、 こ の 4 月 、 防 水 仕 械 が 大

きくかわりました。 ま も な く 、 み な さ ま の お 手 も と に 、

この「新防水f士 様 」 を 、 お 届 け い た し ま す。

ごJl 月f寺 く だ さ い /

な お 、 お 問 合 せ は 資 料 請 求 券 を そ え て 下 記 宛 お 申 し

込みくださし、。

。 東 町 … 卜 事 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 .  11 ・ 13 電 話 ( 03) 866- 6101(代)

ω西 町 … 卜 事 業 協 同 組 合
大阪事務所 大阪市西区京町纏 1 .  74 電 話 ( ω) 44ト 5951( 代)

名古屋事務 所 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町3. 8 電 話 ( 05司57ト 6 3  6  1  

広 島 事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 町 市 号 電 釘 ( 0822) 21- 0266

福 岡 事 務 所 福 岡.市 冷 泉 町 5 番 7 号 電 話 ( ω2) 2 8 - 2 8 0 7  

-y EW 

3序γ
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ニュース原稿をお送りください.

口 関 西 経 済 の 今 後一 一住友銀行調査

住友銀行 は 5 月27 日、関西経済の発展方向 を探

る調査結果をまとめ発表した。

これは万国博 の開催で経済的な地盤上昇のきっ

かけをつかんだ関西経済がこんごどのよすに発

展するかについて ①関西経済閣の現状 ( 人口、

経済活動I菌、カネの流れなどからみたドーナツ

現象) ②ドーナツ化がもたらした諸問題 ( 生

活環境の悪化 、生産効率の低下 ) ③今後の発

展方向( 圏内の再開発とドーナツ外縁部の拡大、

社会資本の整備とその社会開発効果) ーー など

に分け、現状の分析と発展方向を調査したもの。

それによると、大阪市を中心とする関西地区で

は人 口、経済活動のドーナツ化現象が半径25K

図を境にとまっているため、この圏内では工場

と住宅の混在による生活環境の悪化 や生産、流

通機関の低 下が目立っているという 。 こうした

関西経済の過密状態を解消するためには、こん

ご、大阪都心部て" は卸売機能の整備や住宅の高

層化で再開 発を進める 。そして 都心に隣接した

25K 闘ではニュータウンや流通センターを建設

し、交通網などを整備する 一方 、45 K 固にも工

場や人口を分散させるための工場団地や大型の

住宅団地を建設して、関西経済のニュー ・フロ

ンティアの開発に般極的に取組むべきだとして

いる。

こうしたドーナッ闘の再開発とニ ュー ・フロン

ティアの開発を有機的に結ぴつけていくために

は社会資本の整備が必婆だが、同行では地方自

治体にはそのための巨額字資金を負担する能力

がないので、こんごは国家の財政資金の導入を

はかる 一 方 、 民 IHJデベロッパーの資金を航僅町j

に活用すべきだと訴えている 。

口「平城開発センター J ( 仮称) 設立

日本住宅公団大阪支所は27 日起工する京都、奈

良両府県にまた がった rI f . 城ニュータウン」の

中心部で、団地住民が共用するセンタ一地設や

プール、資料館など娯楽、文化地設づくり、環

境主主備などの開発を進めるため自治体や民間の

資金の導入も考えた 「平城開発センター j (仮

称) の設立の検討をはじめた。公団の団地だけ

を対象にした開発会社は東京の多摩ニュータウ

ンにあるが、平城でできると関西では初のケー

スとなる 。

平減ニュータウンは奈良市の中心部から西北約

Ｕ ヘ、同市歌 ￺ ｬ ｾ 町、山陵町などと京都府相楽郡

木 津町 、精華町にまたがる丘陵地約 610ha を-t;IJ

ｉ ｾ ｍ いてつくる 。 ＵＳ 年に完成すると ＱＸ ， ＸＰＰ 戸、約

75.000人 という 7 ンモス団f也になる 。

開発会社構想はもともと鎚回忠三 郎奈良市長の

発案だが、公団がつくる意向を固めたのは①ニ

ュータウンが二府県一市二町にまたがっている

ことから府、県、市、町の行政ベースでは住民

サービスに不均衡がでるおそれがある②家を建

てさえすればいい H寺期は過ぎ、住環境の主主備が

問題になってきているが、公団だけの手ではじ

じゅうぶんなことができない一一ーなどが大きな

理由、という 。

公団大阪支所の考えでは開発会社は多摩ニュー

タウンの新都市センター開発会社 ( 資本金六{ 志

向、うち公団が二億円、残りを東京l IL力、日本

不動産銀行、市中銀行などが出資) をモデ J レに

公団が大半を出資、残りを| 謝係市町 などに出資

を求めるというものだが、近鉄など民間企業に

も協力を求めるか、などはこれからの課題。鍛ｾ

回奈良市長はすでに出資の意向を明らかにして

いる。

事業としてはニュータウンの中心部にできる近

鉄の新駅を中心に計画されたショ y ピング街の

建設や経営、文化財閥係の資料館、ホー J レ、集

会場を持つ住民センターづくりなどがあがって

いる。

しかし、開発会社による地区センターの佳設、

経営が住民の負担増を招かぬか、という反発も

あり、また保守系首長の奈良県ー、市側と革新知

事の京都府JJIIJ の姿勢に述いがあるため、開発会

社がスター卜するまでにはなお曲折が予恕され

る。

(車Il 日 S 46 .5. 27 より)

口 良環境の建築物の推進について

大阪市建築局長、徳山正文氏より標記周知要請

があったので以下記します。

記

1  本年 1 月 1 日より施行されています改正建

築基準法において、用途地域i 1ilJ の純化、容m

ffJ lj の全商採用などと並んで、良環境の建築物

いわゆる総合設計建築物に対して、答般の割

Wl し、形態il 刊11恨の緩和などの特例許可による

優遇惜置が規定されました。

本市といたしましでも、有効なオープンス

ペーズを確保し、環境繁備に多大の貢献をす

る総合設計建築物の秘極的な推進をはかりた

いと考えています。しかし、来春以降に予定

されています新用途地域の指定がなければ、

総合設計建築物に対する特例許可制度が発足

いたしません。そ こで、現行規定による高さ

11引l阪の特例許可、答桜地区にこける容積割増

しの特例許可を活用することは勿論、形態制

限の緩和の扱いに閲しては、現行規定に抵触

する部分の工程が新用途地械の指定以降にわ

たる場合には、 2 段申請の便宜をはかること

としておりますので、積極的に総合設計とし

て計画されるようにお願いいたします。な お、

この場合には、全体計画について事前にご相

3来していただくように お車買いいた します。

2  本市では、 IIg和39年に緑化百年宣言を行な

い、緑化運動を強力に進めてまい ってお りま

すが、その一環として建築物の緑化を要諮し

てきております。 そこで、建築計画にはでき

るだけ緑化を考r$ していただき、とくに、金色

合設計によって生み出された空地空間はでき

るだけ緑化施設として計画されるようお願い

いたします。

日新刊紹介

• rV E R TIC A L  T R NA S P OR TAT I ON F O R  

BUI L DI NGSj R ODNE Y  R. A D LE R著 228頁

￥9，180 発1T : EI sevi er Pubishi ng  Company  

• r  CONC R E T E  I N T HE  G AR D ENj  

GE R D DA UME L 箸 63頁 ￥ 2，520

発 行 : E lsevi er  Pubi lshi ng  Company  

. r Frank Ll oyd  Wr i ght- hi s  l if e， 

hi s work， his wor ds j  

発有 : P I T MAN P UBLI S HI NG  

. rl 羽西の住い」発行. 日本建築家協会関西支部

( T  E  L  768- 2902)  

頒価 ￥ 500

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その46) ( 明治11年 11月9 日) 口

明治

11 年 11 月 9 日 明治天皇。 北| 壁、京畿、東海御巡幸より活京。諸官庁は休みとなり、昭怒皇后。

英ml 皇太后は新総駅まで。大臣 ・参議は神奈川駅まで出迎え。有位華族( 正三位

とか従四位とかの位を持つ華族。此の頃公候{ 白子男の五階級はまだi I 判定されてい

ない。) は、皇后参 A を命ぜられる。

西商戦争後薩j営地方に はA 宗の布教憎が多〈出娠して慈善事業に つくしたので、

帰依する者増え、県民からの寄附金四万二千円に達し、説教場もあちこちに建て

られたという。元来此の地方では寺ま童文にも「切支丹又は門徒にては御座なく候J

11 If "  

11 11 11 

と合< f J i 真宗信者は差別されていたという。

被 i兵入港の汽船は清砲を 一 発放つ.tJ'; にな っていたが、長崎経由の船だけはすべて

二発とする ことにした。そ れを聞いて流行病検査の 医 r，'li が出向くため。

Ｈ州市北 ｉｾＺ ｾｉｉ 谷 Ｒ / 22 ノ 13須藤欣二)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111111111111111111111111 
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るす造倉を性住居
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。

宇

人れす

-
-

断 熱

ｾ・ ｐｏｒｅｾ

宮

軽 量

上lニヨ1 0. 5

而れた

和 歌 山 経 済 連 セ ン タ ー ・ 和 歌 山 市

重量骨十 体和維 賀 建築 設計 事 務 所

施 工 大 成 建設 株 式 会 社

使 用 場所 カ ベ ・7 ジ キ リ

法 定 r(II .J・火材料

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 Jtl J短 針 i を要 す る す べ て の往 物

2  空 調 を要 す る 工 場 ・介 庫 不 務 所 住毛 等

3  鉄 什 大 張rL¥J の 工 場 ・体 育 館等

4  41壬 丑 化 を 要 す る 日 用 建築 物 ・軟 弱 地 臨 め 組 物

5  釘ょう・十 l耐 火 H，'j:泊 の 必日夜l

雪印ポレ ＱｉＯＧＷｾ 販売株式会社
本 社 ・東 京 支 局 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 沼 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富士 ピ ル )

電 路 大 阪 ( 5 38 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 甫 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ビ ル )

話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  
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口写其と峨l ) : f をどしどしお送 1) ください.

凡例. . . 所在地 b 建築面積 C . 延面積・ d. fN造規 1J:i e. 工 期l

ｾ＠

667.  白 山 病 院 I 668 . 名 古 屋 港 湾 会 館 I 669 . 福 岡 武 田 ビ ル

設計 . 大 成 建 設 K K

脇工 : 大 成 建 設 K K

a  大阪市 東 淀川区ｾ里町 ＹＶＴ 番 地的 Ｒ

b  .  693 rri' 

c.  2，261  rri' 

d .  R  C 造、 5 F

e. 昭和 45年 5 月~昭和45年 12月

設計 K K石 本 建 築 事 務 所 名 古屋 支 所

総工 K K 鴻 f也 組 名 古 屋 支 唐

a  名古屋市必区南合間T4丁目6岳地

b.  2，717  rri' 

c  .  8 ，702 rri' 

d.  S  R  C i丘、 5 F 、B I. P H l  

e  昭和45年 4 月~昭和46年 5 月

設計 : K K 大 林 組

組工 : K K 大 林 組

a  . 稲 岡 市 下 川 端 町 9 番 12号

b .  915 .361 m'  

c .  9，824 .359 m'  

d.  S R C造、 9 F 、 B 2 、 P H 3

e  昭和43年 7 月~昭和45年 1 月

， 

670.  住 友 銀 行 立 売 堀 I 671 .  ライオン歯磨株式会社関西本社 I 672.  道 野 ビ ル デ ィ ン グ

百主計 : K K 日 建 設 計

指エ ー鹿 島 建 設 K K

a.  * W< 市西区立売堀上過2丁目 l 岳地

b .  616 . 17 m'  

c  .  4 ，175 .67 m'  

d .  S R C造、6 F 、 B 1 、 P H 2

e. 昭和45年 2 月ー昭和46年 3 月

設計 : 清 水 建 設 K K 大阪支庖

地工 ・ 清 水 建 設 K K 大阪 支底

a  大阪市福品区上福島北2丁目 l 町 2

b.  1，029. 81 m'  

c  .  5，387. 716  m'  

d.  S R C造、 7 F 、 B 1 ， P  H  2  

e  昭和何年 3 Ji - Hf'.{千!l 46i p 3 月

設計 K K 松 村 組 本 庖 設 計 部

地工 : K K 松 村 組

a  大阪市阿倍野区西田辺町1丁目 144番地

b .  352 .175 rri' 

c .  2，711. 696 rri' 

d.  R C ;JIi、 6 F 、 B 2

e  昭和45年 3 月ー昭和46年 4 月

673 ， 国 立 泉 北 病 院 I 674.  比 叡 山 延 暦 寺 横 川 中 堂 I 675 .  公立学校共済組色章宿泊所( 洞津会館)

設計 厚 生 省 医 務 局 重 量 備 課

地工 : K K 間 組

a  堺市楠尾 7 1  1  (泉北 J J也区)

b.  3，7ω rri' 

c  .  15 ，364 rri' 

d .  R  C 造、 7 F ， B  1 、 P H 2

e  昭和43年 4 月~昭如46年 0 1

え主計 : 大 成 建 設 K K 大阪支底

地工 ; 大 成 建 設 K K 大阪支盾

a  大ill 市坂本本町字償川 4 2 2 5

b.  846 .78 rri' 

c .  530 .64 rri' 

d.  S 造、耐火被被

e  昭初何年 3 月~昭和46年 3 月

21t計 K K 車畑瞳援事暗所名古屋事務所

地工 K K 浅 沼 組

a. 三重県iI ! 市新町 l 丁目 6 - 2 8

b .  1，076 .74 rri' 

c.  2，9 15 .34  rri' 

d .  R  C i車、 4 F 、 B 1 、 P H l

e  昭和何年 4 月~昭和46年 3 月



エルミン窓は

はめ殺し」窓に近し長・水密性能を持ってし、る施工環境

ビ〉レの高おこ応じてその威力は充分に発揮される

- 二重ガラスの問に内蔵されたブラインド。

上げ下げ¥角度調節は室内の紐で。

- 枠本体も断熱材によって内部・外部が絶縁されている 。

- 二重ガラス内面の清掃も容易。

- 枠と障子と一緒に取りつけられる総合窓。

- 障子を枠に引きつける方式の特殊なロ ック。

- このヒンジにより窓は 180度完全に回転。

. P  Cエi去に最適。

. u型に曲げ.られた障子。

特殊なベンディング・マシンにより曲げ加工される 。

ブ ラ イ ン ド 内 蔵 ・ ア ル ミ 二 重 ガ ラ ス 窓

工 ｪｾｾＩ 翠

40 

戸外の騒音を防止します

180度横軸回転機構により清掃管理が簡単です

大型窓の使用が可能です

きわめてすぐれた気 - 水密性能を持 っています

空調設備費・維持費を大 巾に低下させます

ガラス 、サ ッシの結露を防止します

ブラインドは損傷しにくく維持管理が容易です

ブラインドはきわめて高い遮光率を持 っています

国 日 本 工 ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

大阪営業所 大阪市西区京町堀 l の125( 東洋 ヒル) T E し441- 1978 (代表) 443- 146 1  ( ビル交換)

本 社 東 京 都 千 代田区岩本町 l 丁 目 11番 2 号( 三泉 ビル) T E L 86 1ー 189 1(代表)



クラスメート

74 ( 関西高等工学校昭和 18年率〕

左より( 敬称略)

森 買 (  K K中井組道 路 部 次 長 )

里 村 年 人 ( 里村建築事務所)

上 回 善 一 ( 日本住宅公団総主任)

角 倉 }育 ( 大阪鉄道管理局施鮫部建築謀殻

計第三課長

吉 岡 明 郎 (  K K吉岡建訟)

広 部 忠 夫 ( 広部木工)

吉 永 正 (  K K大林組住宅都政計課長)

大阪 ・雅廷にて 昭和46年 5 月25 日

卒 業 後 す で に お 年 、 卒 業 当 時 わ れ わ れ は 直 ち に 徴 兵 、 召 集 な ど で 動 只 を 受 ・ け 、 一 部 は 戦 死 、 ま た 大 阪

の 空 襲 で 在 阪 の 述 中 も 四 散 し 、 戦 後 は そ の 所 窓 も わ か ら な か っ た 。 そ の 後 仕 事 的 出 会 で つ な が り を も

っ た も の 同 志個 々 に ク ラ ス 会 的 な も の を や っ て 、 お 互 の 情 報 を 交 換 し あ い 旧 験 に 花 を 胃 炎 せ た 叩 し て い

た が 、 今 回 は 7 ; 1 ' ， 集 っ た . 皆 そ れ ぞ れ 頭 も は げ 、 腹 も 出 て 、 眼 鏡 の 必 要 な 年 令 と な っ た が 管 な が ら の

気 分 で そ の 一 時 を 殺 し 〈 過 し た .

里 村 年 人 建 築 事 務 所 自 営 、 最 近 里 村 ビ ル を 建 て 大 阪 市 内 で 大 活 路 、 相 変 ら ず 設 計 に 監 理 に 持 前 町 会t

の 良 さ で 飛 ぴ ま わ っ て い る . 吉 岡 明 郎 吉 岡 建 設 取 締 社 長 、 も っ ぱ ら 積 水 ハ ウ ス 向 指 定 工 事 庖 と し て

賦 実 を モ ッ ト ー と し た 施 工 方 面 で 多 い に も う け て い る . わ れ わ れ の 最 年 長 で あ る が 普 と 安 ら ず 実 に 落

付 き は ら っ て い る . 吉 永 正 大 林 組 勤 務 、 民 間 的 住 宅 設 計 を 担 当 し て い る 。 非 常 に ユ ー モ ア も あ り

話 し ぶ り も 普 と 安 ら な い が 頭 の は げ た め に は 少 し お ど ろ い た . 最 近 大 和 に 新 居 を 建 て 大 阪 へ 通 勤 し て

いる。 広 郵 忠 夫 額 縁 製 造 業 自 営 、 家 業 を 継 ぎ 相 変 ら ず 忙 が し い そ う で 、 去 年 女 房 を な 〈 し 独 身 と な

っ た と か 、 今 後 的 活 組 を 期 待 す る . 森 貫 中 井 組 道 路 部 次 長 、 土 木 関 係 に も 手 を 伸 し 会 社 で 営 業 、

監 督 と た い へ ん い そ が し い と か 大 い に 元 気 そ う で あ る 。 角 倉 清 大 阪 鉄 道 局 施 重 量 部 建 築 煉 勤 務 、 最

近 な か な か 役 所 的 方 が い そ が し い 、 と 〈 に 公 衆 使 所 内 落 書 対 策 に 苦 心 し て い る よ う で 普 な が ら の 好 男

子 、 今 も 変 っ て い な い . 上 回 善 一 日 本 住 宅 公 団 勤 務 、 相 変 ら ず 工 事 監 理 に い そ が し い 、 と 〈 に 現 場

の 「 和 J を 第 一 に 各 団 地 を 飛 び ま わ っ て い る 。 最 近 眼 鏡 を か け は じ め な に か と 若 返 ろ う と 努 力 し て い る。

ほ か に 本 日 出 席 し て い な い 能 ロ 久 良 雄 - . m 里 穂 治 ・富 永 康 夫 ・ 秋 吉 窓 夫 な ど も 過 日 会 っ た が 皆 、 元 気

で 各 分 聖 子 で 頒 磁 っ て い る 。 な お こ の 機 会 に 各 ク ラ ス メ ー ト に 連 絡 で き る の な ら 、 里 村 ま た は 上 回 ま で

述 給 し て も ら え れ ば 幸 で あ る 。 谷 氏 の 住 所 録 を 作 成 し t.:. c 、と 思 っ て い る。 ( 里 村 ・ 上 図 書己)



各種玄関マ ット設計製作 E 幽 亘 困

〈 詳 細 図 〉

( ウルトラセン)
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仕 事 が ら か 定 規 に 規 制 さ れ て 、 も の を 直 角 に 考 え る こ と に 馴 れ て し ま っ て 斜 め に と い う か 自 由 に 考 え る こ と

ーは 、 な か な か で き な い の で あ る 。

使 重 量 な ん か 罫 が あ る の は 自 由 度 が な く て つ ま ら ん と 思 う が 型 に は め な く て は 書 け な い の は 情 け な い。 巻 紙 な

ん て い う の は 誠 に 味 が あ る が そ の 方 は 無 理 な の で 努 め て 白 紙 に 岱 く よ う に し て い る 。 そ れ に し て も 、 今 、 自

の 前 に し て い る 原 稿 用 紙 な ど と い う も の は 、 人 の 考 え を ま す で 計 る よ う で 全 く ご 気 嫌 斜 め で あ る。

あ の 対 角 線 に 物 を 包 む 風 呂 敷 な ん か 、 実 に し ゃ れ て い る 。 案外 行 動 は 斜 め に や っ て い て 、 思 考 は つ ま ら ぬ 約

束 に 規 制 さ れ て で き な い も の か も し れ な い。 碁 、 将 棋 で も 、 斜 め 思 考 ー に 弱 い の で あ る 。 王 手 飛 車 と い っ て も 、

王 手 角 と は い わ な い の で あ る 。

小 学 生 に 算 数 も よ い が 、 も っ と 幾 何 で も や っ た ら よ い と 思 う 。

そ う い え ば 幼 稚 園 の 折 紙 細 工 の 方 が よ い か も し れ な い。

々 斜 め 思 考

( W )  

。 舗 装

毎 日 、 朝 晩 、 パ ス と 電 車 を 乗 り か え る た め に 歩 か さ れ る 新 し い 広 場 の 舗 装 に 腹 が 立 つ 。 み か げ 石 の 砕 石 の 洗

い 出 し 、 凸 凹 も よ い と こ 、瓦 新 し い 靴 が ひ っ か か っ て 傷 が つ く 、 古 い 靴 で は 足 の 哀 が 痛 い 、 婦 人 靴 で は 組 が

は さ ま る 、 子 供 は つ ま づ い て 膝 を す り む し と こ ろ が 車 道 は ア ス フ ア ル ト の つ る つ る 、 自 動 車 は ス イ ス イ と

滑 っ て ゆ く 。 イ可か の ま ち が い で は な い か ?

ま え ま え か ら 、 事 故 を な く す た め に 市 中 の 車 道 は ス ピ ー ド の 出 な い よ う に 、 ス リ ッ プ し な い よ う に 、 凸 凹 に 、

と い つ も 主 張 し て い る の と ア ベ コ ベ 1

設 計 者 日 〈 ホ200年 ぐ ら い た っ た ら 磨 き が か か る よ 、 そ れ く ら い 長 い 目 で 見 て ほ し い ね 秒 、 冗 談 じ ゃ な い 、 そ

れ ま で 何 世 代 も 、 歩 か さ れ る 何 百 万 人 の 苦 痛 を ど う 思 っ て い る の か 、 ま さ か ピ ラ ミ ッ ド の よ う に 、 苦 痛 を 耐

え 忍 ぶ 人 聞 の 数 に 比 例 し て 作 品 が 偉 大 に な る と は 考 え て い な い だ ろ う が 。 す べ て を 自 分 の 作 品 に 奉 仕 さ せ る

芸 術 家 の 冷 酷 き 1 建 築 家 は こ の よ う な 芸 術 家 で よ い の だ ろ う か 、 200年 先 を 考 え る 息 の 長 さ は 大 変 結 構 、 そ

れ な ら 凸 凹 の 砕 石 を モ ル タ ル に 埋 め て お い て 、 そ れ が す り へ っ た 頃 に 知 ら ぬ 間 に 磨 き の か か っ た み か げ 石 が

現 わ れ る 、 と い う 暖 か い 親 切 さ が 奥 ゆ か し い と 思 う け れ ど 、 そ れ で は こ の ぎ す ぎ す し た 世 の 中 が 波 れ な い の

だ ろ う か 。 ひ と り で も 多 く の 人 に 平 和 の 喜 ぴ を 与 え る た め に 奉 仕 す る こ と 、 そ こ に 喜 び を 感 じ る の が 建 築 家

だ と 思 う の だ が 。
( M )  

や 自 然 保 護 か ら 自 然 創 造 へ

先 日 「森と 道 路 」 と い う 番 組 が テ レ ビ 放送 さ れ た 。「 動 植 物 の 宝 庫 で あ る 鈴 鹿 山 脈 を 横 断 す る 道 路 が 自 然 を 破

壊 す る と い う の で あ る 。 し か し 、 そ の 道 路 は 、 三 重 ・滋 賀 両 県 に と っ て は 、 待 盟 の 幹 線 道 路 で あ り 、 ど う し

て も 開 通 さ せ た い 。 そ こ で 反 対 運 動 が き っ か け と な っ て 、 動 植 物 に 被 害 の 少 な い ル ー ト に 計 画 変 更 が な さ れ

た 。 そ し て 道 路 が 自 然 を ど う む し ば ん で い く の か 、 そ の 原 因 は 何 か を 、 長 期 に わ た っ て 調 査 研 究 す る こ と を

条 件 に し て 、 漸 て 着 工 の は こ び と な っ た 。 」 と い う の が そ の あ ら す じ で あ る 。

自 然 を ま も る と い う こ と は 、 現 代 社 会 の ひ と つ の 大 き な 謀 題 で あ る 。 し か し 自 動 車 の な い 社 会 へ の 逆 も ど り

も で き な い 。 そ こ で 考 え 方 を 変 え て 、 自 然 保 護 か ら 自 然 の 保 育 と 創 造 へ 、 積 極 的 に 自 然 を 創 り 出 し て い く方

向 へ 進 ま な く て は な ら な い 。 わ が 国 伝 統 の 自 然 に し た が う 生 き 方 、 西 洋 の 自 然 を 克 服 す る 生 き 方 と は 別 に 、

第 3 の 自 然 創 造 の 生 き 方 こ そ 新 し い 社 会 に 必 要 に な っ て い る 。 ピ J レ の 緑 化 も さ さ や か な 方 法 で は あ る が 、 も

っ と 積 極 的 に 建 設 投 資 と 同 額 の 自 然 創 造 投 資 を 並 行 し て 実 施 す る よ う に な る な ら ば 、 開 発 反 対 の 声 も な く な

るだろう。 ( 1  )  

。千 里 丘 陵

5 月 3 日 の 大 阪 大 学 工 学 部 新 築 の 式 典 に お よ ば れ し た 。

こ の 大 き な 移 転 計 画 完 成 の お 祝 い の 日 を わ ざ わ ざ 連 休 の 日 に 逃 ぴ 、 全 〈 気 の き か な い 催 し だ わ い と 思 い な が

ち 余 儀 な き し だ い で 出 席 は し た も の の 内 心 お も し ろ く な い こ と に は 変 り は な い。

式 典 は 型 通 り 進 み 、 演 壇 に た た れ る 方 々 の 顔 を 眺 め る だ け で 聞 く 耳 も た ぬ と ま で は い わ な い が 、 時 間 ば か り

が 気 に な る ふ て く さ り 方。 と こ ろ が こ の 移 転 計 画 の 立 役 者 ( だ と 思 う ) A 教 授 が 壇 に た ち こ の 計 画 の 発 想 か

ら で き 上 り ま で を 淡 々 と し て 話 さ れ た 。

先 生 の 説 明 を 聞 い て い る う ち に 今 ま で の ふ て ぶ て し さ は 何 処 へ や ら 真 に さ わ や か な 気 分 に な っ て き た 。

ど こ ろ で は な い 。 こ の 式 典 に 参 列 し て よ か っ た な と さ え 思 う よ う に な っ た か ら不 思 議 で あ る 。

ど う し て だ ろ う 。 A 先 生 の 話 が う ま か っ た の は 事 実 だ。 が し か し そ れ だ け で は な い な 、 と 思 い な が ら 宴 席 に

移 り B 先生、 C 先生、 D き ん な ど と 話 し て い る う ち に 、、ハ タ 砂 と 思 い あ た っ た。

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン 、 万 国 博 な ど の 施 設 を の み こ ん だ こ の 丘 陵 に 阪 大 用 地 が 逃 ば れ た こ と と こ の 計 画 の 関 係 者

の あ た た か い 心 と そ の 腕 の な せ る 巧 み な る 味 わ い が 、 A 先 生 の 話 を 通 じ て 私 に さ わ や か な 気 持 を 昧 あ わ せ て

く れ た の で は な か ろ う か。 計 画 の 妙 と は こ う い っ た も の だ ろ う 。

A 先 生 あ り が と う . グ 阪 大 工 学 部 移 転 万 オ . グ
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写 真 と 文 恒 成-1111

パ イ ヨ ン 北 東 面 12世 紀 後 半

異 機 な マ ス ク を し た 図 面 塔 が 林 立 す る 石 の 山 は 、 強 力 な 迫 力 を 持 つ。

ジ ャ ヴ ア ル マ ン 七 世 ( 1181 ー 1220) が 建 て た 例 教 建 築 で あ る 。
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敷 地 周 辺 は 大 阪 北 の 繋 華 街 と し て 庶 民 的 な 零 閤

気 を も っ 十三 の一 角 で 淀 川 よ り 北 の 大 阪 を 東 西

に貫通する交通盤の激しい府i . t t に面した角地に

ある 。 附 近 は 大 道 に 沿 っ て は 金 融 機 関 の 集 っ た

所であるが、 一 方 裏 道 に 入 れ ば あ り と あ ら ゆ る

歓 栄 施 政 がi筒 ち 極 め て バ イ タ リ テ ィ に 富 み 人 間

さのあふれた戸斤でもある 。

こ の よ う な 立 地 条 件 に 対 し 、 我 q は銀行支底と

顧 客 と の 対 話 を 深 め る 為 に 外 部 に 対 し て は 積 極

的 に 開 放 し つ つ 、 騒 音 に 満 ち た itt 路 町 光 療 を 直

按 視 野 に 入 ら な い よ う に す る 為 、 建 物 の 納 線 を

45・前面道路と交叉させることに. より一つの解

決 策 と し て い る 。 又 、 角 地 の 特 性 か ら も 2 方 向

か ら の 顧 客 の 動 線 を 最 も 合 理 的 、 且 ス ム ー ズ に

営 業 室 に 導 入 す る 為 に 、 入 口 は 角 地 に ま と め 営

業 室 で の 顧 客 の 動 線 を 短 か く す る こ と に よ り 落

い た 室 内 に す べ 〈 計 画 し た 。 ( 佐 々 木 純 一 )
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老 人 縞 祉 施 設 を 考 え る こ と は 住 宅 問 題 を 考 え る こ と で あ

る と 思 っ ている 。 老 人 の あ る べ き 姿 は や は つ 各 家 庭 に 各 人

の 個 性 を 生 か し て 家 庭 の ー 只 と し て 居 る こ と が 望 ま し い こ

と で あ る に は 違 い な い。 長 い 人 生 を 経 て 来 た 人 々 で あ る の

で 、 環 境 の 変 化 に 対 し て そ う 簡 単 に 生 活 様 式 が 変 化 す る も

の で な 〈、 著 者 の よ う に 順 応 性 に 富 ん で い る は ず が な 、 、

各 自 呉 っ た 生 活 態 度 が 信 条 の よ う に 確 立 し て い る に 違 い 主

い . し か し 世 間 で は ヤ ン グ ヤ ン グ の 大 流 行 で あ る 。 老 人 的

生 活 様 式 は 排 他 的 な 商 も あ る し 、ヤ ン グ ヤ ン グ と は 相 入 れ

な い も の が あ る だ ろ う が 、 決 し て 彼 等 を 無 続 出 来 な い 。 我

々 建 築 家 と し て も 考 え な け れ ば な ら な い. 一つ の 団 地 を 計

画 を す る 時 そ の 人 口 の 何 割 が 老 人 で 、 彼 等 は ど う い う 行 動

を す る か と い う こ と を 。 ア パ ー ト の一 戸 を 計 画 す る 時 老 人

の 居 る ス ペ ー ス を つ く っ て い る だ ろ う か。 ショ ッ ピングを

す る 時 、 彼 等 に 犠 牲 を 強 い て は な い だ ろ う か。

と は い っ て も 世 の 中 は 複 雑 で あ る 。 どうしても身寄り の な

、、老人とか、家族と共に生活出来ない老人は居る 。

そ れ は 逆 に 老 人 問 題 の 恨 の 深 さ を 示 し て い る .

我 々 は 老 人 ホ ー ム を つ 〈 る だ け で 老 人 福 祉 問 題 解 消 に 努 力

し て い る と い っ た 収 容 人 貝 を 競 う こ と で な く 、 ま ず 建 築 家

の 立 場 と し て 住 宅 問 題 あ る い は 住 環 境 の あ た り か ら 老 人 問

題 を 考 え て 行 か な け れ ば な ら な い と 思 う 。

こ の 万 寿 荘 は 池 回 市 の 関 静 な 住 宅 街 の 南 端 に あ っ た 池 を

埋 立 て て 、 既 に 完 成 し て い る 公 関 、 保 育 所 は 母 子 寮 に 隣 接

し て 建 て ら れ た 。 設 計 時 点 で は 北 側 に 残 っ て い た 池 も や が

て 埋 立 て ら れ て 公 園 に な る 予 定 で あ っ た 。 敷 地 は 狭 い も の

で あ っ た ( 現 在 は 北 の 池 の 一 部カe加 え ら れ て い る の で 広 〈

な っ て い る ) . 敷 地 は 狭 く と も 南 北 に 公 閣 が あ る こ と は 外 部

で の 活 動 に は 不 自 由 な い 広 き で あ る 。 む し ろ 比 較 的 元 気 な

老 人 が 生 活 す る の だ か ら 、 周 囲 の 人 々 と の 対 路 が 生 ま れ る

よ う な も の で な け れ ば な ら な い と 考 え て い た 。 つ ま り こ の

総 数 も コ ミ ュ ニ テ ィ ー に 積 極 的 に 参 加 す る も の で な け れ ば

な ら な い .

そ の 意 味 で は 集 合 住 宅 を つ く る よ う な イ メ ー ジ が あ っ た .

ま た 収 容 人 貝 は50人 だ か ら 施 設 内 で の 自 然 な 対 話 の 生 ま

れ る よ う に 、 同 じ 外 部 室 内 で も 中 庭 は 比 較 的 静 的 な も の で

道路

り 、 数 人 が ま と ま れ る よ う な ス ペ ー ス を 隅 々 に つ く っ てい

る。 こ の 中 庭 か ら 食 堂 下 の ピ ロ テ ィ ー をi泊っ て 公 聞 に 通 じ

石矯公園

る動似を考え、それも 一 直 線 に 公 聞 に 通 じ る も の で な く 曲 折

し た 巡 と な っ て い る 。 ピ ロ テ ィ ー を 大 き く 取 っ た の は 雨 天

の 場 介 こ こ で ゲ ー ム が 出 来 る よ う に と 思 っ たか らである 。

中 庭 に は 20種 以 上 樹 木 を 植 え た 。 大 体 花 の 咲 く も の が 多

〈、老人の も艇 し み に な る は ず で あ る . ま た 花 は 咲 か な い が 、

紅 葉 の 美 し い も み じ を 敷 地 全 体 に 植 え て こ の 施 般 の 名 物 と

な る よ う に し た 。 制 樹 に 関 し て は 桜 本 に 南 北 町 公 閣 の 線 を

切断しないようにというｾＺ織が当初がらあったのである 。

室 内 は ま ず 居 室 が 快 適 で な け れ ば な ら な い。 例 室 で 4.5

鐙 の 広 き は 仕 方 な い と し て も 、 各li に 洗 而 所 と 洋 式 使 所 を

設 け た こ と は 最 大 の 特 徴 で あ ろ う 。 勿 給 促 所 内 で の 非 'W; の

際、保母を日乎ぴ! ' J j せ る よ う に 抑 ボ タ ン が つ い て い る 。 これ

に 押 入 れ と ロ ー ド ロ ー プ が 附 属 し て 戸 と な っ て い る 。 パ

J レコンは各階をセッ トパ ソ ク さ せ て 、 十 分 梢 物 が 育 つ よ う

に し て い る 。 こ れ は 室 内 向 生 活 に う る お い を 与 え る た め ば

か り で な 〈 、 バ ル コ ン が 沈 滞 物 で一杯 に な っ て も 目 か く し

に な り 、 中 底 的 雰 図 気 を あ ま り 変 え な い よ う な 働 き を す る 。

廊 下 は 特 に m裂 な 袈 紫 で あ る 。立 止 ま っ て 外 を な が め た り 、

自 然 に 指 し 合 え る よ う に 、 娯 楽 室 を 廊 下 と 一 体 的 隻 聞 に し

た り 、 簡 単 な 休 息 ス ペ ー え を つ く っ て い る 。 更 に 廊 下 の 幽 ¥ 

り 角 は 必 ず ガ ラ ス に し て 空 間 の 変 化 を つ け た 。 こ の 廊 下 か 、

ら中庭へは 三 ヶ 所 か ら 出 ら れ る が 、 食 堂 前 の 階 段 は 一 番 よ

<  1変 わ れ る こ と を 考 え て 、 踊 坊 に 下 駄 舗 を 設 け 、 の ん び り

と花木の flf lを 降 り て 行 け る よ う に な っ て い る 。 三階 か ら の

外 部 階 段 も 二 階にテラスがあり、こ、で休! i i ! 、しながら自然

に 中 庭 に 樽 か れ る よ う に な っ て い る . r先1m室 が三 ヶ戸斤に分

散 し て い る の も 老 人 に は 便 利 で あ ろ う 。 藤 固 定 紀
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港 湾 機 能 と 都 市 構 造

水 谷 頴 介

1. r臨海」 と 「内陸J をつなぐ構造

1  )  かつて，船一一水路が交通の主役だった時代 lとは ，都市の窓口は海の港湾だった。外か らの いろいろ

な資源や情報は，港湾を通して入ってきたし，それに加工を加えた製品や技術は，港湾を通し て他の都市へ

輸出されていった。

船一一水路が交通の主役だった時代には ，海と陸の結節点である港とその周辺が，都市活動のセンタ ーだ

った。日本における諸都市も ，特 lζ 海陸の接点一一船の文化と馬の文化の合流点であった古代の難波津をは

じめとし ，中世の神崎 ・堺，近世の船場 ・島の内 ・中之島 ，そして明治開港とともに従来の砂浜の漁村から

突然整然とした居留地をもって近代都市として展開してきた神戸など ，臨港都市としての発展の位置が読み

とれる 。

2)  i From Wat er  to Weal t hJ という言葉が， ニュー ヨークの生長を物語る乙とばと して使われてい

る。そして ，アメリカ合衆国の北東地区臨海部 ( Northeastern Seaboard) に形成されているメガロポリ

ス発展の要因も，ボストン ・フィラデ J レフィア ・ニュ ー ヨーク ・ボJ レチモア諸港湾の役割が大きかったとと

は，ゴットマンが指摘しているとおりである。

そして ，ゴットマンは，そのメガロポリス形成を，絶え間ざる「臨海」の再構成 ・高度化と 「内陸」の発

展という都市化のダイナミックスにもとづいた各港湾都市の展聞に基本的な視点をおいてとらえている。

すなわち ， i メガロポリスが合衆国内の他の地域と異なる点は ，人口 ，事物および機能の集中とその多様性

とにある。人口の集中は ，高い人口密度を招くとともに，銀行，保険，卸売，娯楽，交通などの巨大な集中を

招く。その集中はまた，大企業本社，小売庖，旅行業者，広告業，法律相談所，技術相談所，大学，研究団体，

その他，一連の他の諸活動を吸引する。とのようにメガロポリスでは ，集中が集中を呼ぴ，雪だるま式にふ

くれ上っていく。メガロポリスには ，多数の都市的核心地がある 。それらの核心地は ，初期にはそれぞれ独

自の都市圏をもっていた。しかし ，植民が内陸へ拡大するにつれて， 主要な核心地は相互に競合し始め ，核

心地間で機能の専門的分担関係が進展した。その結果，それら核心地相互間の依存関係が深まり ，すべての

ｴ 平 方マイＩｾ当り ＵＰ 人以 上 の高密度地帯の 拡大 Ｎ 1790- 1930 核心地が成長した。また郊外と大都市圏

。 刊 11111 . . _  

」一一一ー マイル宮、

圃圃 1810年以前

蕊ｾ 1810- 1蜘 年

:l2TIJ 1830 - 1850 

2Q]  18印 - 1870

怒惑 1870- 18卯

Eコ18鈎 ー1910

m 1910- 19却

とが拡大し ，大都市圏が相互に重なり合

うようになった。最近では ，若干の地区

が衰退するとともに ，過度な集中による

分散( 工業 ・商業 ・管理機関など〉がみ

られるようになった。そとには多核的構

造が認められる( 木内 ・石水訳「メガロ

ポリス」より) J と。事実，ボストンか

らワシトンまで，車でどんどんと走り抜

けてみると ，各都市の中心部再開発が

「臨海」の再開発といった役割りをもち

ながら ，それぞれの都市の個性の再生を

目標としている乙とが強く感じられる。

全国ど乙へいっても同じような駅前ビ J レ

群が並び，再開発事業といっても ，その



事業と成立の困難さに比べて何とも薄っぺらな安物デザインにまとめあげてしまっている日本の現状と比較

してみて強烈にその役割 と個性がったわってくる 。

ボストンでは ， 世界ーの規模とい われるそのヵーパメン トセンターの再開発事業や iWi ndow to the 

worl dJ というキャッチフレ ーズをもった臨港地区再開発がある。また， i Ci  ty of i deaJ をかかげるボス

トンの再生を裏づけるべく ，M . 1.  T. . ハーバードの並ぶケンブリッジに研究機関を集中的 lζ 収容する ζ と

を目的としたテクノロジ ースクエア ーの再開発が民間ですすめられている。そして，1 内陸J では，その頭脳中

心にぶら下がるかたちで環状128号道路に数多くのインダストリアルパークが建設されている。南へ下りて，

マサチュ ーセッツタ ー ンバイクに入ると，沿道は，ニュ ーイングランドの紅葉した美しい自然が延々とつづ

く。 91号線に乗り移って少し進むと ，地域冷暖房でも有名なコンスティテュ ーシ ョンプラザをもっハートフ

ォー ドκ 出る。 91号と 95号が交わる点ニュ ーへブンでは，エ ール大学のキャンパス，オイツ ・オフ ・コロンフ

スのタワ ーなどを中心に住宅地区改良がたんねんに積み重ねられている。ニュ ーヨー クにも数多くの再開発

があるととは勿論である。ダウンタウンロワ ーマンハッタン (Lower  Manhat t an)  の構想は ，i Back to  

wat er  f ront J という目標をもったノ ース ・イーストリバー両ウォ ーターフ ロン卜の再開発計画などと結び

ついて，河港として発展してきた地区の再構成を目標としたものである。古くせまい埠頭をつなぎ広く新し

い埠頭に組みかえ ，その上の空聞に積極的に住宅や公共施設を導入しようといった構想がいくつも薗かれて

いる。その計画の一環としてのW T Cーワ ールドトレードセンターの建設は，すでにその部分が完成してい

る。

ニュージャージーターンパイクの沿道には， 新しい市街地一工場群，インダストリアルパークが点々と連

続している。フィラデルフィアでは ，デラウエア ー河とシユルキノレ河の聞をつなくa 都市制|にベ ース をおいた

再開発として ，ソサ イアティヒルの住宅再開発 ，インディペンデン トメノレ ・ベンセンタ ー， ユニパ ーシティ

・シティ ・サイエン スセンタ ーがあり ，次にマ ーケットストリ ー トプロジェクトの具体化が進行中である。

フイラデノレフィアからパ J レチモアまでは ，ケネディメモリアルハイウェイ。パノレチモアの都心で・は，チヤ ー

J レズセンタ ーがほぼ完成し，次いで港湾地区再開発プロジェク卜が検討中である。そしてパルチモアとワシ

ントンをつなぐ内陸に は，コロンパアとレストンの 2 つのニュ ータウンがすでに一部できあがっている。

3  )  日本のメガロポリスの理解は ，東海道一東京と大阪閣の市街化が連たんしてしまという現象面に焦点

がある。そして，その横の連たんを形成する要因として ，鉄道 ・新幹線 ・名神高速道路といったヨ コのつな

がりと ，その鉄道 ・インタ ーチェ ンジのタ ー ミナ J レをつなぐヨコの情報間ネットワ ークの役割を強く評価し

ている。 東京と名古屋，大阪の都心が連続するといった発想、でもある。その基礎には ，都心，いわゆる鉄道

ターミナ J レを中心においた同心円構造の都市構造 lζ しか思考がおよんでいないという実態がある。

そのためか，港湾地区の都市における位置づけは，あくまでも都心から離れた末端の部分であり，その利

用と役割づけについては，関心をはらわなくなる。だから，海岸線は ，不用意な工業地区 ・流通地区といっ

た用途で埋めつくされていくわけである。本来のメガロポリス的思考では ，そういったパタ ー ンではなく ，

各都市 ・各地域におけるく臨海〉く内陸〉のつながり，それを支えるそれぞれ個性的な内容をもった港と都

市を直結した都市軸の連鎖といった構造を意図することになるはずだが…・・ 。

東京湾の場合にも ，東京都心とそれにすべてぶら下がる内陸平野という単絞心同心円構造ではなくて，現

在の晴海 ・築地 ・銀座 ・丸の内をつなぐ中央軸に対して，千葉 ・鹿島臨海地区と北関東く内陸〉をつなぐ東

軸，横浜く臨海〉と ，八王寺 ・多摩 ・港北丘陵く内陸〉をつなぐ西軸が加わり，計 3 本のく臨海 ・都市〉紬

とその組合せで将来を方向づけていく必要があるだろう。

2.  大 阪 ・ 神 戸 ベ イ エ リア の 都 市構 造

4  )  大阪湾を囲 む市街地構造についても ，く臨海> < 内陸〉の組合せで構成していく。瀬戸内海水のメガロ

ポリスと東海道陸のメガロポリスの接点といった過去から現在にいたる東西方向の流れに直交して，く臨海〉
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をく内陸> Iζ 展開 していく南北ータテの軸を仮設するわけである。

大防湾を中心とする高密度都市地域を，その地域的位置づけ ，開発一く内陸〉新市街地，再開発一く臨海〉

既成市街地という方向で 5 つのグル ープにまとめる。

①大阪湾沿岸臨海既成市街地 ②北摂 ・北神の内陸市街地 ③泉北 ・泉南の内陸市街地 ④京都 ・奈良を

つなぐ内陸市街地 ⑤淡路島である。

大阪湾沿岸臨海市街地の当面の市街地対策は ， 再開発である。それに対して， 北摂 ・北神 ・泉北 ・泉南

は，まだ新しい開発が進行していく。乙の構成は，現在の臨海既成市街地く再開発〉を中心にすえて，北 lζ 北

摂 ・北神く開発> ，東 lζ 京都 ・奈良く再構成> ，西! l : 淡路く開発〉といった配置になる。東西の方向には，

水と陵のメガロポリスの重なりに平行して，国土幹線のシステムがヨコに走っている。それを南北に串ざし

したかたちで，北摂 ・北神と泉北 ・泉南を位置させる。国土をヨコに走るエネ J レギーと情報を，タテに幅広

く転換していくパターンである。例えば北摂，北神 ，泉北，泉南などの内陸市街地の開発は ，港湾流通機能

の拡充や各産業の高度化 lζ 関連して，そ乙 lζ インランドデポとしての流通センタ ー ( 流通+ 加工〉などが配

置される乙 とによってその新しい背後地としても活動し てい くだろう。すなわち ，臨海市街地の高度化〈技

術開発 ・研究機能への変質〉に対応したかたちでの内陸スペースとして機能差の高度な技術開発集団などが

考えられる。さらに，ひろげて，淡路島を中心に ，太平洋から日本海をタテにつなぐ南北紬 (135。軸) を仮

設してみると，より広域のく臨海〉 く内陸〉コミ ュニティと なる。太平洋に臨む外洋立地の徳島と和歌山に

は自然の地形を利用した石油 ・鉄鋼などの大型工業基地と貯蔵配分基地が予定されている 。そ乙で， 大阪湾

沿岸市街地一阪神と播磨の背後K ひろがる広大な内陸にはサイエンスシティを計画したい。日本海沿岸は，

原子力発電などのエネノレギー基地 と将来の対岸貿易の港湾基地である。但馬 ・丹波の内陸には第二のサイエ

ンスシティが， 自然を利用した生物工業をいかしたかたちで創造されていくべきだろう。

また，乙のタテの軸自身は，血管のように日本海からの原子力発電による電気，太平洋からの鉄鋼 ・石油，

但馬 ・丹波の円山川 ・由良川と徳島 ・和歌山の吉野川 ・紀ノ川の 7J<，などをつなぐ エネルギー のパイプライ

ンとしても機能させたい 。また ，表と裏，すな わち太平洋経済圏および中国 ・シベリヤ大陸からの情報ノマイ

プとしての ζ の軸が広 く世界にも直結する。そ して，乙 のlIidlのちょうど中聞にぶら下がる大阪湾沿岸市街地

が乙の広域135
0

軸都市圏の焦点 K 位置する乙とになる。

5  )  乙ういったく内陸〉市街地の拡大に対応して， < 臨海〉の役割と機能は ， ますます重要になってく

る。大阪湾という有限のスペ ースは ，高度にかつ適切な機能で利用されなければならな い。単にく土地〉を

確保するといった目的のために，その貴重なスペ ースが使われてしまう ζ とではいけない。総合交通体系ー

ポー ト・ファシィリティや， 都市レクリエ ーションーといった機能が，その中心とならなければならない。

貴重なスペ ースの利用は，未宅地化水面だけを対象とするのではなく ，既存の臨海機能一埋立地工業や老朽

港湾の再開発も必要である。

また ，大阪 ・泉北 ・阪神 ・播磨のく臨海〉の整備 ・再開発に並行して，泉南 ・播磨内陵 ・淡路の開発が，

ベイエリアの今後の直接的な課題となっている。大阪湾の西部分の水面く淡路島東〉と泉南および阪神 ・播

磨内陸をタテく南北〉につなぐ軸である。大阪府における泉南開発，兵庫県における播磨 100 万都市構想，

神戸ポートアイランド，新関西国際空港は ， 乙の軸上にのったものとして，総合的に関連して検討されなけ

ればならない 。

6  )  港と都市をつなぐ市街地設計，という目標が，港湾都市の街づくりのテ ーマにならなければならない。

神戸においては，最近港湾と都市のつながりが，ポート アイランド ・プロジェクトと，超高層ビ J レ一一商

工貿易センタ ー・ プロジェクトの連結などを契機として再検討されている。

商工貿易センターを臨港地区 ( Wat er f ront ) 再開発の拠点として位置づけ ，情報センタ ー・ プラン ニン

グセンタ ーとして役割づける乙とによって， 乙乙を港と都市の結節点 として情報社会時代の神戸の都市中心

を構成し，そ乙から外 lζ 向かつては，ポ ー トアイランド建設につづく大阪湾総合開発計画，内ーー山 ・陸に

‘'  



"大関西" 開発ビジョ ン
大飯湾総合開発研究会

向かつては ，三宮都心市街地再開発と西北神開発がぶ ら下がるという方向づけである 。

商工貿易センタ ーを拠点とする再開発は ，現在の都心，港湾背後地ー一一港湾施設地区 ・工業地区を新しい

都市中心へと変質していく目的をもっているわけである 。

神戸の市街地は ，港につながる六甲山麓の現在の市街地と，六甲山という緑地帯の背後地にひろがる西北

神地域という 2 つから構成されている 。 乙の 2 つの地帯を港を中心として組立てていくために ，中心部に臨

海市街地一一再開発 ，左右 lζ 西神 ・北神一一内陸開発 ，といったかたちでU 字の振子型の市街地開発パタ ー

ンを仮設する 。振子の役割をはたすのが，道路と鉄道であり ，六甲山を貫いた六甲 トンネルにつづく第 2 ・

第 3 の六甲トンネ J レや ，山陽自動車道，西北神鉄道などの建設が，将来の重要な課題 となる。

一方，臨海既成市街地は ，さらにポ ートアイランド ・六甲埠頭 ・兵庫連河地区の 3 つの港湾核をそれぞれ

軸として ，特徴をもった 3 本の都市軸で構成していく 。中心が，ポートアイランドを核として，三宮 ・元町

といった現在の都心をタテにつなぐ軸 ，東が，六甲埠頭と六甲高IJ 都心をつなぐ紬，西が，兵庫運河地区と新

長田の西副都心をつなぐ軌である。都心軸は ，外貿機能と管理中枢機能，東は ，技術開発機能および生活物

資加工機能と市街地住宅地中心，西は，内貿物的流通機能と都市サービス工業と下町型の生活中心，といっ

た特徴をそれぞれもっていく 。

①ポ ー トアイランドは ，港湾 ・流通のセンタ ーとする乙とは勿論， 日本における特色ある世界への窓口の

役割を果たし得るものとする 。@ さらに ，みどり ，すまい，文化施設ななどを配しなが，活動的 な人達の集

まる ，わかわかしいまちをつくる。@ ポ ー トアイランドの諸施設が一体となって ，有機的に機能するような

新しい都市経営の実現をめざす ，といった目標設定をもち， (1)ポートスクエアー， (2) インタ ーナショナ J レス

クエアー， (3)総合業務センタ ー， (4) コミユニイティスクエアー ，(5) 7 リンパー クといった基本パタ ーンをと

る神戸港ポ ートアイランド ( I神戸港ポー トアイランド基本設計委員会報告書」昭和46年 3 月20 日) は ，港

湾と都市をつなぐ神戸の都市構造計画 (Structure Pl an) の上に位置づけられている 。 また ，兵庫運河を

中心とした市街地再開発も ，同様な観点から検討 されている 。
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構 想 計 画 (PI L OT P L A N)  基 本 計 画 ( MA S T E R P L A N)  I 事業計画 (P R OGR A M P L A N)  

- 外貿港湾機能をもった総合的な新
0 土地利用 ・特霊能配分計画

- ポートア イランド造成事業( 港湾

しい市街地一一ポートアイランド

ポー トアイランド

建設)
- コン言ナ一 線頭を中心と した新し

ポ (E x東京一大井厚頭，大阪ー南港〕 い 港 機 能 - 一建設省，三港建，神戸市

- 三宮 ・元町 ・神戸の管理中枢業務 - 流通センターと流通加業工・・倉商庫業機と能 - 神戸商工貿易センタ ーの建設

ト

都心性商業につながる都市輸の設 - 新住し突機い堤都能心としての 務
- パッセンジ ャー ターミナルの建設

ア

新ー港宅ウォタのー再フ開ロ発ン 卜(再E x開発ボ，スニトュン

イ 定 (第 4 突堤)

フ

- 北神総合運動場 ・中央森林公園 ・ - 山陽新幹線 ・新神戸駅

ン

ポート アイランド ・海浜公園をつ

。: 交詩備ーリ通パヨ計吟ー画再ク開発マ)ンハッタン ・ノ ス

- 地域冷暖房プラン トの検討
ド

地 なぐ緑地軸の設定

区

( 0 神委員戸会港ポ ート アイランド基月本設計)

通センタ ー

報 告 書 昭 和46年 3 }j 29日

Jマ湾T、の接合一神戸港駅の整

- 技術開発センタ ー及び生活物資加
- 六甲埠頭建設計画( 港湾審議会 ・

工機能の流通センタ ーの設定
0・土第部地開3け利工発用区の事第疏業機通，4能工セ博配区多ン分，タ(食箱ー画品崎( Eコ1x  ンビナ 第28回計画部会)

2  

- 臨海技術センタ ーから内側の市街

. 実貿重埠手の甲発車量佳読機(通第能惇品加開工酬工発機機箱能能〉センタ広，島千外西

- 大阪湾横断堤構想ー第三港湾建設

ーL. .

地へとつながるかたちでの技術開
局構想

，、

甲
発仲サービス工業及び業務付人的

- 東部第 4 工区埋立造成一一神戸市

埠

能力供給のための住宅といった 2

・ 頭幹流線と 2  沿いに埋立
( 卸売業商業団地，中央卸売市場東

頭

本の技術軸の設定
通 加 に対応した 部市場トラックタ ーミ ナノレ，東部

- 六甲副都心軸
サービス工業

内貿埠頭)

地

( 0 会神戸報港告六書甲昭埠頭和4基5本年方10針月検23討日委員)
- 阪Eぐ通急地計区・画商国鉄業機・能阪神の各釈前をつな

- 国鉄六甲道駅前市街地改造事業

区

。交 フェリ ーボート 基地建設

- 六通甲 トンネル過港，と第紳岸じ2 六南む甲北，高幹すト速線ぶン道瞳軸不路幹ノ路レ〉
を じ北大鉄神に る

線( 京道都路と・ 道阪 道戸路を

3  

- パー ジライン利用等による ，兵庫 0 土地利用 ・機能配分計画 - 兵庫巡河周辺の工場跡地利用

港と直結した兵庫運河の再開発

:謹ii 沿道Ei 韓 拠 点 業 務

- 兵庫駅前再開発構想( 山陽電鉄兵

兵 - 運河地区を中心に御崎公国特兵庫

・ 業沿に兵道務庫中 と 団地区を

庫駅跡地)

庫
駅前件会下山公園という南北の機 結ぶ流通 設 - 大橋市街地改造事業

還

能軸ー緑地文化軸

- 地中る央都と市幹し線てサより北機地部住能はそれらに対基す

- 道路建設

河

- 内貿的物的流通と都市サービス工
のー市ビ街ス 宅と機人能的資中源心と

( 臨阪神海高道速路付道路山仲陽西自動神車戸道ノゼイパス

業( 兵庫) と下町裂の生活中心

0 交す通る計。画地

( 西神戸)

区
- 東道西をつらぬく三大幹線道路と鉄

， 神戸高速ぐ幹道路線

- 南北をつな 道路と緑道
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ー中央都心軸( 大阪市大と大阪府

大をつなぐ堺情報中心軸) と周辺

都市紬( 大阪中央環状線沿道市街
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'i 
宝: 室市

イ /
港と都市をつなぐ軸を都市軸として位

置づけていくテ ーマを展開してい くとと

は，神戸に限らず，他の臨海都市にとっ

ても有効である。

現在の堺市市街地を地域区分してみる

と， A - 既成市街地と， c- 泉北ニュ ータ

ウンなどに代表される内陸新市街地，お

よび，それらのあいだにはさまれた B 一

周辺市街地の 3 つのゾー ンに分ける乙と

ができる。さらに ，埋立の結果できた臨

海市街地を加える乙とによって， 4 つの

ゾーンに分かれるととにもなる。 ζ の地

域区分を相互につなく、、かたちで， 3 本の

臨海村内陸軸を設定してみる。つまり ，

現在の堺市の各ゾーンが臨海部に港町と

して発展してきた歴史的蓄積の多い中心

市街地と，現在それを核としてどんどん

ひろがりつつある内陸部市街地を，臨海

村内陸というかたちで， しっかり関連づ

西宮市街地開発パタ ーン図 」 2L J / けていくためである。

そして，その 3 本の臨海村内陸取l J は ，堺の既成市街地の北部を通る軸( 臨海一築港 ・八幡一三宝村松原一

南大阪流通センタ 一一予定) と，中央執( 出島村大仙公園料百舌鳥 ・天美町) ，南軸( 石津川流域特八田村

泉北ニュ ータウン) といった ζ とになる。

南北方向に 3 つの軸に分けてみたととによって，それぞれのゾーンに固有の性格づけを検討する乙とがで

きる。さらに， ζ の 3 本の紬 lζ 加えて，大阪都心軸一一中央都心軸( 大阪市大と大阪府大を結ぶ将来の堺の

情報中心軸として考える) ，あるいは，周辺市街地軸などを配置すると ，堺市全体の市街地の開発ノf ターン

の構成が方向づけられる。 Ci 堺市翁橋地区再開発計画」昭和44年 3 月)

また，現在検討がすすめられている阪神港利用計画の位置づけについても， 港湾だけでなく，背後の市街

地再開発 と組合せて阪神間湾岸地域開発構想とでもいった方向 で検討される必要がある。

さらに，阪神港と北摂開発といったく臨海〉とく内陸〉の結びつ きが，それぞれの開発事業の役割 と機能

をよりは っき りさせるととになる。

3. 瀬戸内海ー水のメガロポリスの将来

?  )  ζ れか らの瀬戸内海の計画を考える とき，とれらの条件の再評価と，その再構成の上に組み立ててい

くプ ログラム を整理する必要がある。

それは ，まず，水路のネットワ ークという地勢的条件がはたす役割を超えた条件が加わりつつあるという

事実に対する認識である。地つつe きという条件から離れると とができる航空路網の発達が瀬戸内海にいろい

ろな影響を与えつ つある。

広島一東京，高松一東京，松山一東京といった直通便の活躍は，水のメガロポリスと陵のメガロポリスの

接点という条件によって支えられてきた大阪の西日 本経済社会に対する中枢的役割を弱めつつある。

歴史的基礎をもった瀬戸内海地域の多核心構造的都市のつながりは，乙の傾向をーそう助長させていく。

例え ば，東京 ・関東内陸型地域構造は ，東京を中心とした単核心ーピラミッド型くみたてである。ピラミ

ツドの頂点をおさえれば，すべてを制御する ζ とができる。

それに対して，瀬戸内海地域の場合，大阪中心構造でないというむしろ地方都市の個性的機能が発達した



構造の結果，大阪の管理的役割りを不必要にする。東京特大阪村瀬戸内海諸都市という圏内ネッ トワー ク「

おけ る大阪の中間段階的役割を消去していくわけである。

過去の連続 にのつかった瀬戸内海開発と大阪湾総合計画とい う思考では駄目になってきた。

甑戸内海水路の意味は ，大阪湾へアプローチする 航路 という乙とではなく ，瀬戸内海沿岸諸都市閣の相互

の多様なネッ トワークと いう乙とに基本的な意味を求めるべきであり ，単 l乙物の輸送という乙とではなく ，

人間 ・頭脳 ・知恵の コミュニィ ケーションネットワ ークの場としての役割を育てていくべきである。水路と

しての瀬戸内海から，広場として の瀬戸内海への設計が必要になっ てきているわけである 。

現在の フェリー航路の発達は ，ややそういった意味の方向可能性を暗示し てい る。

個性の ある諸都市間相互の多様な コミュニィケーション は，多次元な価値観を育てる。

それは ，東京中心構造がひき出すーっ の価値感の判断の結果がもたらす画一化 lζ 対するアンティテ ーゼと

なるだろう。そして，多様な個性を基礎にした瀬戸内海水のメガ ロポリスの国際社会への参加， という条件

に対 してはじめて大阪湾総合計画の意味がはっきりしてくるのではないだろうか。

圏内 での 2 眼 レフ 論の議論だけで，大阪湾ベイエリアを位置づける乙とには無理がある。

乙れからの 国際社会に向かつて， 個性ある地域と地域をつなぐ文化の交流が， 世界の広場でくりひろげら

れ，その国際的窓口の機能を大阪湾総合計画がになうととになるわけである。

8  )  瀬戸内海大橋架橋をはじめとする 3 本の本洲 ・四国架橋が活動した場合，瀬戸内海地域の都市構造に

は，一つの変化が予測で、きる。それは ，現在の工業社会時代の都市配置構造からの転換の ビジ ョンである 。

瀬戸内海の新 しいシンボルとなる水 と緑の都市軸を形成する位置は ， 3 カ所，淡路島 ，備讃諸島 ，芸予諸

島である。そして， それに ，瀬戸内海水のメガロポリス側からみて，九州全島が 1 つの核として加わる。

周防灘 ・伊予灘を東の播磨灘と見立ててみると ，九州全島は ，さしずめ淡路島の位置にあり ，大阪湾と淡

路島の関係 とは様相をかえたかたちで，博多湾 ・長崎湾 ・鹿児島湾をしたがえて東シナ海とつながった ζ とに

なるわけである。水 と緑の都市軸は ，工業社会時代の都市核の構造とは違った内容からスタ ー卜 する。それ

は，ビソレ街 ・工場 といった職場が集積した「会社都市J 型の都市中心ではなく，レクリエ ーション ・スポ ー

ツ ・教育 ・研究 ・文化機能が主役となった構成である 。

例えば，淡路島開発のかつてのキャッチフレ ーズは ， I花とミルクとオ レンジ」の島だった 。

瀬 戸 内 海 パ タ ー ン
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架橋がそとに加われば，その豊かな ， 自然につつまれた新しい都市朝iを育てる絶好の環境となる。

児島 ・坂出 J レート の架橋が導入される備讃諸島の場合も同様である。

児島 ・玉野をもっ児島半島 ，そして海に浮かぶ本島 ・午島，さらに大平山 ・五色台は ，その自然環境を基

礎として大きな緑軌を構成し ，工業社会時代の従来からの中心都市市街地一一岡 山 ・水島 ・倉敷 ・高松 ・坂

出 ・丸亀がそれにぶら下がったかたちとなる。今治 ・尾道 J レート の架橋が走る三原 ・尾道，因島 ・大三島 ・

大島などの島峡部 ，今治自身が位置する高純半島も ，同じような役割りづけを志向していくべき だろう 。

柑橘などを中心とした高度農業， 養殖漁業， それに多くの歴史文化財の蓄積を1ネットワ ークした都市軸

が，広島 ・福山 ，松山 ・新居浜といった工業社会時代都市群を従えた新しいシンボノレとして活動するという

ビジョンが考えられる。九州にも ，恵まれた大自然のふととろのなかに点々と配置されている各都市のネ γ

トワ ークといった多絞心構造の多元的な活動を大いに期待したくなるわけである。

博多 ・長崎 ・鹿児島といった外を向いた港の活動が，乙 の多核心都市の活動によって加工 ・増幅され，瀬

戸内海メガ ロポリスへの大きな刺激とな ってあらわれてくるからである。

9  )  ととろで ，瀬戸内海沿岸都市のとの臨港地区の現況はどうだろう。因った乙とに，臨海都市 として の

成り立ちを忘れたかのようにその地区の利用のされ方が混乱し ，荒廃している。

都市計画も，港と都市のテ ーマを忘れ，ダウンタウン中心の市街地構造を，思考しているために ，臨港地区

は，市街地のはずれとしてしか位置づけられていない傾向が強い 。広島 しかり，高松しかり ，福山しかりで

ある。海の広場の設計の必要性とあわせて， 乙の瀬戸内海諸都市のウォ ーターフロントの再構成と再開発

は，乙れからの大きな課題である。広島の場合も ，河川緑地と港，空港といった機能胞設を総合的 lζ 束ねく

みたてていくととによって，臨港地区をシ ーデッキとして再構成 ・高度化すると同時に ， そとを中心とし

て，むしろ既成市街地と海をしっかりつないでいくべきである 。

陸の文化センタ 一一一平和記念公園と似島 ・江田島 ・宮島の海の公園を しっかりタテにつなぐかたちでの

都市構造への転換をはかる必要があるだろう。高松の場合は，乙の臨港部のデッキと内陸の空港 ・流通セン

ターがしっかり連結されるととから市街地構造のくみたてがきまってくる。

尾道 ・三原 ・今治などは ，尾道 ・今治架橋線の都市制i の構成とも関係しながら ， ウォ ーターフロン トをよ

り積極的に海のひろばへ直結させ ，都市活動自体の方向を変質させていく必要がある。

フェリ ー基地づくりと港公園 ，そしてそれと直結するシ ーサイドタウンセンタ ーの建設

などが当面の目標となるだろう。( 図 A )

例えば，瀬戸内海の新しい都市軸構想の方向にあわせて思考し ，今治市の役割を，そ

の都市制lの窓口的機能を基礎において考えてみる。すなわち ，今治は海 と道路の交点と

しての条件をしっかりいかす乙とにより ，海の広場 lζ 面した街として，経済中心 ・観光

中心 ・頭脳中心( 市街地機能の集積) 的役割をはたすべきだという指向である。そとで

都市としての総合的機能環境の設計が，今治の今後の課題となる。

広島 4富山 ・{ 庸後

尾 道 ・三原

今治

松山 ιｾ 東予

図A

今治市の市街地構造(St ruct ure of Ci t y) を検討していく上で，新しく加わった重要と思われる課題は ，

① 瀬戸内海大橋架橋道路と今治の連絡( インタ ーチェンジ〉 一一西口 縦貫道路との組合せそれに関して幹

図 目 線道路網の再編成

レクリエーション ( 港) ャ一一一ーァ工業( 港)

V  流通( 開発)

図 C

レクリエーホートターミナル( スタヱアー )

レクリエー ション

ション 基 地

〆、

、 、 ノ

流通センター( インターチェンジ )

② 港湾機能施設の再配置 と関連しての工業地区の立地変動

③ 港湾地区再編成 ・高度化に関連してのフェリ ーター ミナノレ

など港の窓口機能の整備

である 。以上の課題を総合的に検討した結果 ，左の図の ような

市街地開発パタ ーン (St ruct ure P L A N) を構想してみた 。

図B といった軌をまず基礎におき，図 C といった構成を方向

づけてみる 。

瀬戸内海大橋と四国縦貫，今治の街とつながりを考えた位置

にインタ ーチェンジを配置する必要がある 。その場合，その内



陸流通センタ ーと， 港湾およびその臨海流通センタ ー とのつながり，および機能分担が十分検討されなけれ

ばならない。また ，現在の港湾機能と ，東の新しい港湾の配置にともなう港湾相互の機能分担と都市構造の

再編成が次の課題となる。

背後の都市構造を十分に検討しないで港湾施設計画のみが先行する乙とに ，いろいろ問題点が多い。

現在の港湾は ，フ ェリ ーの整備なども含め，人を集中としたタ ー ミナ J レに方向づけ ，貨物を中心として港

を新しい港に配置していくべきだと考える 。

現在の内港もそれに従って ， ヨットハーパ ーなどの利用も考えたポ ー トターミナノレで・ある。そして乙のポ

ート ター ミナ J レを海 lζ 面した今治市の都市広場として ，街づくりの中心としたい。オ ーJ レドポ ー トの都市広

場化と新港の港湾流通機能中心化は ，7 J レセイユなどの例をはじめ ， ヨー ロッパ各都市にお ける街づくりの

智恵である。それ と同時に，浅)11 じり の工業港的利用も ， レクリエ ーションポ ー ト化し ，瀬戸内海大橋の架

橋地点とつなげていく乙とを考える。

乙ういった市街地構造の方向づけと再編成を現実的に検討しておかないと ，今治市街地は非常な混乱を招

くととになるだろう。 ζ ういった市街地構造 ( St ruct ur e P L AN) に対応して ，現在の市街地を構成する各

地区の再開発計画 ・整 備 計 画 が 考 え ら れ な け れ ば な ら な い 。 ( I今治市広域商業診断報告書J 1971. ) 。

( みずたに えいすけ 都市 ・計画 ・設計研究所，大阪芸術大学九州芸術工科大学講師)
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港 湾 計 画 か ら み た 大 阪 湾

川 崎 芳 一

1. 大 阪 湾 内 港 湾 の 盛 衰

上古における最も重要な交通幹線は大和と九州を結ぶ線であ り，瀬戸

内海を通う船の東の終点として難波津( 大阪) ，その外港 として「む乙

みな とJ (武庫川河口か定説がない) があった。中古になり ，奈良平安の

王朝時代には「む 乙みな と」の名は消えて ， r大輪回 J ( 神戸〉が重要

港となって現われ，難波津と並んで，中国大陸との往来の地に使われ，

奈良朝時代iζ 制定された 「五泊」のーっ として， 瀬戸内海ばかりでな

く， 海外と の海運の節点と して発展 した。難波津は淀川の河口に位置

し，淀川を通じて京都との交通に便利であった乙 と， 大輪田は後IL平清

盛の経ケ島築島』とよってもうかがえるように ，港としての地理的条件 lζ

恵まれていた乙と と瀬戸内海の海上交通路の要衝として，朝廷に近い位

置にあった乙とが，乙 の両港が港として古い歴史を持つ原因 となった。

中世においても貢納品の運送や貿易のために港が用いられ，大輪回は

兵庫と改称され，乙の頃現われた堺とともに，全国の船を吸収 し，明およ

び朝鮮に対する貿易の中心となって発展した。乙の時期は大阪は，港と

しての繁栄を兵庫，堺1<::: 惑われていたが，差是臣秀吉の大阪城築城と堺の

商人の招致によって再び海外貿易の中心となり ，江戸幕府の鎖国時代に

は，各大名の蔵屋敷が各河川筋 lζ 設けられた ζ とによる全国の物資集散

の場として天下の台所を形成し ，一大発展をみる乙ととなる。一方兵庫

は参勤交代の経路として船宿が設け られ，北国廻船の中心港として諸国

の物資が集散して栄えた。明治維新になって，外国との通商のため 1867

年 12月兵庫港. 1868年 7 月大阪港が開港に指定され，汽船の出現による

近代的港湾の修策が要請されるよ うK なった。乙のため外人技術者の指

導と外国の築港技術の導入によって港の整備が進められ，今日の隆盛を

みる乙ととなった。とくに兵庫港は神戸港 と名を変え ，外国居留地に定

められたとともあって，横浜港と並ぶ 日本の代表的国際港に成長した。

2. 港 と 都 市

古来か ら都市の多く は，川 IL 沿い ，海1<::: 向かった所で発達 した。そし

て食糧や軍隊，学問 ，芸術，人聞を送り出 し，迎え入れ，商業が栄えた

ととろ ，それが港であった。現代風にいえば港は都市活動のセンタ ーで

あり ，疏通機能と情報機能を合わせ持っていた。

港は ，現在も毎日の生活を支えて働きつづ. けている。大都市の生活を

支える物資の多くは船によって港から運び込まれる。都市の水際線に

は，乙うした貨物を受け入れるふ頭が並んでいる。会社専用のふ頭では

運ばれてきた貨物がそ ζ で加工されたり ，貯蔵されたりしている 。大阪

の安治川では，ガス，セメント ，穀物サイ ロ， 発電所，そして観光船の

ためのふ頭が水際線狭しと建ちならんでいる。そのほか港の区域外の河

川沿いにさらに上流へ 500 万トン以上の貨物が運び込まれている。も

し， トラックで500万 トンの貨物を運ぶとなる と100万台分ぐらいになる

が. 200- ぬ0 トン積みの船なら 2 万隻ですみ，労働力をほとんど必要と

しないばかりか，都市の空気も汚さず，騒音もほとんどない輸送ができ

る。最近では冷蔵倉庫も急激に増え，九州から大阪，東京まで肉や野菜

を冷凍船やフ ェリーで・運ぶ輸送も増えてきた。海運は労働力が少ないか

ら，将来においても輸送 コス トが高まる乙とがない。魚，肉 ，野菜など

を安く供給できるという面においても都市の暮ら しを支えている。

港は レクリ エー ションの場としても活躍 している。美しい船，世界各

国の船乗り ，重そうな貨物を軽がると吊り 上げるク レー ン，港の中をゆ

っくり行きかう小さな船，のんびり飛ぶかもめ，乙れ らを眺め，静かな

波の音， ボンポンと単調にひびく曳船の エンジンの音に耳をかすとと

は，日常生活が無味乾燥 になってきている大都市の人々に潤いを与え

る。港はレクリエ ーシヨン旅行の出発点ともなっている 。カーフェリ ー

の発達によって，車で船旅を楽 しむ人が増えた。また ，都市の近く lζ 海

洋性の レクリエ ーションを楽しめる場所を作るととも一方では進め られ

ている。遠く の浜まで行く余裕のない人のためK 人工的な海浜が必要な

のである。大阪の浜寺海水浴場は人工のプーJ レIL変った。

埋立技術の発達によって，海面を埋立てて新しい広い土地を造成する

乙とが可能にな った。神戸港の ポー トアイランド，大阪南港 ，さらに芦

屋の前面 lζ 大規模な埋立を行なってあらか じめ計画された新しい都市が

生まれよ うとしている 。乙のように港は都市住民の生活と密着 して，都

市の発展 lζ 寄与 している 。

みなとは，はたらさ，大きさ ，かたち ，位置などでいろいろな分け方ができる。ふつうは用途 ICよって臨港 ，工業港 ，観光港 ，漁港とわける己とが多い。みなとの中の施設は乙のように呼ばれる。
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大阪の尻無川，空からみる のでないとその活動はわからない。

芦屋は住宅都市，埋立ても住宅中心，海辺の遊歩道なども計画されている。

浜 寺 公 園

必主主必卓年当該組長遺品諸島益出長選当、古島組与

連 ￐ｾｾ 匂

2 ，0 0 0台{ 日i虫: l Q- 4晶m) トラッ ク

10，000 トンの貨物を運ぶには

も

表

機

羊

小

砂

乱軍1' t

Jii.皮

:t 

国民 l 人当り給 入 額 ( 昭和42年)

乙れからの都市と港はどうなるだろうか。都市の中心部は高層イじさ

れ，人の交通や情報の収集が便利になるが， 貨物の移動には不便にな

る。都市にある港の用地にも立体化が要求されてこよう。都心部の港は

貿易センタ ーのような情報部門が拡大 し， 定着するとともに ，いままで

のふ頭は再開発され，立体的に使われるようになる。さらに レクリ エー

ションの基地，港の見える公園や レス トラ ン，豪華船の発着場が美 しく

整備されよう。そして都市の水際線に立地し ，都市の発展を支えた臨海

工業地帯はしだいにその姿を変えてインダストリアノレパークとしても生

まれ変わり ，公害のある工場ははなれていくであろう 。コンテナや一般

貨物を取り扱うふ頭は都市の環状道路の出入口付近に整備され，都市の

背後 K 通じる立体道路に結び‘ つけられる。 ζ のように港は都市の中核と

して，その機能を多様化 し，高めていくであろう。

3. 大 阪 湾内港 湾 の 現 状

大阪湾周辺地域は西日本における産業，経済活動の中核と して，大規

模な経済集積を有 しており ，港湾立地条件としてもきわめてすぐれてい

る。乙のため，従来から東京湾と並んで重点的に港湾整備が進められて

いる。現在，特定重要港湾 3 港( 神戸港，大阪港，堺 ・泉北港) および

重要港湾 2 港( 尼崎 ・西宮 ・芦屋港，阪南港) . 地方港湾12港があり ，

2 億 l 千万 トンの港湾貨物を取り扱っている。水際線は高密度IC利用さ

れており ，海上コンテナ輸送，フェリー輸送等の輸送革新の波をまとも

に受けている。

3  - 1  大阪湾の特徴

大阪湾を東京湾や世界の港と比べてみよう。

大阪湾の最大の特色は，いかようにも加工できる広大な海面を有して

いると とである。世界有数の大港湾であるニュ ーヨーク港，ロッ テJ レダ

ム港を同一縮尺でみると ，乙れら両港は大阪湾と比べものにならない位

の狭小な海面 しか持っていないと とがうかがえる 。

以下Ir . 大阪湾の特徴を上げてみる。

(1)  大阪湾は瀬戸内海と外洋を結ぶ海運の要衝として活発な港湾活動を

展開 している。 とくκ ，大規模な集積を有する大阪湾 と瀬戸内海が明

石海峡を境に海のメガロポ リス を形成している乙とは，大阪湾だけに

みられる大きな特徴である。

(2) 海岸線の延長は，東京湾とほぼ同延長であるが，現在港湾活動が営

まれている海岸線延長は東京湾の約半分である。

67 



(3) 港湾貨物量は工業原材料の多い東京湾が多く ，入港船舶隻数はほぼ

同程度である。

(4) 乙れらの乙とは，大阪湾の海岸線が東京湾のそれより高密度に利用

されてい ることを示し ，また瀬戸内海を擁する大阪湾は，比較的小型

の船舶が活動しているととを意味している。

(5) 湾背後の状況も ，東京湾背後に比べ高度な活動をしており ，単位平

坦地当りの生産性は東京湾背後の約 2 倍である。

3  - 2  大阪湾の利用状況

大阪湾内の各港はそれぞれ固有の機能を果している。すなわち ，神戸

港，大阪港は西日本経済の外国貿易の窓口として，速く九州にまでその

勢力を拡げている。また ，堺泉北港は工業港として機能し ，阪南港，尼

崎 ・西宮 ・芦屋港は園内貿易の海の窓口の役割lを担っている。乙れらの

港で取り扱われる港湾貨物量は昭和40年以降平均 157ぢの伸ひ. 率で増加し

ており ， 全国港湾取扱貨物量 ｉｃ 対するウェイトは現在 ＱＳ ｾ ぢ弱となってい

る。外国貿易貨物量だけをみれば，大阪湾の全国に対するウェ イト は14

Ｅ弱と高く ， その貨物ｾＱ￭Ｑは着実に増加している。

また ， 大阪湾を航行する船舶は次第に大型化しており ， すでに 20万

D /W クラスのタンカ ーが航行している。一方，最近の道路事情の懇化

によって，フェリ ー輸送の需要が増大し ，神戸港では l 日20便をとすフ

ェリ ーが就航している。また，深日港は淡路島，徳島を結ぶ基地港とし

て機能し，乙のほか，大阪港，堺 ・泉北港，尼崎 ・西宮 ・芦屋港でも現

在フェリー施設を整備中である。

3- 3  大阪湾内港湾投資の動向

昭和40年以降の大阪湾内諸港lζ 対する港湾整備のための投資は年平均

247ぢの高率で伸びており( 昭和45年投資額252億円) ，全国投資額に占め

る比重も年々増大し， 1696 以上lζ 達している 。 一方， 腹立事業は毎年

2，000千 rrf 程度を造成している。

3- 4  大阪湾内港湾整備の問題点

大阪湾内港湾は現在多くの問題を内蔵しているが，その主なものは次

のとおりである。

(1) 港湾施設の不足

港湾貨物の増大 IC伴なって，けい留施設の整備が量的にも質的にも遅

れ，大阪，神戸両港で入港船舶隻数の l 割が40時間( 昭和44年) ICも及

ぶ持者船現象を示している。また船型の大型化によって従来の航路，泊地

等が狭踏となっているとと ，けい留施設に余絡のない乙とが，上屋，倉

庫等との一体的運営を阻害しているとと，総合輸送体系の変化に対応し

うる内航海運のためのフ ェリー，コ ンテナ輸送のための施設が十分整備

できていないなど問題点がある。

(2) 港湾背後の道路網整備の遅れ

港湾と背後地問，港湾相互間を結ぶ道路が十分完備していないため

に，港湾関連自動車が市街地を走行する乙ととなり，輸送効率を低下さ

せるととも K 交通安全の確保を困難にしている。

(3) 環境保全 ，保安対策の遅れ

エネJ レギー需要の変化にともなうオ イノレタンカ ー， L N G輸送船に対

する安全対策が十分でなく ，また海水i汚染の防止， 自然海浜の保護等，

自然環境に対する積極的対策が十分に展開されていない。

(4) 大阪湾の環境変化の対応策の遅れ

背後都市への人口集中による用地および空間の不足が，海面への都市

のスプロ ーJ レ化現象を引きお乙しており ，関西新国際空港の海上への立

地の勤き ，湾内船舶航行の縞穣による大型船航行の規制の動き とからま

って大阪湾の海面利用が複雑化してきている 。

4. 大 阪 湾 の 港 湾 整 備

4  - 1  大阪湾港湾整備の方向

日本の経済社会の発展にともなって，大阪湾周辺の都市活動が密接に

関述をもち ，湾岸都市として一体化する動きにある。乙れに対応して，

運輸省は大阪湾内諸港を有織的 lζ 結び‘ つけ，一体化した有効利用をはか

るため，昭和42年 8 月「大阪湾港湾整備の基本構想」を策定した。以

後，大阪湾内の港湾は以下の基本方針にもとづき ，広域的，総合的な港
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同じスケールでみた世界のみなと

ニューヨ ク港やユーロポートも思ったより小さい。
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大阪湾，東京湾の比較

一一一一一一|
東 京 湾 大 阪 湾

海 岸 線 ( k回〉 154 160 

(70)  

湾 面 積 ( km
2

) 1， 160  

l ，(46∞ 50)  

港湾取扱貨物量( 百万トン) 269  206 

外貿 111 64 

(44年) 内貿 158 142 

入港商船( 隻数年 Ｈ千ｾＩ
351  331  

ＴＳ ｾＩ＠

通4航3〉年船内8舶月は隻調漁査数〉 ( 隻/ 目)

浦 賀 水 道 友 ケ 島

( 42年調(42査〉)  
(( 船で内数 759 ( 66)  449  

明 石 5海65 峡

1， 663 (565)  

人 口 〈百万人〉

(45年) 32 17  

背

菌 積 (千k m' ) 50 27 

後

背後平担地度 (人/ k m' )

の人口密
1， 060 2，380 

閤

器管室F ( 百億円〉 2，136 J， 29i  

( 注) 1. 大阪湾の( ) は神戸から泉佐野迄のもの。

2  背後聞は次のように想定した。

東京湾 ( 茨木) ( 樹木) ( 群馬) ( 埼玉) ( 千葉) ( 東京) ( 神奈川) 山明，

長野の 9 県。

大阪湾 滋賀，京都， ( 大阪) ( 兵庫) 奈良，和歌山の 6 府県。

3  湾背後の平担地は ，湾背後の額高 20 0 m以下の地帯である。背後平但地の人口密度

を算定する際は( 注) 2 のうち( ) の各都道府県の人口を対象とした。

大阪湾港湾貨物量の見通し 〈単位 . 百万トン)

|昭44年|昭50年|昭55年| 昭60年 備 考

合 計 | 出 | 捌 1 457 1  560- 8ω ①大阪湾の第 2 線埋立地の水際

線で取扱いうる限界値

外貿( 公共) 32 58 97 130 - 250 
@ G N P  ＲＲＰ ［ｬｾ円

内貿( "  )  47 73 160 190 - 250 (60/ 40= 10必の{ 申ぴ率〉

公共小計 79 131  257① 320②- 500③ 

③企画庁長期展望ケ ースA の繍

出入金額を使用 G N P2 9 m円

専用小計 85 149 2∞ 260  - 3 ω @ 
@臨海工業用地の一部スクラ γ

プ化を考慮

〈注) 1. いずれもフェリーを含まない数字である。

大阪湾内各港盤備計画事業( 昭和46- 50年度) ( 単位億円〉

港 名 ｬ 腕整 ］ Ｑ 機能施設 ｬ ｾｬｩｾｾ Ｑｉ 外貿 ｼ 肉質 ｼ 脳立 h  

司E 整備事業埋立事 パースパース港湾問 1費開 : 1 工業用

堺 ・ 泉 北 231 61  192 8  25 107 101  313 

大 阪 923 153 126 16(51  27 86 185 56 

神 l '  1， 333 234 458 46(7) 19 158 233 

阪 南 48 15  7  2  16 23 

尼崎・西宮・芦屋 473 165 708 6  57 133 お4 51  

計
11 3側 | 悶 | 肌 11 ＷＶＱ ｾ＠ 1 130 1  5∞ | 蜘 1 420 

( 注) 1  本計画は要求中のものである。

ミ》

ミ}

2. 外貿パースの( )は コンテナパースを示( . " 内数であ る。

海上都市鳥かん図

湾整備が進められる乙ととなった。

(1)  湾内の海岸線および水面については ，快適な環境の保全と 公害の予

防を考慮しつつ ，計画的 IC用途を定めて開発をはかるも のと する。

(2) 各港の特性lζ 応じ ，機能の効果的な分担をはかり ，相互の重複を避

ける。

(3) 湾内の商港施設は背後地との関連を考慮 して貨物の流通が合理的に

なるよう配置する。

(4) 湾内の用地造成については ，重化学工業用地の造成は原則 としてー

定区域lζ 限定し ，その他については主として港湾用地，都市再開発用

地等にあてるものとする。

(5) 港湾施設の利用効率を高め ，荷役の合理化をはかるため ，極力ふ頭

の物資別専門化をはかる。

(6) 流通の円滑化ならびに都市交通の混雑緩和に資するため，沿岸に幹

線交通施設を配置できるよう考慮する。

(7) 港湾内における安全確保のため ，危険物施設はできる限り一般施設

からの分離をはかる。

4- 2  第 4次港湾整備 5か年計画 ( 昭和46- 50年度)

新経済社会発展計函の決定( 昭和45年5 月 1 日) にともなって ，港湾

整備についても本経済計画の政策 IC沿って強力に推進す るため ，国は昭

和46年度からスタ ー卜 する総事業費 2 兆 1 千億円の第 4 次港湾整備 5 か

年計画を策定した。乙の計画は ，日本の経済社会の発展に対応した ，港

湾取扱貨物畳の増大，船舶の大型化， 安全性の確保，環境保全等 IC対処

した港湾整備を目途としている。乙れを受けた大阪湾内務港の整備計画

は次のとおりである。

(1) 物的流通のための港湾の整備

阪南港を除き ，各港』ζ 外貿用岸壁を整備する。とくに神戸，大阪港に

はポ ー トアイランド ，南港を中心として， コンテナ船および外貿一般船

のための施設を重点的に整備して外貿商港機能を強化する。また，物的

流通の全国的ネットワークが形成されるよう尼崎 ・西宮 ・芦屋港等流通

の拠点的港湾を撃備する。

(2) 地域開発に関する港湾の整備

都市型産業の育成をはかるため ，堺 ・泉北港』ζ 大型岸壁を整備する。

また ，淡輪港』ζ ヨッ トハーパ一等の観光港を整備する。

(3) 安全確保，公害防止のための施策の推進

船舶航行の安全を確保するため航路泊地の拡幅，増深をはかるととも

に尼崎 ・西宮 ・芦屋港，神戸港に防波堤を建設する 。さらに湾内各港に

海水汚濁防止のための施設を整備する。

5. 大 阪 湾 の 将 来 展 望

京阪神を中心とする大阪湾地域は，わが国の経済社会諸活動の中枢で

あり ，西日本の中核として発展し ，その経済圏は瀬戸内海地域へと外延

的に拡大されて新しい経済活動の場を形成しよう。また，国際交流の緊

密化，地域経済の活発化などによって輸送需要がますます増大し ，近代

的な流通機能が要請されようが，当地域が東海道メガ ロポリスの西部に

位置し ，太平洋， 瀬戸内海に位置する広大な水域を有している乙とか

ら，わが国の新しい輸送システムの中枢として発展していくものと考え

られる。乙のような大阪湾地域の一体化にともなう諸活動の高度化が進

むと とにより ， 大阪湾海面の有効利用が要請されてくるだろうが，現

在，大阪湾の開発構想として，関西経済同友会，水谷頴介氏( 都市 ・計

画 ・設計研究所) . 運輸省第三港湾建設局等が海上都市の構惣を提案し

ている。 ζ れらの海上都市構想は，いずれも総合的な土地利用 計画にも

とづいた機能的で文化的な近代都市の建設を目指したものであるが，新

関西国際空港の大阪湾への立地の動きと合わせて，空港と海上都市構想

なと、各種プロジェクトの謁和をはかり，将来の大阪湾のベイエリアの望

ましい開発パターンを探る必要があろう。

重喜考文献 日本港湾修築史( 日本港湾協会)

都市化時代のみなと( 小合彬生著)

神戸開港百年史建設編( 神p 市〉

( かわさき よしかず迩姶省第三港湾建段局企画課長〉
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港 湾 都 市 の 建 設 技 術

佐々木 伸

樋 口 通 夫

1 . は じ め に

港湾工事のみに限らず，土木工事は地域的な土質，気候といった条件

によって，種々異なる技術が用いられる。したがって，一般的な技術と

いう ものはないが，乙乙で・は軟弱な粘土地盤上の建設について述べたい

と思 う。

2.  港湾建設技術の歴 史

港湾そのものの建設は防波堤に代表される外かく施設，航路，泊地lζ

代表される水域施設，および，けい船施設とに大別される。乙れらのう

ち，建設工事の機械化されていない時代にあっては，水域施設，けい船

施設の建設は非常11: 困難でtあった。とくに水域施設は水中の工事である

ので，不可能あるいは至難なわざといってよかった。したがって，しゅ

んせつ技術の歴史は港湾建設技術の歴史だといってよいだろう 。

しゅんせつ船といってよいと思われるものが誕生したのはオランダに

おいて，1435年である。 Krabbel aar と呼ばれるとの船は船底に" まぐ

わ" をもっており，帆と水中翼とで移動する。船は引潮のときに港口の

ところにもって乙られ，引潮とともに港外に出るのであるが，その際，

まぐわで海底土を掘りお乙し ，J レーズな状態にして引潮で港外へ押流

そうとするもので，主としてシル卜地盤に用いられた。 Krabbel aar は

m∞年頃までもオランダのいくつかの港で用いられていたそうである。

日∞年になって英国人たちから Ams t er damMud- mi l l と呼ばれた

しゅんせつ船が，やはりオランダで出現した。とれはまさに現在のパケ

ット式しゅんせつ船である。ただ，乙の船はギヤやパケットを含めすべ

て木製であり ，動力は人力によっていた。労働者はわが国の水車の足ぶ

みのような船上lζ 設けられた大きな環を足でふみ回していたのである。

しかし ，1620年には，動力として馬を採用している。馬は甲板上に水平

に設けられた環の周囲を動き ，環を回す方式であった。 5 匹の馬を積ん

だ ( 2 匹が働き他の 3 匹は休む) 船では， 4∞t/day のしゅんせつ能力

を有し，そのしゅんせつ限界深さは約 5 mであった。その後，乙の船は

大型化し . 1835年のレポート によるとなんと 180t/hr の能力を有し ，深

さは約 7 mまで可能だったというととである 。

18世紀の後半 lζ イギリスでスチームエ ンジンが発明され，少しして ζ

れがしゅんせつ船にもとり入れられている 。

その後，技術的進歩を経て現在のように土質やその他の条件によって

図ー 1 選択でき るほど，数

a  

(b) 
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多くの種類の しゅ ん

せつ船が完成したの

である。とくに今世

紀に入って出現した

ポンプ式 しゅんせつ

船は大量施工能力を

有している点で画期

的なものであった。

現在では軟弱地盤の

しゅんせつには，主

としてグラブ式しゅ

んせつ船，およびポ

ンプ式しゅんせつ船

が用いられている。

一方， けい船岸の発達は例をあげればきりがない。乙乙では，図- 1

を示すにとどめたい。図- 1の(a)はわずか20年ほと前にアメリカで大学

の教科書用に出版された本に示されている矢板式岸壁の例である。 (b)は

最近建設された矢板式岸壁であるが，乙の図は(a)と比較する窓味で構造

上できるだけ近いものを選んでいる。なお，けい船柱も比較上(a) と同じ

場所lζ 描き込んだ。両図の相違点でまず気付くのは防げん材である。 (a)

のような形の防げん材は現在でも諸外国では時々見かけるものである。

杭の上端は自由にしておく方が効率がよいので大部分の乙の種の防げん

材は上端自由としている乙とが多い。しかし ，ζ の種の防げん材は，船

が斜方向から接岸するとき折損するとともあるし，近年の船舶の大型化

による衝撃力の増大に対処する乙とが困難であ ると乙ろから，ゴム材や

木材を介して，上端をけい船岸 IL固定するか，(b)1 L 示した中空の硬質ゴ

ム防げん材が用いられるととが多くなっている。

次の相違点は，タイロッドである。 (a) のものはプレキャス トの鉄筋コ

ンクリート製のものと思われる 。現在は高い引張力 lζ 耐えうる ロッドや

特殊なロ ープが開発され，ジョイン卜類も優秀なものがでまわっている

ので断面を小さくできるようになった。さらに， (a) では，矢板と支持抗

が併用されている乙とがある。乙れは，矢板の断面11 : も関係、があるが，

現在でも時々見かける構造である。しかし，図のように両者の根入れ深

さが等しく，とくに摩擦杭の場合は，支持杭の効果を疑うむきもある。

ただ乙の (a) の場合は，前面水深を確保する意味もかねているとも考えら

れるが，頭部の コクリンクリートが大きすぎて不経済である。

けい船柱も相違点の一つである。現在では仮設の構造物であるか，と

くに小型船用のものである場合を除き，けい船柱に木杭を利用する ζ と

は少な くなってきている。けい船柱には，直杭構造のものと斜杭偽造の

もの とが考えられる。水平方向力 ，地盤条件，および近接する構造物と

の関係などを考慮して，より有利な方を選べばよいのは，他の構造物の

場合と同様である。ただ，乙の窃合は， Ij い船11 : 用いるワイヤやチェ ー

ンの強さの関係で，けい船柱頭の水平方向変位のしやすさが問題になる

ととがあるので注意を要する。

このようにわずか20年間の変化をとりあげただけでも大変な相違があ

るのがわかる。今後ともさらに進歩し ，変化していくであろうととは想、

像に難くない。ただ，後にもふれるが，構造上の基本形そのものについ

ては変化がないのは注目すべきであろう。

3. 現在の港湾技術

3- 1  港湾施設の建設技術

現在施工されている港湾施設の中で，代表的なものである岸壁，物傷

場などのけい船岸について述べてみよう。

けい船岸を構造的 iζ 一口でいえば，図 - 2 1ζ 示すように背後地面と海

図- 2



図 - 3 けい紛岸の構造

(a) 接 橋 式
( b) 矢 板 式

(c ) 閉 式 (d)  ケーソン丈

図 - 4 狸立工法
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底面とを垂直な接岸面で連絡する構造物という乙とができる。長い港湾

技術の歴史において，乙の直立面を保たせるということだけのために ，

技術者たちは苦労を重ねてきたのである。

けい船岸の構造形式は種々あるが，最も一般的と思われる形式は図-

31 C 示される洩橋式，矢板式，棚式および. ケーソン( 重力〉式の 4 種で

ある。大型けい船岸では桟橋式，棚式を選ぶ乙とが多く，比較的小型け

い船岸，および護岸のほとんどは，矢板式を採用している。なお，ケー

ソン式は大型，小型の別なく採用されている。

乙れらの諸形式において，前述した細部における種々の変化，進歩を

別にすると ，一一乙れらの進歩は土質力学，構造力学の発達による現象

の的確な把握に起因する一一一構造形式上の問題としては，ある程度かた

まったものとみるべきで，先人が苦労を重ねた結果見いだした技術を賞

讃すべきであろう。なお，使用材料については，大型杭打船の開発と電

気防食など防食技術の進歩と相倹って，鏑材が主材料として，コンクリ

ー トや木材にとって代ろうとしている。

構造形式を重力式とその他の形式とに分類すると ，軟弱地盤上では，

重力式以外の形式が用いられがちである。それは，第ーに既設構造物，

例えば護岸などがある場合，その附近で重力式を採用するのに(d)のよう

な置換が困難である乙と，第二に耐震性を考慮した結果有利である ζ

と，第三に支持力の点で有利である乙となどの諸因による。

とくに，第二の点は大地震多発繕であるわが国においては重要な事項

である 。ケーソン式のように地震力が直接壁体に作用する重力式構造物

では，たとえそれが設計計算上安定だとしても ，潜在的な不安感を設計

者はぬぐいきれずにいるのが現状である。

しかしながら，海洋を埋め立て大規模港湾を建設する場合には，施工

中の安定，急速な大量施工などの関係で，ケーソン式をする乙ともある。

乙の場合，ー箇のケーソンの大きさは，大阪湾内では 800 t - ロ∞t

程度で陸上制作 して起重機で海上に吊り下ろすという施工法が一般的で

ある。乙れは起重機船の大型化 Ir よって，はじめて実現できたものであ

る。

軟弱な地盤にケーソン式を採用するにあたっての支持力，耐震性の問

題については，基礎地盤を良質土砂で置換する乙とにより解決している。

地震時の置換砂のクイックサンドの防止については，定量的には未解決

であるが，置換面全域について捨石で被覆を行なって防ぎょ している。

しかし， ζ の重力式と ても港湾取扱貨物置の増大に対処するための急

速施工にあたって，良質土砂の確保の問題，ケーソン基礎捨石均しのよ

うな人力による工種の省略化の問題など，多くの問題が今後に残されて

3- 2  埋立技術

戦後，港湾の拡張のための峰頭用地をはじめ，工業用地，都市再開発

のための用地など多くの用地を臨海部に求め ，本格的な土地造成事業が

施工されてきた。埋立工法としては ，大別して図- 4のように 3つの形

式に分けられる。 (a) は埋立地へ直接しゅんせつ土を送る方法でaある。 (b)

は埋立前に在来海底地盤の圧密促進を考慮した方法で海底Ir 敷砂し ，サ

ンドドレーンを打設したものである。 (a) ，(b) はいずれも埋立周辺の土が

埋立に不適当な粘土であっても種々の理由からそのまま利用したもので

ある。乙れらは埋立後，埋立土を長期間放置し ，その表面を乾燥させ，

ある程度の強度をもたせたのち ，その上に敷砂を施工するもので，土地使

用のためには，さらにペーパードレーンなどで改良する必要がある。こ

れらの工法では上置砂のための粘土の乾燥期間，地盤改良期間等，相当

長期にわたる工期を要し，その閣の金利まで考慮する と不経済な乙とに

なりかねない。 (c) は良質な土砂で埋立てた工法であ る。乙の工法による

場合，大阪港では現在のととろ，海砂については反氾nf 積大型パージに

よる運搬後ポンプ船によ って送砂を行なっている。また，山砂を採用し

たときは，パージ，ガット船からの直接投入のほか，陸上速級はダンプ

トラックとフツレドーザーの組合せを採用している。将来，さらに大量土

砂を使用するにあたっては，コンベアシステムが支配すると恩われる。

3- 3  埋立地の都市化に伴う問題点

造成地の都市化を埋立という技術的な問題てとらえてみるならば，以

下の諸点が埋立工事に要求されよう。

i ) 埋立地盤の構造上の安定性

i i) 埋立地利用の時期( 完成ま での期間)

i  i  i ) 埋立地価

乙れらの事柄は互いに相関連し，また矛盾した要素を含んでいる 。 i )  

はとりもなおさず，埋立地盤の支持力と沈下との問題である。良質土砂

で埋立てた場合においでさえ，普か らの地盤と比較して弱く，また沈下

が予想される地盤である乙とは否定できない。しゅんせつ粘土よる埋立

は，前述したように地盤改良を必要とするが，今後は乾燥期間をおくと

いった乙とでなく工期を短縮する必要がある 。乙 うした乙とから研究さ

れたのが，フロ ーティングドレーンである。

フロティングドレ

ーンは図- 5に示す

ように ，浮子で浮か

された透水具を埋立

前Ir 設置 しておくも

ので，埋立土がどん

なに軟弱であって

も，埋立と同時に圧

密を開始するととが

できる 。なお，圧密

荷重は海底敷砂層か

らのサクションによ

いる。

っている。

図- 5

透水具

埋立土( 最終的には

水面よまであがる)

鉄筋など

4. お わ り に

以上，港湾建設の技術について簡単に述べてきたが，将来とも港湾は

物流の中心として，また都市再開発の場として，重要な役割を果してい

くものと思われる。港湾技術も，現在よりさらに安価に，速く ，確実に

ということを目指して発展しつづけるもの と思う。今後に期待 し， 見守

っていきたいものである。

(ささき し ん大阪市港湾局技術郎第一計画係長1

ひく・ち みちお 大阪市港湾局南港開発郎役針係長/
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市 民 生 活 と 港 湾

柴 田 悦 子

1. 巨 大 な 胃ぷ く ろ ( 大 都 市〕 と食 料 輸入

市民生活と港湾の関係は ， 一般にはあまり密接とは考えられていな

い。港湾が市民の般にうつるのは ，船出の旅やその送迎の際 IC. 普も今

も変らぬド ラの音lζ 印象づけられる程度であって ，日常生活の中で港湾

はほとんど忘却されている。新聞に港湾関係の記事が出るのも ，コ レラ

騒ぎとか，港の暴力とか( もっとも乙れは最近ぐんと減少した) . せい

ぜい接岸中のカ ーフェリーから車が潟水へ転落した事故といったたぐい

に限られてい た。それも ニュー ス価値がなくなれば，人々の記憶から簡

単に忘れられて しまう程度のものでしかなかったのである。

本来，港湾と市民生活の関係は ，乙のように一時的部分的なものでは

ない。 15年以上 も前の乙 とであるが，昭和29年 ビキニ 島で行われた米国

水爆実験のために ，日本のまぐろ漁船が "死の灰" で汚染されたとき ，

放射能が多畳IC検出されたまぐろが中央市場へ出荷される直前にチ ェッ

クされ廃棄された乙 とがあった。日常食生活と直結するだけに ，乙の例

は港の諸活動の重要性を各方面 lζ 再認識させたのであった。

水爆まぐろの時代に比較して ，今日ではわれわれの食生活に必要な食

料品の多くが港湾を通じて輸入され，デパー トや食品庖に並んでいる。

とくに近年，食生活の変化や貿易の自由化にともなって，海外からの食

料品の輸入置は増加の傾向をたどり，市民の台所は港湾を通じて直接海

外 と結びつく傾向がより明白になってきたのである。ヨｾ食菜食中心の食

生活から ，パン食その他食生活の多様化は，小麦，肉類，砂糖等の輸入

を増加させ，さらに コーヒー，サンキストレモン ，パナナ ，チ ョコ レ

ー トなど，貿易自由化とと もに食料品輸入は質量ともに増加している。

食料品以外に おいても市民生活に直接結びっく輸入商品は多くある。大

豆のよ うな食料用原料品 ，羊毛，綿花のような繊維原料品，さらに耐久

消費材の輸入な ど，われわれの生活への直接的連結範囲はますます広が

る傾向がみられる。

大蔵省関税局の統計によれば，食料品の輸入は ，昭和39年から 42年の

聞に4991億円から 64W億円に増加した。トン数でみれば，肉類は 5 倍，

小麦 1. 6倍，砂糖1. 45倍に増加しており ，国内自給率の低い小麦，砂糖，大

豆などはその 8 割( 大豆は 9 割) 以上を輸入に依存している状態である。

乙のように食料輸入は増加しているが，乙乙で主主大な消費人口をかか

えた大都市 と港湾の関係をみてみよう。昭和43年 8 月から 9 月にかけて

1 カ月間 ，運輸省第三港湾建設局が中心となって「大阪湾輸出入貨物流

動調査」が行われた。乙の調査によると ，大阪湾( 神戸税関，大阪税関

内) における上記期間内の貨物の動きは ，輸出 110万トン ，輸入138万 ト

ン，輸入品目の中心は，鉱物性燃料，金属原材料，木材などであるが，
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穀物類( 大麦，小麦，米，とうもろとし，メリケン粉およびミ ーJ レ) は

13.8万 トンで全輸入置の約10% をしめる。その他食料品( 肉および調整

類，酪良品，魚および調整類，果実，野菜，糖類はちみつ ，コーヒー茶

など) は9. 9万ト ン，約7. 2% である。乙れは巨大な胃ぶくろである大都

市を背後にひかえた大阪 ・神戸港で，都市生活の必需食品が港湾を通じ

て市場に出される乙とを示してい る。

輸入貨物の背後地は ，輸出貨物に比べてせまく ，近畿地方で全体の84

5ぢ，神戸市，大阪市だけでも459ぢの集中をみせている。輸入食料の場合

の背後地は ，と くに両大都市への集中が顕著である。 トン数からみて最

大量を示す穀物の仕向地は ，近畿以外の中国 ・四園地方へひろがりをみ

せているが，肉および加工食品は ，神戸 ・大阪を中心とした都市へ集中

している。例えば神戸，大阪両市へ最終着地を有する食料品は ，魚およ

び調整品70 %強，果物野菜4096. 糖類はちみつ859払 穀 類4 0 %といった

具合である。乙れらの事実は ， 大都市= 大消費地を背後に有する港湾

は，市民の食生活 lζ 欠く乙とのできぬ重要な役割を果している乙とが判

明するのである。

次lζ 神戸港で扱った輸入品の実績を . 44年上半期について神戸税関統

計によっ てみれば，全輸入商品の中で食料品の比率( 金額〉は2496で，

原燃料品その他 IC比べて最も大きな比重を示している( 原料品18. 0% .

機械機器12. 4 %. 繊維原料12. 19的。乙の食料品の主要なものは食肉 ，

魚介類，とうもろとし ，バナナなどであり，前年に比してとくに増加し

たのはノマナナ 13. 19払 小 麦 5.6% などである。乙れをみても大都市を背

後 IC持つ港湾において ，市民生活に直結する食料品輸入のウエイトが予

想以上lζ 高いととがわかるのである。

2. コ ン テ ナ 化 と 食 品輸 入

最近世界の定期船に コンテナ化がすすむにしたがい ，その復航に食料

品が積まれ，わが国の食料輸入がさらに一層増加してきでいる。乙れは

コン テナ船就航当時予測していた範囲を超えて食品輸入が進んでいるの

である。

東京税関 コンテナ委員会の調査によって ，昭和M年 2 月- 3 月の 2 カ

月間の コンテナ貨物の取扱状態をみると ，輸入4287個のうち生鮮果実は

全体の 11% をしめており ，食肉 4. 89ぢ，えび 2. 29ぢ，豆 1. 79払 そ の他食

料品 1. 5% を加えると 21. 2% となり ，コン テナ貨物の中では第一位をし

める ととになる。乙の統計で食料品以外の コンテナ貨物としては . N S  

T S 貨物 (20. 4%) . 捌砂 (9. 2%) . 原皮 (8.0%) . 機械類 (6.0%)

といった と乙ろ が主要なものである。



少し時期はずれるが，昭和44年10月- 1 2月，大阪 ・神戸税関と阪神外

資益事頭公団による コンテナ貨物流動調査によれば，輸入コンテナ貨物の

中で第一位は，食料品 ・動物で30.3$ぢ ( 17，797 トン) であり，たば乙を

加えると 30. 5%になる。食料品の内訳では ，レモン7.796，肉6. 3$払 飼

料2. 2タム干ぶどう1 . 8 %0 レモンはその約 2 分の l が大阪府へむけられ

ている。おそらく今後食料品の輸入量の増加につれて，コンテナによる

ものが急増していくにちがいない。果物 ・野菜のように，荷いたみがは

げしくしかも迅速な輸送が望まれる貨物に関しては， コンテナはきわめ

て有効な輸送手段になっている。

食料品の大阪 ・神戸錫げ港からの内陸輸送は，加工食品，食料品の場合

はトラック輸送が圧倒的である。穀物は汽船・はしけの輸送がつかわれ，

果実，はちみつ，コ ーヒ， 茶，香辛料，飼料などについては， 一部はしけがつ

かわれるとともある。しかし一般的に食料品の背後地が，港からあまり

離れていない乙ともあって， トラック輸送が中心となっている。さらに

食料品のような高級貨物で配送先が小口に分散しているものは， トラッ

ク輸送が適切であり，穀類のようにサイロ扱いがなされるものは，直接サ

イロ ーー食品コンビナートへ荷揚げされ加工されるのが一般的である。

食料品の場合，船卸時のロットがどの程度の大きさかをみると，前記

調査による神戸港κ 例をとれば，穀物類が 385件中297件が 1∞卜ン以上

のロット ・カーゴーである。乙れに対し食料品は 1- 5 トン程度のとと

ろに集中しており，例えば肉および調整品は233件中 102件が，果実およ

び野菜は385件中 117件が，それぞれ 1 - 5 トンの小ロットで輸入されて

いる。前記調査によれば乙れら貨物の荷姿は，食料品のコンテナ扱いは

まだ一部に限られており ，現在急速に増加の過程にあるといえる。

食料品輸入の場合においては ，荷づくり費用の節減が，直接商品価格

を動かすまでに至るか否かは，今後の研究をまたねばならない。という

のは，食料品の場合，物的流通以外の流通機構がいまだに複雑さをきわ

めているため ，市場価格の形成にいくつかの段階を経なければならない

事情によるのである。消費者である一般市民は，市場にならぶ食料品を

選択するとき ，その輸送手段や荷姿や流通機構などをいちいち問題にな

どしない。品質と価格のみが選択を決定する唯一の規準である。乙の点

輸入食料品に限らず，一般的に食料品における流通機構改革がつよく望

まれる所以でもある。むしろ比較的流通機構の単純な輸入食料品の近年

にみられるような著増ぶりが，国産食料品の複雑な流通機構へ何らかの

刺激的影響を与えているかもしれない。 ζ の意味では，輸入食料品の国

民的経済に持つ役割は，単なる嶋市民の胃袋" をみたす以上lζ 大きな役

割を有しているととを知るのである。

3. 港 湾 都 市 と 都 市 交 通

港湾活動の活溌化は，当然港湾への搬出入貨物の量を急増させる。乙

乙で最大の問題となるのは，港湾と幹線道路を結ぶ道路網と交通量の増

加によって市民生活が多くの犠牲的影響をうけざるをえない点である。

例えばそれを大阪港に例をとってみれば，従来から大阪の陸上貨物輸送

の拠点は ，国鉄貨物駅をはじめ主要幹線道路が北部に集中 している 。大

阪港と名神高速など主要幹線との連結は，鉄道の場合は，臨港線を経由し

て梅田駅IC集められるが，道路については過密とマ ヒにあえいでいる都

心部を通過しなければ幹線道路へ出る乙とができない。とくに大阪の地

理的特質から日本縦断幹線道路につながるためには，西へいくにも東へ

いくにも淀川を渡らねばならず，乙 ζ にかかった 6 本の橋が，実質的には

大阪の出入口となって，乙の部分における交通混雑がもっとも深刻にな

っている。最近内 ・中 ・外の三環状線の建設によって，大阪府南部およ

び東部発生の貨物は，大阪市内を通過する乙とが減少はしたものの，大阪

府下輸出貨物の発生源が，上記南，東部に集中している乙ともあって，乙

れら貨物( 主として雑貨一一ミシン，ガラス製品，自転車，眼鏡，洋傘な

ど) の輸出港一一神戸港への輸送は，阪神聞の都市交通に大きな影響を

もたらさざるをえない。今後大阪府下発生貨物が大阪港から積み出され

る可能性については今日問題にされている大阪湾再開発の中で検討され

るであろう。ただし乙乙では外貿ライナ ーポートとしての神戸港と ，輸

出貨物発生源との聞の陵上輸送体制j の問題点の指摘にとどめてお乙う。

港湾と背後輸送との関連から生じる市民生活への影響は，コ ンテナの

内陸輸送でー庖顕著になる。 8 x  8  x20 ( 単位はフィ ート ) のコンテ ナ

を積載したトレラ ーは，大型，低床で， "山のよう " に巨大である。 神

戸港まや埠頭へ出入する乙れらトレラ ーは，阪神高速，名神，または第

2 阪神国道などで大阪，京都，名古屋方面へ，さらに山陽方面へと結ば

れるのであるが，沿線都市の市民たちは，交通事故の激増をはじめ多く

の生活環境悪化に悩まされている。例えば第 2 阪神国道に，阪神高速の

二階建道路が建築されてのちに，下を通る車の騒音が反響して，周辺の

住民からは従来よりひどい騒音に苦情が出ている。二階建道路は，沿道

北側の日照権を奪い，テレビ映像は写らず，騒音と排気ガスで著しい生

活環境の悪化をもたらしている。

ζ うした矛盾は，港湾建設と内陸輸送体系が統一的に進められていな

いところに原因がある。港湾と道路の行政主体が別々であると ともその

一因であろう。しかし今後の港湾建設や道路建設は，少な くとも都市の

再開発の観点から統一的に進められなければならないであろう。 ζ の意

味で阪神沿線都市の通過交通からくる被害を解消させる点で，大阪湾岸

道路の建設は有効であると考える。また必ずしも神戸港と結合しない大

型トラックやトレラ ー ( 大阪一山陽一北九州を結ぶ路線 トラック や，山

陽 ・四国 ・九州方面への各種トラック) の通過道路として も，住宅地か

らはなれた湾岸道路は有効であろう。最近四国，九州む けにカ ー・ フェ

リーが多く利用されている。カー ・フェリ ーは，長距離トラックの運転

手一人乗務を可能にするとともに，運転労働からくる疲労を軽減すると

いう有利な面を有しているが，フェリー ポー トの立地は必ずしも適切で

はない。現在ある東神戸埋立地区のフ ェリー 港を西宮以東lζ 移すなら

ば，大阪発貨物が何といっても多量をしめる輸送構造のもとでは，若干

の改善となるのではあるまいか。

4. いこいの場所・海上公園・憧れのみなと

上記のように今日の港湾と市民生活の結びつきはあくまで経済活動が

中心であった。しかし市民はみなとに対してもう一つのイメ ージを持っ

ている。神戸市民は，神戸市山手にあるすわ山公園からみなとを眺めるの

が好きである。世界へひろがる海，白 い波を残して出ていく 船をみるの

は，忙 しい生活の中の " うるおいの一時" である場合もある。 " みなと"

を主題にして広くうたわれた流行歌が数多いのをみても "みなと " の持

つロマンティックな側面を落すわけにはいかない。明治時代からうたわ

れた小学唱歌「港J i波浮の港J i長崎物語J i港町ブルース」など，

いずれも市民に親しまれた歌である。

市民の心にうたわれてきた " みなと" も ，現実にみれば，汚染され異

臭のただよう " みなと" でもある。海上の汚染を防ぎ( 乙れは一つは臨

海工業地に何らかの規制をし，公害防止装置を義務づける 乙と，さらにタ

ンカ ーの海上汚染を防ぐ強力な方法をとる必要がある) ，美しい" みなと"

つまり市民のリクリエ ーションの場をその一部に確保できるような港が

望まれるのである。大阪府は，阪南港からさらに和歌山よりの多奈川周

辺に海洋リクリ エー ションセンタ ーを建設する計画をすすめている。緑

とオゾンと青い海は，青少年をはじめ多くの市民のい乙いの場として活

用されるであろう。

大阪湾の総合開発をすすめる過程で，芦屋沖埋立地IC海上公園をつく

るプランが発表された。奈良盆地や六甲山上まで都市化がすすんでいる

今日，ついに海上へ公園を移さねばならぬのかと都市化の深刻j さを思う

反面，市民生活の充実と環境整備の立場から海上公園のプランの実現化

が待たれるであろう。市民がより気軽にみなとへ散歩やリク リエーショ

ンに出かけるようになれば，港湾や海上汚染についても ，よ りもっと積

極的な対策がたてられるかもしれない。運輸省は海上リクリエ ーション

開発について積極的態度を示している。

いずれにしても今まであまり緊密と考えられていなかった 「市民生活

と港湾」の関係は，今後急速に接近するであろう乙とはまちがいない。

( しばた えつ乙 大医市立大学商学部助教侵)
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あ す の 大 阪 湾 を 考 え る 一望ましい海面利用のあり方を探る-

川 崎 芳 一

ーは じ め に一

大阪湾地域においては， ζ れまで" 商都一大阪" . 国際貿易港ー神戸"

" 文化都市一京都" を三大核とするいわゆる京阪神地域を形成しており ，

西日本の経済 ・文化の中枢としての地位を占めてきた。とくに物的流通

に関しては東海道地域( 陵のベ J レト地帯) と瀬戸内( 水のベルト地帯)

との接点の役割を果たす重要な地域である。

近年，わが国の急テンポな高度成長 iζ つれて，当地域でも膨大な人口

および諸産業の集中が進行し. 過密の弊害があらゆると乙ろで顕在化し

ている。とのととにより 大阪湾地域においては今後，乙 れまでのすう勢

的拡大では時代の要求に対処できなくなり，その構造的な変換を余儀な

くされてきている。

現在，運輸省第三港湾建設局では昭和ω年を目標とした「大阪湾港湾

整備の基本構想」を策定中であるが，そ の作業の一環 として， 大阪湾に

おけるべイエアリアの望ましい利用を中心とした開発ピジョンをさぐる

ため，昭和45年度1<:: i あすの大阪湾を考える」 ‘というテーマで，各方面

の有識者に対 し，下記のような観点からのアンケ ート 調査を実施したの

で，その概要を紹介してみよう 。

一大阪湾地域の将来のイメージー

大阪湾地域( 大阪湾とその周辺部) の役割について全国的な視野に立

って考えてみた場合の将来のイメージ についてm人から解答をえたが，

要約すると以下のようになる。

イ〉京阪神を中心とする大阪湾地域の地形的，歴史的な環境，都市構造

を十分反映し，風土的にも精神的にも豊かで高密度な国土の利用がな

される。

ロ) 西日本の交通通信の中核として，一大流通拠点的性格がますます強

まる。とくに阪神経済圏は瀬戸内海地域，紀伊水道地域と外延的に新

しい経済活動の場が形成され，国土の均衡ある発展が期待できる。

ハ) 国際交流の緊密化，地域経済の活発などにより，輸送需要はますま

す増大し，近代的な流通施設の整備が推進され，瀬戸内海，大阪湾，

紀伊水道の海面は海上輸送の動脈としての機能を十分発揮できる。

ニ) 京阪神経済商業資本を主体とした発展のプロセスからしても今後の

東南アジアのタ ーミナ J レとしての集積の可能性と期待は非常に大なる

ものがある。

また大阪湾地域の将来像として参考になるべイエアリアの例として

は，サンフランシ スコ，ニューヨー ク，ロッテノレダム，サンディェゴ，

プリスト J レ湾，ビュージェット，などがあげられているほか，他に参考

になるものはなく，将来の大阪湾地域については，他1<:: 例のないユニー

クなものを考えるべきとの意見は少なくない。

ーアンケート対象者と回収率一

アンケート対象者としては，大学教授， 各種研究機関，企業，財界図

表ー 1 アンケートの対象者と回収率 体，報道関係者，評論

大 学

各種 研究機関

企業及び財界団体

マスコミ関係

そ の 他 個 人

合 計
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|発送数 |回収数 |回奴率

63人 23人 37%  

9  3  33 

66 40 61 

9  3  33 

7  
。 。

154 69 45 

家など大阪湾1<:: 関心を

抱いていると恩われる

有識者 154人K 対して

アンケー トを依頼し，

69人か ら回答をえた。

回収率は全体で459ぢで

はあったが，質問内容

が高度であった乙と ，回答がすべて 文章記述方式であった点を考えれ

ば，良好な回収率である と考えられる。( 表一 1参照)

ー海面を中心とするペイエアリアの利用方法ー

大阪湾地域の総合開発の一環として今後大阪湾の海面をどのように利

用すればよいかという質問に対しては，回答者66人のうち，半数以上が

国際貿易港，国際空港， トラックター ミナル，倉庫などの流通施設を中

心K 大阪湾を大規模な流通拠点として開発する方向を指向している。

ζ れらの施設につづいて多いのは都市型工業，臨海性装置工業，未来

産業としての利用，あるいは発電所. C. T.  S などエネルギー基地とし

ての利用，あるいは，海洋性レクリエーシヨン基地，住宅を中心とする新

都市の建設，大規模な産業廃棄物処理用地としての利用をあげている。

回答者66人か施設に制限なく奨める場合の施設別推奨状況を図ー 1 1ζ 

示す。

ーベイエアリアの開発パターンー

大阪湾の海面の今後の開発については下記のようなパターンが考えら

れる。そのうちあなたが最もよいと恩われるものはどれかという質聞に

対しては，

1  ) 現在の水際線にとどめる( 現状維持型)

2) 現在の水際線より沖へ出す( 前進型)

6人 1

3人 |

3 ) 水際線沿いに延伸させる( 延伸型) 4人 |

4) 湾央海面を利用する( 湾央型) 18人 J

5) 複合型( 湾央型) +  ( 前進型) 13人 1

(  11 )  +  ( 延伸型) 12人 |

(  11 )  +  ( 前進型) +  ( 延伸型) 3人 |

( 前進型) +  ( 延伸型) 5人 J

単独型 31人

複合型 33人

単独パタ ーンと複合パターンが大体半々となっている。湾央埋立型とし

てはすでに種々の開発構想が提案されているためか，全体の% が，可と

している。ただ膨大な資金，高度の技術，環境の変化( 気象，汚染，海

象等〉など検討すべき点は少なくないが，大プロックで自由な土地利用

ができるとと，湾央道路湾岸道路による大阪湾地域の一体化，高潮対策

なと有利な点も多い と指摘している。 (図- 2 参照)

ーベイエアリアと周辺地織の将来イメージー

「大阪湾」と周辺地域は過去~現在において相互に関連して発展して

きたと恩われる。そ とで、下記の地域について将来の関連イメージは何か

という質問に対して将来期待される機能について地域別に一つだけ選出

すれば，

回答数全回答数

大阪は流通基地 14人 (57)  

型亙は外貿の中心 22人 (49) 

亙聾は文化学術都市 18人 (69) 

阪神間地区は住宅地帯 23人 (68)  

徳島は臨海性工業地帯 11人 (57)  

和歌山はレクリエーシヨン地域 14人 (69)  

琵琶湖は水資源供給地 33人 (68)  

淡路島はレクリエーション地域 34人 (85) 

泉北は臨海性工業地帯 13人 (68)  

泉南は住宅地帯 15人 (82) 

播磨は臨海性工業地帯 15人 (54)  



図 - 1 大阪湾海面利用方法 ( ) 内は解答者数，単位人

1)  現 状 維持 型
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図- 2 大阪湾の海面利用パターン

2)  前進 型
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3)  延 伸 型 4) 湾 央 型
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[ べッドタウン〕

③w  

株 ｩｴ ｾ ノ。経路

昭和
年

問 題

'" 
回 答 数 25 30 35 40 45  50 55 60 65 70  75 80 

( 人)

大 気 ・水質汚染の深刻化と生活環境の悪化 41 

民ミ百

港湾地設の不足 38 

ｾ＠

ｾ浴施設の不足
35 

ぬミ5

(C T S，U J[i f - 墓地〕 乎J r . [
道路交通の麻樽 23 

ぶ6ミ

-_-_-_._-

地価高践 による住宅不足 11> 

用水不足による生産活動のHll 苔 Ｑｾ＠

r. s市機能用地不足による大相l市機能丹 l:a古ー

応ミミ

電力不足による生産活動のl阻害 16 

除 ミ

自動車交通のi世mによる交通戦各の深刻化 14 

人目 的i!!l J，X集中による大部市機能の l:a冶ー 11 

主ぎ主主

緑地の減少による生活環境の慈化

ー・

飲料水不足

ｾ＠

流通総設の不足による都市内物資話活力的 l:a'，占‘ 11 

bとミ

公害規制的厳絡化による生産活動的| 現在
Q  

( 港 側 内 貿 港 流 通 基1倒 ;(J l J  海洋レ クレ ション地設の不足 5  

通勤ラ y シュ
6  

"  

とミ

用地不足 による生産活動の限吉一 6  

ぉ除ＢＧＧＧｾ災民ミ
u主) ー ー ー 問 題 発 生 の 時 点

仏 、 ' ).. Ｚ ｾ ｾ問題解決の時点

裏 - 2 大阪湾地岐における各種問題点の発生と解決時点

図- 3 rベイエアリア」と周辺地織との将来の関連イメージ

また機能について，各地域においてその機能の大阪湾周辺地域におけ

る分布期待状況の一部を例示すれば図- 3 のと おりである。

一問題点の発生と解決ー

今後重点的に解決していかねばならない問題は何かをさぐるために，

代表的と考えられる問題点を 19ならベ，それか ら5 つを選んでもらった

と乙ろ，回答者67人のうち半数以上が指摘している問題点として，大気

水質汚染の深刻化と生活環境の悪化，港湾，空港などの輸送施設の不足

などの指摘が目立つ ている。

各問題点に関しての発生時点と解決時点についてまとめると表- 2の

ようになる 。なお，ア ンケートに記載してない問題点として 「総合計画

の欠如による弊害J i再開発投資不足による市街地荒廃J i地盤沈下によ

る都市機能低下J i情報処理機能不足と不統一」などが指摘されている。

一大阪湾の開発管理のための組織ー

大阪湾の調査，研究開発は主としてど乙 が行なうべきかとの質問に対

しては， 国，地方自治体，民間などが単独で行なわず乙れらの混合組織

をもって行なうべきであるとの意見が圧倒的である。 しかし参加主体が

それぞれの特徴を生かした効果的な調査，研究を行なう乙 とを強調して

いる。

将来「大阪湾」の管理運営組織 はどうある べきかとの質問に対して

は，ニューヨー クのポ ート オーソリ ティーを範とした，特別管理団体に

76 

よって管理運営を行なう べきであるとの回答が圧倒的に多く ，全体の70

% に達している。また特別行政区を設定して従来の行政組織の枠を離れ

た新しい行政組織によるべきである との窓見も多く ，国，地方自治体，

公社，公団などをあげているのはほとんどない。

ー あ と が きー

今回のアンケートは大阪湾地域を総合的に開発する場合 !C 各有識者

が大阪湾の広大な水域に何を期待しておられるかを探り出すために実施

した ものである。今回はその中間とりまとめの一部を紹介させていただ

いたが，将来の海面利用のあり方を考えていくには，

0 過去~現在の変遷が将来lζ 何を期待するか。

ONeeds および価値観の変化→将来の目標は何か。

0 海面利用の具体的なパターンは何か。

0 海面利用と背後都市の再開発の可能性。

0 新しい港湾機能の導入と在来施設の機能純化。

0 海面利用の新しい要請と 湾全体の調和。

などについて，さらに今後徹底的に検討を行なう必要がある。

最後に今回のアンケ ー ト調査に尽大なるど協力をいただいた皆さまに

対しては深く謝意を表する とと もに ，今後ともど指導をいただきたいと

思います。

〈かわさき よしかず運輸省第三港湾建設局企画課長〉



都 市 と 港 湾 ト ピ ッ ク ス - 大 阪 港

大阪南港における流通基地構想について

桜 井 与 平

橋 本 固

は し が き

経済の高度成長iとともない，貨物の輸送量は年々増加し，運輸省の試

算による海道貨物取扱置は全国規模で昭和44年の約凶億 3 千万 トンに対

し昭和!3J 年に は33億 8 千万トン IC達すると予恕されている。大阪港にお

いても貨物量の激増が予想され，新港湾整備5 カ年計画による貨物取扱

は昭和!3J 年には現在の約 5 千万トンに対し倍の約 1億トン( 但し フェ

リーを含む) 近くになると推定されている。

乙れら激増する貨物を迅速，正確に輸送するためには近代的な外，内

貿およびフェ リー埠頭などの整備および乙れら と有機的に連けいした大

規模，適切なる流通基地すなわち在来等頭の強化とともに ，輸送体系を

シス テム化して鉄道， トラック ，船舶( フ ェリー) など各種輸送機関の

合理的結合による協同一貫輸送体制 ( Inter - modal  t ransport at i on)  

の可能なタ ーミ ナルー複合タ ーミナルーの建設がまたれる。大阪港にお

いては南港造成地を中心IC複合タ ー ミナルを検討中であるが，乙れにつ

いては運輸経済乙ん談会が昭和42年にその構想を発表されている。従来

単一輸送機関のタ ー ミナルは存在しても本格的な複合タ ーミ ナルの建設

された例はなく ，乙の計画は大阪港において初めての試みと考えられ施

設計画をはじめ建設主体，管理運営主体等々について未経けんのむつか

しい問題が多くあり ，各界のど意見を頂いて解決していく必要がある。

したがって当局においては，陸連，海運，金融等各界の方々にお集まり

いただき，学会よりのご支援も得て "複合タ ー ミナ J レ研究会" ( 座長 ・

京大長尾教授) を発足させ，K K日建設計の協力のもとに ，ター ミナ J レ

利用大宗貨物の流動予測，乙れら貨物に対する施設計画，建設管理運営

形態などを中心に目下検討中である。従って大阪港における複合タ ー ミ

ナJ レについての全容の報告は本研究会及びそれ

以後に予定されている委員会の結論をまつ要が

あるが，本稿では南港開発を中心に現時点で乙

の域内で考えられている複合タ ー ミナ J レの概要

について述べるとととする。

南 港開発計画 と 立地 条 件について

大阪南港は大阪市住吉区，大正区の西部IL位

置し， 昭和33年より本格的な埋立を開始したが

現在事業中の約610ha の区域については約80%

の進捗をみている。さ らに昭和! 3 J 年までには新

南港約300ha の区域の造成を図る計画である。

現在外貿埠頭公団が コンテ ナ埠頭 2 パース( オ

ース トラリヤ航路〕を供用しているのをはじ

め，それの関連施設 ( 2 区) ，関東，四国，九

州方面との フェ リーの開業 ( 3 区内賀商港) ， 

鉄鋼，木材の流通加工基地の稼動 ( 1 ，2 区) な

どにみられる どとく ，道路など公共施設の整備

とあわせ着々と都市的形態を調えつつあるが，

その基本となる マスタ ープランの根幹的な考え

方は次の 2 点に要約される。

1  ) 港湾貨物の激増 IC対処するため内外貿の埠

頭を整備し，埠頭関連用地を確保して大都市港

湾としての流通機能を強化する 乙と 。特iζ 海運革命といわれるコンテ ナ

リゼーションに対応して コンテナ埠頭用地を確保するとと もに道路輸送

と海運輸送の長所を兼ねそなえた中長距離フ ェリー施設の建設とさ らに

その背後に複合タ ー ミナル用地を確保し流通の近代化を図る乙と。

2 ) 港湾施設に限らず海陸交通の接点として西日本の流通センターとし

ての機能を強化する とと。併せて大都市大阪が有 している種々の都市問

題に対し，都市再開発用地を確保すると ともに広域港湾道路の一環とな

る基幹道路の他，幅広い道路，公園， 緑地など街づくりの基本施設を整

備する乙 と。以上の考え方による土地利用構想図は図一 1 IC示す通り で

あるが，大ざっぱにい って，新南港( 外貿ノイース〉を別とすれば， 1 ・2

区水路南側は，内賀商港，フェリ ー， トラックタ ー ミナル，鉄道貨物駅

などを集約した流通墓地( 複合ター ミナ J レ〉およびそれに附随した業務地

区，水路北側は，業務，商業，サービス施設，住宅地を中心とした都市開

発用地，水際線には コンテナ埠頭，流通関連団地などを導入している 。

なお，道路 ( 13%以上) ，公園緑地 ( 7 %以上〕な とY公共施設，レク

リエー ション施設を十二分に確保してい る。また，陸上交通網としては

すでに完成している敷津長吉線をは じめ柴谷平野線，大和川北岸線な ど

都市計画道路の開発地内延長と現在工事中の港区 と南港を結ぶ南港連絡

橋の架橋によ って合計2 車線が確保され，乙れらは内環状線，中央環状

線，市内高速道路網と短絡 し，さ らに名神高速道路，中国縦貫道路等紀

南，京岐，中国方面への幹線道路に接続され，また複合タ ーミナ J レ建設

予定地附近を通る大阪湾岸道路が昭和ω年関通を回途lζ 計画が進めら れ

るなど，流通拠点としての環境は整いつつあり ，当地区は複合タ ーミナ

ル建設地としては，理想的な条件を有している と考えられる。

図- 1 南 港 土 地 利 用 構 想 図

" " " ' - 一一大和Jll

ご、 医 ｾ ｩ 阜 ｅ 貰用地

E二コ 流 通 関 連 用 地

震 室 雪 業 務 商 業 用 地

区ｾ都市性工業用地

区三3 住 宅 用 地

区三ヨ 公 園

複合タ ー ミナルは検討予定地を示す
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複合ターミナルについて

i  ) 複合タ ーミ ナルとは

「物流革新の方向J ( 運輸経済研究センター) によれば，複合タ ー ミ

ナルとは従来各輸送機関が各自所有していたター ミナノレを地理的に集約

化して輸送経路の合理的な祭択を容易ならしめるような構造を有する タ

ー ミナノレであって，理想的には次のような機能をあわせもつものである

とされている。

a ) 積みかえタ ー ミナルとしての機能

鉄道( フレー トライ ナー) . 自動車( 高速道路，路線車，集配車) .  

海運( 外貿コンテナ，内貿コン テナ，フェリー) . 航空の各種輸送機関

の結節点にあって輸送機関相互の積換え作業がスムーズに行われるとと

によって協同一貫輸送が円滑に行われるとと 。

b) 一元化された集配機能

各運輸企業聞の共間集荷，共同配送体制を確立して配車の積載率の向

上を図るとともに合理的な集配圏繊を設定して交錯輸送をなくす。

c ) 一元化された混載機能

従来各輸送機関で独自に行っていた混載業務を一元化する ζ とによっ

て規模の利益を生み出す ζ と。機械設備の導入などにより省力化する。

d ) ストックポイントとしての機能

ストックポイント機能が補助的に具備される乙とによ って輸送活動と

山l川111111111111川11111111川川川 IIIIIIIIJIIIII図- 2 複合ヲーミナ ｊｾ のパヲーン図 Ｂ川ＧＢ川山 ＱＱＱＱＱＱ 川
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( 海運、トラッ夕、鉄道等)

「一ー 一一 ーーー一一ーー ーー - 1

1  コ ン テ ナ づ め ま た は I  I  、

パ ン 吋 | 一 「 一 一 一 一γ

L l  

(1  コ ン テ ナ ま た は

|  パ ン に な ら な い 貨 物

発 イ

LI コ ン テ ナ づ め ま た は

、 ， 〈 ン ヴ 的

渚 4

II 三: : : 222取 出 し F十 1 積み替え

中継 r ーJ I  

誌 は317め れ は 片 = キ | 耐 え |; 

L _ ー・ーーー一一 ーーーーーーー - j

H  ' 賓み替え

.____.J 一一一一一一一

ｾ＠ コ ン テ ナ 去 た は バ ン カ か 、 ら の

一
I  I 荷 の 取 出 し

L _ 一ーーー『

一一一ーー- 1 1  

二__. 内が復合ターミナルの機能と考えられる。
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復合ターミナルの梅念

( 松木洋三氏「観合タ ーミナルの解説J より)

内航コンテナ フェリーパース
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78 

保管活動とを合理的に結合すると同時に輸送活動lζ 付帯する荷役作業と

保管作業に付帯する荷役作業をなるべく合理化して荷役運搬作業量を節

減する。

e ) 情報サービスの提供

以上より複合タ ー ミナ J レのバタ ーンは図- 2 のどとくなると考えられ

る。大阪南港は単に近代的設備をもった海陸の積替えターミナルという

だけでなく鉄道引込みという新たな条件も加われば，大阪における一大

物流拠点となり得るが，複合化する乙との公共的見地からの利点は次の

ごとくと考えられる。

a) 長適輸送機関撰択の自由性

b) 輸送機関相互の柔軟性のある 一貫輸送

c ) 集約化によるスペースの有効利用

d ) 混載業務の一元化による能率向上に伴う輸送のスピー ドアップ

e ) 集配業務の一元化による交錯輸送の排除

以上の結果として i  ) 都市内交通事情の緩和 i i ) 輸送コストの低

減に資しうるもの と考えられる。事業主体，運営の方法などについては

a ) 公共機関 b ) 官民混合体 c ) 協同組合 d ) 個別企業，など

が行う乙とが考えられるが，さらに分譲方式，賃貸方式なと‘ についても

それぞれの長短所を詳細に検討する要がある。今後の検討に待つべき問

題と考えている。

i  i) 複合タ ー ミナルで扱う貨物について

港湾貨物は一般に石油，鉄鋼，木材，セ メントなどに代表される大

物資( パJ レキーカーゴ) と雑貨または乙れに近い小口貨物( ゼネラ J レカ

ーゴ) IC分けて考えられる。前者の物流は特定の品目を多量に扱うので

個々の企業による合理化，専用化が進みやすい。乙れにくらべゼネラ J レ

カーゴは，一般に荷のロットが小さく，荷姿や行先もまちまちであり荷

役の機械化や末端の集配の合理化がおくれていた。またゼネラノレカ ーゴ

は都市消費者と直接関係の深い品目が多いだけに大都市の前述のごと く

交通問題，物価問題なと・とからんでその合理的な配送形態の検討に急を

要する。

取扱い品目については，さらに今後の検討に待つべき点が多いが，一

応海運造船審議会であげている「 コンテナ適合貨物」が考えられる。す

なわち輸送統計に用いる 32品目のうち ，野菜果物，その他農産品，畜産

品，水産品，窯業品，化学肥料の一部，化学工業，セ ンイ工業品，食料

工業品，日用品，その他の製造工業品，動植物性飼料の一部。

次lζ 雑貨のうち小口混載荷物は当然複合タ ー ミナ J レの対象となる。現

在取扱われている小口混載荷物と しては路線トラック貨物( 機械，日 用

品，セ ンイ工業品，その他化学工業品) . 鉄道貨物の小口扱，小口混載

扱い ，日発定航( 鋼材，日用雑貨，建築資材，機械など) . 外貿コンテナ

の混戦扱い( 輸出: 電器製品，衣類，陶磁器，金属製品 ，セ ンイ ，輸入

: 原皮，綿花，レモ ン，肉類など〉。

一般的な大宗品目は以上のとおりである が，さらに具体的には南港に

計画されている諸施設( 外貿コンテナ埠頭，フェ リー益事頭，内貿定期埠

頭ー北海道，四国，九州，京浜など国鉄フレート ライナー基地) の取扱予

想品目からの類推，および複合ターミナル集配対象圏域で，生産，流通消

費している大宗品目( 臨海 3 区では金属機械工業品，化学工業品，林産

品の翰送量が多い，また事務所分布からみても金属整品，機械，鉄鋼，木

材関係が多い，府下南部は，センイが圧倒的に多く次いで機械，金属製

品) からも類推して，その起終点間の輸送系路を検討する必要がある。

む す び

最初にお乙とわりしたように現時点では複合タ ーミナ ルの具体案のと

報告までには致らないが，大阪市内および南大阪を集配圏域とする面積

約50haのタ ーミナルを構想している。 混載荷物の取扱量は 9，0∞t/日位

と推定している。本タ ー ミナ J レの建設計蘭に当 つては種 困々難な問題が

予想され，今後とも運輸省を始め各界の一層のど指導，ど支援をお願い

する次第である。
( さ く ら い よ へ い 大 阪 市 港 湾 局 技 術 部 )

はしもと かたし 大阪市港湾局南港線発郡/



大都市における都市( 活動〉と 港湾についていえば，た しかに戦前の

神戸K 代表的』とみられるよ うな 融合はいま薄れつつあるのかも しれな

い。しかし ，最近，新たな側面から都市と港湾との接点が問題lとされて

いるようである。それは ，いろいろな要因があるも のと 恩われる。それ

を，現在計画が進められているポ ートアイランドや六甲アイランドのい

くつかの側面を紹介しながら考えてみたい。

まず最初は ，乙れまでどちらかといえばエリヤとして画然とわかれて

いた都市活動と港湾活動の場が相互浸透する傾向がうかがえると とであ

る。まず都市側からの要因として ，しだいに膨張する大都市の内部の用

地需要が臨海部へもむかい ，たとえば埋立てといった形で，在来の港湾

地域にも都市活動が浸透 していく傾向がうかがえるととである。

逆 lζ 港湾側からの要因として港湾施設の増設による都市への影響があ

げられる。最近の「船どみ」の状態からも推察されるように ，パースの

不足ははなはだしい。乙れに対応してポ ート アイランドのような大規模

な港湾施設を増設する ζ とになると ，い きおい道路をはじめ大きな関連

投資が都市側にも要請される。乙れは ，極端な場合，都市再開発を誘導

するととにもなり ，近時の港湾施設の計画と都市計画 とがきわめて接近

している乙とをものがたっている。

下lζ 示す図は，さる 3 月29日「神戸港ポ ー トアイランド基本設計委員

会」で半年間の審議の後答申されたポ ートア イランド( 全体面積436ha)
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1∞万都市で，港湾I r 乙のように深く依存している都市はまれであろう。

神戸は. i港から遠くなったJ といわれながら，根づよく港湾都市とし

ての性格をもちつづけているのである。

神戸港ポート アイ ランドの土地利用パ9 ーン
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相互浸透する都市活動と港湾活動

• • • 
.・.

・:・

神 戸 港

窓

神戸経済の50%が港に依存

とζ ろで最近. i 港が遠くなった」とよくいわれる。 ζ れはどういう

意味をもっているのか。まず，近年は港とは関係のない大都市としての

機能が増大し ，相対的に港の印象がうすくなったというととがあろう 。

また ，戦後，貿易，商取引などの港に関連した中枢機能が東京あるいは

大阪に集中し，港はいわゆる現場としての性格が強くなったという乙と

もあげられよう。さらに ，最近の港湾活動の近代化，合理化などによっ

て，市民にとって殺しみやすい港としてのイメ ージがうすくなったとい

うととも指摘できょう。ともかく . i 港が遠くなった」と感じている市

民は意外に多いのである。

さて， それでは ，神戸市の経済活動のなかで港はどの程度の役割を果

しているのであろうか。乙れをいま . i 神戸港と市民経済J ( 1969. 7神

戸市港湾局) によってみてみよう。

まず，港湾関連産業の範囲をきめておく必要がある。港内での荷役，

運送などの水上部門，ふ頭，倉庫，陸上輸送などの陸上部門は， まずもっ

ともせまい意味の港湾関連産業である。つぎに海運企業，貿易商社，金

融機関，港湾の管理運営 IC関する公共部門などが含まれる。さらに，工業

部門 として，造船，船舶修理なと直接港湾と関係するもの， 原材料を海外

に依存するもの ，あるいは輸出入貨物の加工や流行に支配さ れやすい貿

衰 1 産業別港湾関連所得 易商品の生産などが港

湾関連産業の範ちゅう

のなかに考えられる。

とのレポ ート によれ

ば，と うした関連を含

めて ，市内就業者53万

人のうち 12万人，ほぼ

20%が港湾関連産業に

直接雇われている乙と

になる。また，以上の港

湾関連産業の生産所得

は，市内生産所得の約

5096を占めているので

ある。世界的にみても

近代の神戸の年譜の第 1ページICは. i 1868年 1月 1 日，運上所にて

開港式挙行」とある。また ，ζ れをはるかにさかのぼる 12世紀，すでに

いまの兵庫港の前身「大輪田の泊」があったが，平清盛による大規模な

築港工事が行なわれ， その後も 「兵庫の津」として，年貢船，貿易船の

発着場 としてさかえた。 i都市と港湾」という関係でみるかぎ り，神戸

はまず港の トピッ クではじまったといってよかろう。

その後. 1886年( 明 19) 川崎造船所. 1905年( 明38) 三菱造船所が設

立され. 1896年( 明29) 兵庫逮河が起工された。神戸港も 1906年( 明39)

から第 l 期. 1919年( 大 8) から第 2 期の修築工事によって，ほぼ現在

の兵庫突堤，新港突堤が形づくられた。有力貿易商社の多くも神戸IC本

庖を置くなど もあって，戦前の神戸は ，まさに港とともにあゅんだとい

える。

スクピッ

産 業 別 | 市所得内生産ω I 所港湾得関連(町 IB / A X lω

官昆 林 漁 業 4. 597 5. 970 

製 造
業 138，344 99，942 72 

建 設 業 29，967 8，979 30  

卸 ・小 売 業 ( 含貿易〕 101. 565 15，375 15 

運 幡 ・通 信 業 60，323 53，680 89 

金融・保険・不動産業 38，416 2，110 5  

サ ー ビ ス 業 48，867 1. ω6  2  

電気 ・ガス ・水道業 5，502 1.おO 25 

公 務 17. 777 3.836 22 

そ の 他 10.667 

針 Ｑ ＴＴＵ • 湖 ｼ 肌 ＹＷＵ 1  46 

ト

資料: r神戸港 と市民経済J 1967 神戸市港湾局

港のトピックではじまった神戸

都 市 と 港 湾

明中

磁

野

量



N  神 戸 港 計 画 平 図

第 七 防 担 堤

ポートアイランド基本設計機能配分計画図 Mes h 500 M l 凡 例

の土地利用パターンである。

まず，コンテナ 9 パース，ライナ ー21 パースからなるふ頭用地と，港

湾機能用地110ha が周辺にとられている( ポートスクエヤ) 。乙れに加

えて コミュニテ ィス クエア( 1 . 5- 2.0万人の居住区) ，インタナショナ

ルスクエア( 国際色ゆたかな取引と交換の場) ，総合業務センタ ー (中

枢機能とショッピングなど) ，マリンパーク( 南北公習と緑地軸) など

からなる都市機能用地112ha があ り，ポートアイラ ンドは，都市機能と

港湾機能をかねそなえた港湾都市として計画されている。

上図からもわかるように， 周辺港湾機能用地のまんなかに都市機能用
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地がおかれ，都市軸がそれらを串ざしするような形で各機能を整理する

とともに，ポートアイ ラン ド全体を既成都市部へ有機的 lζ 関連づ. ける役

割を果た している 。

乙れらは，さきにのベた都市と港湾の相互浸透が具体的な計画にあら

われたというみかたができる。ポート アイランドにおける都市機能用地

は，港湾活動を支える役割をもっと同時に，既成市街地の都市活動の拡

張，発展の場でもある。そして，都市軸は，都市と港湾をむすび、つける

太い血管となろう。ポート アイランドは，都市活動と港湾活動が融合し

た新しい港湾都市をめざして計画がすすめられているのである。

司V



表 2 地緩別に見た神戸港の利用度数

利 用 度 数 | 東 議 | 涯 |葺合生田| 兵 庫 | 長 田 | 須 臨 水| 合 計

時々利用する l  2  l  9  7  13  

利用経験はある 2  43 54 42 61  48 74 I  332 

利用経験はない 3  36 38 38 55 75 59 301 

回答者( 百分比分母〉 81 92 89 123 136 141 673 

l  2  1  10  6  9  6  5  

2  60 59 47 52 38 53 50 

3  38 40  43 42 53 41 45 

備 考 百分比は本表の合計 IC対するもの。

l  iji?と11 1  i  lmj 回117i |須磨;水| {  

沼 市 民 と 港

次IC. 都市と港湾とのあいだで見のがす乙とのできないものとして，

市民のレクリエ ーション生活と港の関係についてのべておきたい。

近年，レクリ エー シヨンの要求が急速に高まっている乙とは ，だれし

も疑いをさしはさむと乙ろのない事実である。と乙ろで. i みなと コウ

ベ」としたしまれている神戸港も ，市民がどの程度利用しているかとな

ると窓外に少ないのである 。ポー トアイランド基本設計委員の近藤公夫

氏が市の消費モニターに対して行なった調査によれば，神戸港を「時々

利用する」というものはきわめて少なく，神戸港が必ずしも市民の日常

的なしたしみの場となっていない乙とを示している( 表 2) 。乙れは，

港のなかに，とくにひいでたレクリ エー ションの場や施設がない乙とも

利用の少ない原因であろう( 表 3 ) 。

ポー トアイランドでは，市民がしたしめる港づくりをめざして，南北

lζ 公園を配置し ，それらを幅約! Y J メ ー トルの緑道でtむすぶ計画をたてて

いる。そして北公園は， i みなと J ，i ながめ」南公園は. i みどり J.

「みずJ とそれぞれテー 7 を設けて，港湾都市にふさわしい公園づくり

をめざしている。

港と市民をむすび. つけるとと ，乙れは都市と港湾の接点としてもきわ

めて重要な乙とといえよう 。

組 複合ターミナル

最近のコンテナリゼーションなどに代表される輸送革新にともなっ

て，港が単IC物資の発着点だけではなく，内陸の輸送体系と海還を有機

的にむすびつけ，貨物の混戦，集配，保管ならびに情報機能なと. をかね

そなえた総合的なタ ー ミナルとなるととが要請されている。乙れは港湾

活動が都市活動へ接近しているー側面としてみる ζ とができょう。

70年 7 月，ポー トアイランドの コンテナノイースIC第 11拾が就航した。

あくる自には， すっかり貨物の積みおろしをおえて姿を消してしまっ

た。輸送革新の新しい時期の渡来をつげるかのようであった。ポ ー トア

イランドも ，ふ頭用地IC加えて広い後背地をもち ，全体が外貿貨物をあ

っかう総合的なカ ーゴタ ー ミナ J レであるというと とができょう。 しか

し，ポートアイランドにひきつづ. いて建設される六甲アイランドにおい

ては ，乙の点がさらに明確にうちだされるととになった。

近く着工の予定される六甲アイランドは ，面積約620ha とポー トアイ

ランドをしのいでいる。昨年 10月23日，神戸港六甲埠頭基本方針検討委

員会で，六甲アイランドの土地利用の基本的な考えかたがうちだされ

た。それは，

(1)  海陸空の国際複合輸送タ ー ミナ J レとする

(2) 大阪湾および瀬戸内海! とおける国際輸送のための総合情報センタ ー

サンポーホールと神戸商工貿易センヲーピル

とする 。

(3)  自然の導入による緑の港湾都市とする

というものである 。

乙のように六甲アイランドは ，ポートアイランドと同様，港湾機能と

都市機能をあわせもった港湾都市として建設されるが，複合輸送ターミ

ナノレとしての性格がさらに前面におしだされて乙ょう。

国 三代にわたる貿易情報セン ター

都市と港湾をむすびつける行政側の努力として，商工貿易 lζ 関する情

報センタ ーづくりがあげられる。海運 ・貿易 lζ 関する情報収集，展示，

商談，取引などができるセンタ ーづくりで，港の活動を神戸の経済活動

のなかに位置づける大きなファクタ ーとなるものである 。すでに，いく

どかの努力がなされてきた。

一代目は . 1957年の神戸国際会館の建設であった。ζ れは貿易関係、の

商社，事務所，エキジビシヨンセンターとともに. 2，∞0人のホーノレ，ホ

テルなどをもっ会館で，市，県，地元財界の手で建設されたものである 。

二代田は . 1969年完成した神戸商工貿易センタ ーヒソレで、ある 。市，商

工会議所なと、が中心となって建設したもので地上26階. 45，299rrf の西日

本一の超高層ビJ レは新しい神戸の名所となった。市内 lζ 散在する貿易関

巡業務，内外貿易商社をあつめ，同敷地に建設された展示専用のサンポ

ーホーノレとあいまって貿易，取引きに関する総合情報センターの機能を

っくりだそうとするものであった。 ζ れなどは，まさに都市と港湾をむ

すびつける役割をになったものである。

現在，三代目の貿易情報センターをポ ー トアイランド内に計画しつつ

ある 。ポー トアイランドの中央部には，総合業務センターとして港湾，

貿易の情報センタ ー， 非現業の港湾関連業務，各種企業の中枢管理機能

をもった複合ピJ レを計画している。乙のビJ レは，やはり超高層とし，ポ

ー トアイランド全体のシンボルとなるものにしたい。また乙のピルの南

側約 30ha のインタ ーナショナ J レスクエアは国際的な取引や交歓の場と

して，国際見本市会場，国際会議場や国際貿易に関する各種施設の誘致

を企画している。乙れらふたつの施設があいまって，新しい時代にふさ

わしい総合的な貿易情報センターとなるとともに ，都市と港湾の新しい

笠かな出会いが生まれることを期待している。

( のなかあきら 神戸市開発局次長)
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ネパールの街とむら

大 野 義 照

( 大阪大学工学部)

I

 

l

 

--

l

 

i

 

l

 

i

 

--

I

 

l

 

l

 

i

 

--

ー

-

I

 

l

 

l

 

i

 

--

l

 

i

 

l

 

--

I

 

l

 

l

 

i

 

--

l

 

i

 

l

 

--

2  

ネパールの民家

今 回 は カ ト マ ン ズ か ら チ ベ ッ ト エ リ ア に 至 る

ま で の 民 家 を 紹 介 す る 。 前 回 、 記 し た よ う に 私

の た ど っ た ル ー ト は 、 文 化 的 に は ヒ ン ド ウ 文 化

図 か ら チ ベ ッ ト 文 化 圏 へ 、 自 然 環 境 は 低 地 か ら

高 地 の そ れ へ と 移 り 変 り 、 そ れ ら の 影 響 を 受 け

て 民 家 の 形 態 は 変 化 し て い し

カトマンズ市街の民家， カ ト マ ン ズ の 市 街 地 に

は 、 王 宮 や 寺 院 の 聞 に 3 階 4 階 建 て の 共 同 住 宅

がある。建物は，どれも古〈、構造は一見レンガ

造 り の よ う で あ る が 、 木 椛 造 で 、 柱 と 柱 の 聞 に

レンガが積まれている。 4 階建てともなると、

自 重 は 大 き く 、 壁 厚 は40- 5Ocm、 柱 は 2 重 柱 で

ある 。 一般 に 1 階床は土問で、 2 階 3 階 床 も 床

板 の 上 に 泥 が 塗 ら れ て い る 。 出 入 口 は 小 さ く 両

開 き 戸 て ¥ こ れ ら の 戸 や 窓 の 木 枠 に は 細 か い 彫

刻 が さ れ て い る 。 屋 根 は 瓦 葺 き 、 軒 は 斜 材 で 支

え ら れ 、 こ の 斜 材 に も 人 物 や 動 物 が 細 か く 彫 刻

れている( 写 真一 1 ) 。街の中心近くの共同住宅は

1 階 に 庖 舗 を 持 っ て い る が 、 前 面 の 関 口 部 に 多

くの柱が並び、室内は薄暗い( 写 真 一 2 ) 。街で会

， た 少 年 が 案 内 し て く れ た 彼 の 家 は 、 裏 通 り の

共同住宅であった。 1 階 の ド ア を 聞 け る と す ぐ

階 段 で 2 階 へ 、 続 い て 3 p皆へ、居室は 3 階 に あ

り、履物は 3 階 へ 上 っ た と こ ろ で 脱 れ 床 は 土

問 の 上 に ゴ ザ の よ う な も の が 敷 い て あ る 。 卵 焼

と 紅 茶 で 歓 待 さ れ た が 、 炊 事 場 も 3 階にあり、

1、2 階は狭〈、物置となっている。 水 は 女 が 水

か め を か か え て 共 同 水 場 ま で 汲 み に 行 〈 。

も う 一 軒 の 私 が 尋 ね た 上 級 役 人 の 家 は 中 心 街

を 少 し 離 れ た 畑 の 中 に あ っ た。 3 階 建 て で 各 階

に 4 部屋あり、 3 階床まです尼が塗られている 。

居 室 は じ ゅ う た ん が 敷 か れ 、 そ こ で は 履 物 を 脱

じ 1、2 階 に も 居 室 は あ る が 、 主 人 の 部 屋 は 3

階で、 4 mX 5 mの 室 内 に は 、 ベ ッ ド 、 応 接 セ

ッ ト 、 木 箱 、 飾 り 棚 等 が 置 か れ て い る 。 こ の 家

で も 炊 事 場 は 3 階 に あ っ た 。 使った水は、 3 p皆

から直接、惑の畑へ流す。 一 般 に 、 炊 事 場 は 最

上 階 に あ り 、 水 は 屋 外 の 水 場 へ 汲 み に 行 〈 。 燃

料 は 薪 で あ る 。 街 角 で は 大 き な 天 秤 で 薪 を 売っ

て い る 風 景 が 見 ら れ る が 、 近 年 品 不 足 で 高 い た

め 、 登 山 用 の 携 帯 石 油 コ ン ロ が 多 〈 使 用 さ れ て

き て い る 。 ま た 、 従 来 の 住 宅 に は 、 浴 室 、 便 所

カずない。

共 同 住 宅 は 一 体 、 ど の よ う に 管 理 さ れ て い る

の で あ ろ う か 。 あ る も の は 住 人 す べ て 血 縁 関 係

に あ り 、 そ の 家 族 の 持 ち 家 で あ り 、 あ る も の は

家 主 が 居 て 、 賃 貸 し を し て い る そ う で あ る 。 市

街 地 の 古 い 共 同 住 宅 は 、 当 初 、 他 の 目 的 の た め

建 設 さ れ た よ う に 思 え る が 、 カ ト 7 ンズ自身の

歴 史 が 明 ら か で な い 現 状 で は 、 よ く 分 ら な い。

ア ル ガ ト バ ザ ー ル ま で の 民 家 ; 交 通 路 の 要 所 に

発達した街であるトリスリバザーノレ、ア ノレガト

バザーノレは、石だたみの通りに面して専業商家

が 並 ん で い る 。 そ れ ら の 中 に は 3 1; 皆4 階 建 て の

大 規 模 な 家 も あ る 。 屋根 は 切 安 造 り 、 瓦 ま た は

トタン葺きであり、壁はレンガないし石積みで、

関 口 部 に は 木 枠 が は め ら れ て い る 。 煙 ぬ き の あ

る 屋 根 も み ら れ 、 軒 は 斜 材 で 支 え ら れ て い る 。

全 体 に カ ト? ン ズ 郊 外 の 民 家 の 造 り と よ 〈 似 て

いる( 写 真一3.4 ) 。

アノレガトバザーノレの街並より 一段 高 い 処 の 農

家 は 、 商 家 と 違 っ て 屋 根 は 草 葺 き の 入 母 屋 造 り

で、 2 階 の 窓 に 特 徴 が あ る ( 写 真 一 5 )。

上 記 の 2 つ の 集 落 聞 の む ら ( 写真 一 6 ) は農 業

が 生 業 で 、農 家 が 殆 ん ど 、 な か に 茶 庖 を 兼 ね て

い る も の が あ る 。 農 家 も 茶 底 も 2 階 建 て 、 壁 は

石 積 み 、 そ の 上 に 泥 が主主ら れ 石 面 は 外 に 出 て い

な い 。 壁 面 は 白 や 赤 茶 色 に 彩 色 さ れ て い る 。 こ

れ は 単 に 装 飾 の た め で 他 に 意 味 は な く 、 年 に 一

度主主りかえるそうである。

図 - 1 は、 トリスリバザー ノレか ら 数 時 間 の と

こ ろ に あ る 街 道 筋 の 茶 庖 で あ る 。 前 面 は 開 放 さ

れ、 2 つ の カ マ ド の う ち 、 通 り に 面 し て い る カ

7 ド で は 湯 が 沸 き 、 い つ で も 茶 が 入 れ ら れ る 。

通 り に は 長 椅 子 が 置 か れ て い る 。 板 で 図 わ れ た

n暗 な 室 に は 、 に わ と り と や ぎ が 同 居 し 、 な に

気 な く 戸 を 開 け 、 に わ と り が 飛 び 出 た の に は 焼

い た 。 通 り に 面 し て 商 品 を 並 べ る 部 屋 が あ る が

訪 れ た 時 に は 何 も な か っ た 。 泥 壁 で 仕 切 ら れ た

隣 り の 部 屋 に は 牛 が 飼 わ れ て い る 。 こ の 家 で は

屋 外 に 2 階 へ の 階 段 が 設 け ら れ て い る が 、 こ の

あ た り で は 珍 ら し い 。 こ の よ う な 茶 底 で は 、 旅

人 が 1 階 に 泊 ま る こ と も あ り 、 家 族 は 2 階 で 就

寝する。 図 - 2 も野 営 第 2 日 自 の 村 の 茶 庖 で あ

83 



る。 こ の 村 で は 何 軒 か が 壁 1 つ で 隣 接 し て い る 。

図 の茶 庖 も そ の 1 軒 で あ り 、 隣 り は 農 家 で あ る 。

こ の 茶 底 も 前 面 は 開 放 さ れ て い る が 、 夜 間 は 板

戸 で 戸 締 り が 出 来 る 。 板 戸 の 下 半 分 は 金 間 取 り

は ず さ れ 、 夜 に な る と 約 1 m間 隔 の 柱 下 部 に 往

を は さ む よ う に 打 ち つ け ら れ た 2 枚 の 板の 聞に

お ろ し 、 上 半 分 は 昼 間 、 内 側 に 吊 り 上 げ て あ る

部 分 を お ろ す。 こ の 茶 庖 の 土 問 は 道 よ り 約30cm

高 〈 、 閉 じ 高 き で 軒 下 の 巾1 . 2 mの 土 問 に 続 〈 。

旅 人 は そ の 土HJJ に 座 っ た り 、 腰 を か け た り し て

茶 や 酒 を 飲 む 。 カ マ ド は 2 つあるが通' 出は外の

カ7 ドが使用される 。

図 - 3 は 第 2 日 自 の 野 営 地 の 村 の 民 家 で 、 道

に 面 し 縁 台 が あ る が 、 茶 庖 で は な い 。 l災 家 と 見

う け ら れ る が 、 行 き と 帰 り の 2 度 尋 ね た 時 、 酒

を 出 し て 応 待 し て く れ た の は 、 娘 と そ の 母 親 の

2 人 で 、 他 の 家 族 の 姿 は な か っ た 。 家 族 構 成 を

尋 ね た と こ ろ 、 娘 の 両 親 、 兄 夫 婦 と そ の 子 供 と

の 答 を 得 た が 、 は っ き り し た こ と は 分 ら な い 。

と い う の は 、 夜 遅 く ま で 居 た が 、 つ い ぞ 他 の 者

の 姿 を 見 な か っ た か ら で あ る 。 もっ と も 暗 や み

と酔HRの せ い で 気 が 付 か な か っ た の か も 知 れ な

い。 一階は土問、 ニ |渚 も 床 板 の 上 に 厚 〈 泥 が 塗

つ である 。 約 60cmx  140 cmの 両 開 き 戸 を 腰 を か

がめて入ると、 室 内は昼間でも暗〈、手さく' り

で 歩 か ね ば な ら な い 。 明 り は 入 口 と 奥 の 30cm角

の 小 さ な 窓 か ら入 っ て く る の み 、 そ れ で も 馴 れ

る に し た がっ て 観 察 す る と 、 入 口 近 く に 木 の 箱

がある 。 こ れ は に わ と り 小 屋 、 と い っ て も 夜 間

入 れ る だ け で 、 昼 間 は 外 で 放 飼 い さ れ て い る 。

左 隅 に は 階 段 が あ り 、 そ の 周 囲 に か ご 、 n ちゅ

う の 査 、 収 機 し た ま ま の と う も ろ こ し が あ る 。

一 部 、 板 で 仕 切 ら れ た 右 隅 に は 、 五 徳 を 据 え た

だけ の 簡 単 な 炉 が あ り 、 真 ち ゅ うの 食 器 や 査 が

散 乱 し て い る ( 写 真 一 7 ) 、 私 達 は 、 窓 近 く 直 径

3、40cmの ま る い 竹 で 編 ん だ 上 敷 に 腰 を 下 し 、 娘

の母 親 が 作 っ て く れ た ゆ で 卵 や ポ ッ プ コ ー ン を

食 べ た 。 2 階 は と う も ろ こ し 等 の 雑 穀 置 場 、 2  

1槍 の ベ ラ ン ダ は 、 街 道 筋 で 時 々 見 か け た 。 装 に

は 牛 と や ぎ が 飼 わ れ て い る 。

図 - 4 、一 般 的 な 良 家 の 室 内 で あ る 。 2 階 建

て、 屋 根は入母屋、草王手き、 2 面 に 土 ぴ さ し が

ある ( 写 真 一 8 ) 。壁 は 泥 と 石 か ら な り 、 土 ぴ さ

しの下の正面は、 f尼 で 石 は 隠 さ れ 、 上 % は 白 〈

主主つ である 。 1Il皆 土 問 と ひ さ し 下 の 土|閣 は 、 殆

ん ど 同 じ レ ベ ル に あ る が 、 周 囲 よ り 約30cm高〈、

道 は さ ら に 1 m低 い 。 屋 内 は カ マ ド の ある y. の

土 聞 が10cm高 い。 屋 内 に は 、 入 口 近 〈に固定さ

れ た 石 う す 、 2 1渚へ の 階 段 、 奥 に 物 入 の 木 箱 、

か ま ど 、 壁 近 く に 大 き な 水 が め が あ る 。 これ ら

の 位 遣 の 決っ て い る も の の 問 に 、 か ご 、 さ ら 、

や か ん 、 コ ッ プ 、 な べ 、 ピ ン が 放 置 さ れ て い る 。

墜 に は 、 槻 が 4 つ あ り 、 紙 箱 が;1品り、わずかな

衣 類 が 掛 か っ ている 。 床 か ら30cmの 位 詮 に 巾 30

m 、高さ 40聞 の:容 が あ る 。 壁 厚 は 40cmと厚いた

め 、 棚 と し て の役山l もしている 。 出 入 口 は 、 巾

62冊 、高さ 135cmの両 開 き 戸 、 こ の 戸 を 閉 め る と

室 内 は 真 暗 で あ る 。 丸 太 に 足 掛 り を つ け た だ け

の 階 段 を 上 っ た 2 階 は 、 主 と し て 穀 物 等 の 物 置

とな っ ている 。 天 井 高 は 約 1. 7 mと低 い。
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茶 底 、 農 家 の 構 造 に つ い て 、 2 F > 皆床は規模に

応じ、 1 本 か ら 数 本 の 柱 と 壁 で 棟 木 方 向 の は り

を 支 え 、 こ の は り と 壁 の 上 に 根 太 が の り 、 床 板

が張られ、 J尼が塗ってある 。 棟 木 は 21;皆床ばり

からの柱で支え、合主主は、直接壁にはのっていな

い。 屋 根 が 大 き く な る と 壁 よ り 外 に 出 て 合 掌 の

端 を 支 え る は り 下 に 斜 材 が 補 強 さ れ て い る ( 図

- 5 ) 。写 真一 9 は ト リ ス リ バ ザ ー J レの民家の廃

屋 で あ る 農 家 は も っ と 小 さ く 、 入 母 屋 で 天 井 は

張ってないが、 構造 は ほ ぼ 同 じ で あ る 。

図 - 6 、 写 真一 10はトリスリバザーノレとアノレ

ガ ト バ ザ ー J レ の 中 間 に あ る 集 落 の 木 賃 宿 で あ る 。

3 階 建 て 、 周 り の 民 家 と 比 べ、 きわだって大き

い。 屋 内 も 泥 壁 で い く つ か の 部 屋 に 仕 切 ら れ て

いる 。 旅 人 は 軒 下 の 作 り つ け の 長 椅 子 に 腰 を か

け 、 茶 や 酒 を 飲 む。 茶 は 1 階 中 央 の カ マ ド で 沸

か す。 そ の カ マ ド の ほ か 、 屋 内 外 に 多 く の カ マ

ド が あ る が 、 そ れ ら は 泊 り 答 が 利 用 す る 。 2 階

は 主 と し て 客 室 で 、 個 室 も あ り 、 ベ y ドも置か

れている 。 3 1; 皆は物置 、 と う も ろ こ し が 収 機 さ

れ た ま ま 附 に 積 ま れ 、 大小 さ ま ざ ま な 査 に は 穀

物 、醸 造 中 の 酒 が 入 っ て い る 。 穀 物 の 入 っ た か

ごもある 。 家 の 周 聞 に は 、 バ ナ ナ 、 マ ン ゴ の 木

が 実 を つ け て い た 。

ブリガンダキの民家， 図 ー 7 以 降 は プ リ ガ ン

ダ キ に 入 っ て か ら の 民 家 で あ る 。 前 回 述 べ た よ

う に 、 ブ リ ガ ン ダ キ は 交 通 も 少 な く 、 茶 庖 や 木

賃 宿 は な い 。 村 は 貧 し い 。 図ー 7 は ブ リ ガ ン ダ

キ に 入 っ て 1 日目に通過した村の民家で、 2 階

建 て 草 葺 き 、 石 と I尼 か ら な る 壁 、 構 造 的 に は い

ま ま で の 民 家 と 変 り な い が 、 室 内 に 少 し 迷 い が

ある 。 入 っ て す ぐ 右 側 に 、 商 さ 20- 40cm、長さ

1  m の 物 入 箱 が 誼 か れ 、 隅 の カ マ ド 以 外 に 苦11昼

の 中 央 に 簡 単 な 炉 があり、 H 皆 土 聞 に 高 低 差 が

ある 。 炉 の 存 在 は 、 昨 日 ま で の 村 よ り 約 600m

高 い と い う こ と に よ る も の で あ ろ う 。

プ リ ガ ン ダ キ に 入 っ て 2 日目 、バナナはなく

な り 、 家 の 外 観 は 一 変 す る 。 屋 根 は 切 姿 、 板 葺

きとなる 。 屋 恨 に 板 が 用 い ら れ る よ う に な っ た

のは、 地 形がけわしく、ｲＮｦ ｊｾ 不可能な林が残り、

木 材 が 容 易 に 手 に 入 る た め と 思 わ れ る 。 壁 は 石

と泥であることには変りないが、 1尼 の 使 用 品 が

少なく、 外側Ij は石の桜み目が見える。 1 階土問1

には段はなく、 ‘ 2 階 床 は 板 が 並 べ て あ る だ け で

泥 は 塗 ら れ て い な い 。

一 つ の 村 に お い て 、 家 の 大 き さ 、 間 取 り に 大

差 は な い が 、 住 居 と す る 建 物 の み の 家 、 家 畜 小

屋を持つ家、家畜ー小屋と物音量小屋を持つ家と附

干1干している小屋に差がある 。 家E告ーは食料、使役

以 外 に 、 化 学 肥 料 の な い 当 地 に お い て 唯一 の 肥

料 を 生 み 出 す も の と し て 重 要 で あ る 。一昔11の宮反

省小屋は高床式で、床下には草を置き推月巴を作

る。

民 家 は 2 階 建 て が 多 い が 、 あ る 戸 数 数 十 の 村

は 、 す べ て 平 屋 で 、 家 の ー 商 は 板 壁 で あ っ た 。

2 1; 管 が な い だ け に 、 土 問 に は 水 か め 、 か ご 、 穀

物が散苦ししている( 図 - 8 ).  ( 写 真 11 ) 。
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図- 9 広い庭を持つ家

図一 10 グルン族の家

図 - 9 は 戸 数 100余 の 村 の 一 番 大 き な 家 と 平

面 と 配 置 図 で あ る 。 このように広い庭を持ち、

別 棟 に 小 屋 を 持 つ 家 は 珍 ら し い。

アルガトバザーノレとチベット人の村サ? の中

間 に 、 外 国 人 の 通 行 を 監 視 す る チ ェ ッ ク ポ ス ト

が あ る 。 そ こ に は 政 府 か ら 巡i泣 き れ た 役 人 と そ

の 家 族 、 兵 士 が 住 み 、 彼 ら の 住 居 と 丘 舎 の 閤 り

に 、 村 人 達 の 民 家 が あ る 。 役 人 の 住 居 と 兵 舎 は

2 階建て、屋板は自然石のスレート五年きである

が 、 民 家 は 平 屋 建 て 、 板 葺 き で あ る 。 民 家 の 壁

は 石 被 み で 、室 内 、 入 口 近 く の 外 壁 の み 泥 が 塗

られている ( 写 真一 12 . 13) 。

図ー 10は グ ル ン 族 の 民 家 で あ る 。 人 種 は い ま

ま で と 変 ら な い が 、 チ ベ ッ ト 人 の エ リ ア に 近 い

た め 、 次 回 に 述 べ る チ ベ ッ ト 人 の 民 家 と よ く ft

てきた 。 屋 根 は 切 妻 、 板 葺 き 、 壁 は 石 積 み 、 泥

は 塗 つ てない 。 2 階建て、 1 階は物置で、 2 階

が 居 住 空 間 と な り 、 板 の 問 、 壁 に そ っ て 棚 、 木

箱 が 配 置 さ れ 、 壁 近 〈 、 炉 が き ら れ て い る 。 柱

は 2 階にはなく、大きなおI ! 木の両 端 を 壁 が 支 え

て い る 。 天 井 は な い 。 窓 は 全 く な い が 、 屋 根 と

壁 の す き 間 よ り 明 り が 漏 れ て く る 。 こ れ ま で の

民 家 同 様 、 暗 い。 2 階 へ は 屋 外 の 階 段 よ り 上 る 。

2 戸 づ つ 1 棟 と な っ て い る 家 が 多 い 。

ま と め ; カト 7 ン ズ の 古 い 市 街 を 離 れ る と 全 般

に 2 階 建 て が 多 〈 、 壁 は 石 と 泥 か ら な り 厚 い。

窓 は な く し か も 小 さ く て 室 内 は H音い 。 細 か い

室 内 の 状 況 は 、 写 真 か ら 知 っ た こ と が 多 い 。 屋

内 の 間 仕 切 り は な い。 物 入 箱 を 置 く と か 、 な ん

とな く室 内 を 区 切 ろ う と す る 意 図 が 見 ら れ な い

こ と も な い が 、 出 入 口 以 外 に ド ア の あ る 農 家 は

全 く な か っ た 。 出 入 口 は 小 さ い 木 製 の 両 聞 き 戸

が木粋ごと壁にはめ込まれていｾ 。 またカトマ

ンズの古い民家を含め、浴室、便所がない。 便

所 が な い と い う こ と は 、 焚 尿 を 肥 料 と し て 使 わ

な い こ と に も よ る の で あ ろ う が 、 と い っ て 決 っ

た 場 所 が あ る よ う に も み え な か っ た 。 以 上 は 全

般 に 共 通 し て い る こ と で あ る が 、 奥 地 に 入 る に

つ れ 次 の よ う な 変 化 が み ら れ た 。 壁 は 1尼の使用

が 減 り 、 は じ め 室 内 外 と も 泥 が皇室りこめられ

て い た の が 、 室 内 だ け白、 つ い で 内 外 と も 石 積 み

の ままとなる 。 屋 根 は 市 街 地 の 切 妻 か ら 入 母 屋 、

再 び 切 要 と な る 。 それに対応して瓦から草葺き、

板 お よ ぴ ス レ ー ト 葺 き と な る 。 2階 床 は 土 聞 か

ら板 の r.IJへ 、 居 住 空 間 は 1 階から 2 階 へ と 変 る 。

火 の使 用 は 、 カ マ ド か ら カ ? ド と 炉 、 そ し て 炉

の みとなる 。

ネパーノレは多民族の国であるが、これらの変

化 は 民 族 の 違 い に よ る も の ょ っ 、 自 然 環 境 の 変

化 に よ る も の が 大 き い と 考 え ら れ る 。 奥 地 に 入

るにつれ、高度が上り、 気 温 は 低 〈 、 地 形 的 に

木 材の 入 手 は 容 易 と な る 。 1 昔日 ( 居 住 空 間 の 1

1槍から 2 階 へ の 変 化 ) に 、 チ ベ ッ ト 文 化 の 影 響

もみられる 。

つづく



新 し い 可 動 間 仕 切

長 瀬 正 信

は じ め に

墜というものは ，普からいろいろな菌で行動の自由 ，伝達の自由，と

いうものを遮断し ，空間を利用できない不経済なものであった。が，空

間を必要に応じて区切るという点では必須的存在であった。

現代という時代について考えてみると，すべてが非常に回転の早い時

代であり ，従来のような空間の定型的な利用は，時の流れにそぐわない

ものになってきた。

その乙 とは，現代建築においても要求されている 。

すなわち ，同一面積をいかに広く，あるいは効果的に使用するか，と

いう ζ とである。

たとえば，ある面積( 1 フロアー) を全く仕切らない方法は非常に酌

済的な使い方であろう 。がしかし ，下手をすると ，もっとも効率の悪い

使い方ともなりかねない。組織というものをもっ会社とい う立場になる

とかえって仕切がない乙とが不便になる乙ともある。

そ乙で考えてみたいのが可動間仕切である 。

もし ，各部屋をプロ ック等の固定のもので間仕切るとすると，組織変

更などの場合，必ずといってよいほど，無駄になる。すなわち使用でき

ない空間が生じる。

とくに ，組織変えなどの激しい会社等では，その空間を累積してみる

と，たいへんな無駄を生んでいる乙とになる。

しかし ，乙れがプ ロッ ク等の固定間仕切ではなく ，可動間仕切を使用

した場合には，必要に応じて間仕切る乙とができ，また組織の変更など

で壁が不必要になれば，いつでも必要な場所に付け変える乙とができ，

撤去する乙ともできる 。

乙れはビジネスピノレに限 らず，工場，住宅，学校等，あらゆる建築物

にあてはまる乙とである 。

いま乙乙に可動間仕切を" 壁" という文字を使用して表わしたよう

に，機能的にみて，絶対に壁としての役目を果さなければならない。

では，墜としての機能とは何であろうか ?

まず第ーに衝撃に耐える乙とである 。

第二lζ 熱あるいは火 fC強い ζ とである 。

第三に遮音性がよい乙とである 。

乙の怠味において " ついたて式" の間仕切は無意味なものになってく

る。

もっとも ，ついたて式の間仕切も時と場合によっては便利なものであ

る。

1. 可動 間仕 切 の 種 類

現在，可動間仕切には大きくわけでスタッド方式，パネノレジョイント

方式( 以下パネル式と呼ぶ) とスライド式，アコーデイオン式の 4 つの

方式がある 。

乙のうち，スタッド方式とパネ J レ方式は使用目的が一致しており，ア

107 材 料 部 門

コーデオン方式とスライド方式が一致している 。スライド方式あるいは

アコーデオン方式は可動間仕切ではあるが，ある場所からある場所へ移

動させる乙とは不可能である 。

乙れらは一つの部屋を大きく，あるいは小さく使用するために用いる

ものであり ，どちらかといえば，移動間仕切という名称を使う方が適切

かと思われる。

乙乙ではスタッド方式とパオ、 J レ方式が問題になる。

( a ) スタッド方式

スタッド方式は適当な間隔に柱( スタッド) を立てて，それにパネル

をはめ込んだり，とめたりする方法である。

乙の方式は，わが国の可動間仕切には最も多く使用されている。

スタッドの材料としては木，鉄，アルミニウムが多く，その断面は四

方lζ 凹部のある 井型 . X 型または二方IC凹部のある H型が多く用いられ

ている。

パネ J レはスタッドの凹部にはめ込むか，支持金具によって固定する。

また，ス タッ ド方式はその建込み順序から 2 つに分類できる。

① スタッドだけを先lζ 建てて，後からパネルをはめ込む方式

① スタッド→パネノレ→スタッド，というように建込む方式である。

乙の 2 つの方式は作業性がよく ，再使用の場合，可動しやすい乙とが最

大の長所である 。これは ，可動間仕切として欠かす乙とのできない点で

ある。

乙乙で前に述べた壁としての機能をひとつひとつ照合してみよう 0

・衝撃について

スタッド方式は前述のどとくスタッドがパネノレをささえる唯一のもの

である。であるから，パネルIC加わる衝撃はすべてポールに加わる。そ

のスタッドは天井と床，それぞれとの接点すなわちパネルをはめ込んだ

状態で 4 つの点で・その街悠をうける乙とになる 。

そ乙で考えなければならないと とは，スタッドの断面積はせいぜい25

平方センチメ ー トJ レである。その小さな点が，弱い天井に接触してお

り，そ ζ に衝撃が加わる乙とは，建築物を非常に傷つける ζ とになる。

・不燃という ζ とに関して

とれは表面材によって変ってくる。表面材として現在使用されている

のは，化粧合板，スチー J レ，フレキシフツレボードである。

乙のうち化粧合板は難燃処理をしても不燃材にはなりえない。である

から仕様によって合板あるいはスチール，フレキシプJ レボードと表面材

を変える乙とのできる間仕切が最も便利である。

・遮音という乙とに関して

遮音性というのは間仕切の表面材と空間庖によって大きく変わる。も

っとも ，影響があるのはジョイナ一部分である ζ とはいうまでもない。

一般に ，人声は 250Hr. - l ，C問H1 . ' ちょっとした金属音で 2. ∞QHz で

ある。

ゆえに遮音という乙とに関して問題とされるのは 250払 - 2.α 氾Hz で

87 



あり ，とくに 250- 1，∞OH7 . の間での遮音性がどれほどかという乙とで

ある。

遮音性は一般に d B で表わされる。ある騒音状態から間仕切をする乙

とによって，その騒音が10ホーン下がれば，その間仕切の遮音性はl Od B

である。

乙の乙とから考えて. 250H匁- 21∞H7.で平均35dB. 最低3QdBあれば，

まず可動間仕切として優秀な方である。もっとも，とれは間仕切単体と

してではなく ，壁の状態lとして測った場合である。

表面材lζ 合板を使用 した場合に比べ，スチー J レ，フ レキシフツレボー ド

等を使用した場合の遮音性は抜群であり ，乙れらの表面材が不燃材であ

る乙とをも考え合わせると ，表面材にはスチー J レ，フレキシプルボード

を使用するのが賢明であると思われる。

乙れは，天井と床Iζ レー J レやピースを取りつけて，それに間仕切パネ

ルをとめていく方式である。

( b ) パネル方式

パネル式には天井，床の2 方のみを固定する方法と ，パネル継手部分

も本実にしたり四方を額ぶちのように固定にする方法とがあ る。上下の

固定のしかたには，天井，床 IC 門型のものをとりつけそれにパネルを

差し込む方法と，天井 ・床にあらかじめとりつけた L 型のものκ パネル

をビス止めする方法がある。

乙の方法は非常に可動性が悉くなる。日本であまり使われないのは乙

のためである。

しかし ，乙の方式は天井 ・床iζ レーJ レを敷くためにスタッド方式に比

べ衝撃に対する強さは抜群である。

乙れは衝撃を点でうけるか線でうけるかの差である。

その他，墜としての機能はスタッド方式で述べたのと同様である。

以上のようにみると ，それぞれ欠く乙とのできない長所をもっている

が，反面絶対不可欠の要素をもっていないという乙とが問題になる。

乙れはN C R ピJ レにおいて日本の既製の可動間仕切が使用されず，あ

らたに可動間仕切を考案された乙とが，はっきりと示している。

( c ) 合 成 式

その考案されたものとは， スタッド方式，パ才、 J レ方式の合成型であ

り， それぞれの欠点を補い合わせたものである。との合成型とい うのは

米国ではもっとも多く使用されているものである。それは米国において

は組織変えが激しい乙とからなるべく建物を傷つけないようにという配

慮からであろうと思われる。

現在，わが国において ζ の合成型を商品化していると乙ろは非常に少

なし、。

合成型の建込み方法は間仕切ノマネ J レを一応天井や床のレーJ レやピース

ICとめた後，パネ J レの継手部分を特殊な金具等を用いて結合させたもの

である。

乙の金具によって作業性，可動性をよくしている。

N C R ヒリレで使用されたものは職人 2 人一組になって約 15分で建込む

ζ とができる。

遮音性に関しても ，パネノレとパネ J レの継手部分が弱点 ICなるのではな

いかという心配ももたれるが，目板をとめその中にグラスウ ーJ レを充填

する乙とによって，その心配を解消している。また，乙の商品の目板幅

とパ才、 J レ厚を同じにする乙とによって 3 way.  4  wa yになってもモジュ

ーJ レは全く変わらず，建築家にとっては使用しやすいものと恩われる。

建込みとしては ，仕上った床 ・天井IC取付チャンネ J レを ピス止めする

方法をとり ，平面的に自由な位置がえらべ，現場施工精度との対応性も

広く，ノマネルのジョイント部分または巾木，傘木部分を利用 して電気配

線を内蔵することができ ，それらは最後にパネ式にとりつけられるよう

にしてある。そのため電灯スイッチ ，コンセント等を現場で自由にとり

つける ζ とができ ，大きな施工上の魅力となっている。

建込後の見かけは押えぷちをつけたパネ J レ式やスタッド式，合成式も

ほとんど同じになる。
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2. 今後のあり方

私見ではあるが，今後の ヒ勺レと いうものは，建設業者と可動間仕切の

業者が一体となってはじめて一つのビルができあがるという乙とになる

と思われる 。

そのためには，可動間仕切は合成式のように強度的にも遮音 という乙

とに関しても壁として十分に機能を果しうるものに ならなければならな

い。

いつの日か固定間仕切に負けない可動間仕切がでてほしい ものであ

る。

( ながせ まさのぷ限日光化成特品保〉

"1: 宮ω



口昭和46年 5 月分口

E里 事

. 6.  

=  

26日 4 時- 5 時 於 綿 業 ク ラ ブ

出 席 者 松 村，福岡各副会長ほか18理事

小西監事，一円東海支部長

議事(1)昭和45年度事業報告承認の件

(2) 昭和45年度収支決算承認の件

(3) 定時評議員会開催の件

(4) 通常総会開催の件

(5) i  4 会連合」協定工事請負契約約款委員

会委員選出の件

(6)事務局職員上期賞与支給の件

(7) 入退会者承認の件

(8)報告事項

出 版 委 員 会

委 員 会

6 日 6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小林委員長ほか 8 名

議事(1) 委員長，副委員長，幹事選出について

(2) 部会の設置と構成員について

(3) 前年度よりの出版企画について

(4) 本年度の出版企画について

(5) そのほか

建築基礎工法と実例幹事会

7 日 6 時- 8時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山肩委員長，山口，多々見幹事

議事(1) 表紙と資料篇について

(2) 出版工程について

17日 6 時- 8時 於 会 館 3階会議室

出 席 者 山 肩 委 員 長，山口，多々見幹事

議事(1) 図書の構成について

(2) 出版工程について

26日 6 時- 8時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山口，多々見幹事

議事(1) 原稿調整について

(2) 出版工程について

事 業 委 員 会

見学会小委員会

B 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者堤副委員長代理( 篠田) 金子幹事

ほか 3 名

議事(1)4月に実施した見学会についての報告

(2) 5 月- 7 月の見学会企画について

(3) 8月以降の見学会企画について

(4) 8 月に催す大石寺の見学と富士五湖めぐ

りについて検討

(5)そのほか

広報小委員会

7 日 6時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者三品副委員長，小泉幹事ほか 8 名

議事(1) 各種説明会の開催に関する内規について

の説明

(2)本年度の事業企画について

(3) そのほか

委 員 会

13日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣，窪田 ，田村，堤，三品，柳

正副委員長，小泉 ，田中，佐々木

各幹事

議事(1) 各小委員会の事業報告

(2) 5 月- 7月までの事業企画について

(3) 本年度の事業企画について

(4) そのほか

若い会員の集い小委員会

20日 6時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者柳副委員長ほか10名

議事( 1) 第 l 団事業「ロサンゼJ レス大地震の教え

るもの」の実施について

(2) 事業方針と企画について

(3) 各事業の担当委員とその作業内容につい

て

(4)そのほか

編 集 委 員 会

委 員 会

10日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥田委員長ほか13名

議事(1) 編集常任幹事会案報告

(2) 6 月号= 解体工学特集経過報告

(3) 7 月号= 都市と港湾特集報告

( 4) 8 月 号 = ニュータウン特集幹事会案報告

(5) 作品作風小委員会報告

(6) 技術の頁小委員会報告

(7) 9 月号= 軟弱地盤と震災

(8) 10月号= 建築生産( 仮称) 特集

(9) 11月号= 第 18回青年技術者

UO) そのほか

「軟弱地盤と震災J 特集編集幹事会

20日 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山肩，水畑，中堀各特別幹事

議事軟弱地盤と震災特集企画

作品作風小委員会

20日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者平内主査ほか 4 名

議事(1)7 月号作品決定

(2)作品作風欄への公募具体案

ニュース・読者の頁小委員会

24日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

議事(1) 読者の頁タイト J レ決定

(2)論文募集の提案

建 築 デ ー タシ ー ト委員会

改訂分科会

12日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 3 名

議事(1) 幹事の選出について

(2)分科会の作業内容について

(3) 発行計画について

(4) そのほか

計画分科会

14日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者井上委員長ほか5 名

議事(1) 幹事の選出について

(2) 計画分科会の業務内容について

(3) 原稿用紙，苦手l付用紙について

(4)業務の進め方 ICついて

(5)そのほか

委 員 会

19日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 井上，松村正副委員長ほか 4 名

議事(1) 各分科会よりの提案事項について

(2)データシ ー ト発行計画について

(3)そのほか

住 宅 委 員 会

住宅展，総務会同委員会

12日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 湯 浅，上回，細見，山下各委員

議 事 第 8 回「よろず相談住宅展」について

付) 出展申込状況と今後の勧誘先について

( ロ) そのほか

委 員 会

19日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 橋，黒谷正副委員長ほか13名

議事(1) 正副委員長互選の件

(2) 第 8 回よろず相談住宅展に関する件

(3) そのほか

法 規 委 員 会

委 員 会 ( 4会合同)

19日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか 17名

議事(1) 今後の 4 会合同の法規委員会の進め方 IC

ついて

(2) 建設省への要望書または質問状について

(3) そのほか

教 育 委 員 会

委 員 会

21日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 口 委 員 長，岩下，辛木，臼井，

斉藤各副委員長ほか 8 名

議事(1) 委員長，副委員長，幹事選出について

(2) 本年度小委員会構成員について

(3) 前年度委員会よりの申送り事項について

(4) 本年度建築工事実務講習会の企画につい

て
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(5) 本年度の事業企画について

品脳呈が行われた後，東畑前会長の謝辞，竹

腰名誉会長の音頭で乾盃，宴 lζ 入り ，6 時半

頃銭高前副会長の発声で、東畑先生の万才を 3

唱盛会短 IC散会した。

協会の各種事業について意見交換の後北水に

おいて懇談会を開催した。
. 6.  

=  

出

十
見

3 会 事 業 委 員 長 打 合 会

27日 正午- 1 時半於大阪府建築士会

出席者小西士会委員長ほか事務局員 5 名

6 月以降の共催事業について打合せ

士
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文

鉦
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岡
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克
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岡
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司

造
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一

間

葉

線
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潟

村

元
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崎

市
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岩

岩

小

神

木

木

古

轡

5月 の 入 会 者 ( 敬称略)

14会 連 合 協 定 工 事 請 負 契 約 約 款 委 員 会j

19日 3 時- 5 時 於 日 本 建 築 学 会

出席者岡田正委員ほか 9 名

当日は建設省係官の建設業法改ι正の説明を聴

取，本約款改正の参考lζ し，約款改正につい

ての意見交換を行なった。

東 畑 前 会 長 感 謝 の 会

国宝・重文の拝観とぼたんの観賞 ・撮影会

当麻寺と石光寺

1 日 2 時- 5 時

参加者 20名

26日 綿業ク ラブにおいて，会員有志 100 余

名が出席して盛大に開催された。福田副会長

が会員有志を代表して感謝の挨拶並びに記念
( 氏名省略〕64名〕〔准会員
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都市計画法および宅地造成等規制法等による許可，承認または指定を受けなければならない敷地内

における建築確認申請書の取扱いについて 大阪府建築部長

I  都市計画法に関係する確認申請

(1) 建築主事の判断により処理するもの。

ィ，開発許可に係る区域内における確認申請

新築の場合は原則j として， 基準法施行規則第 l 条第 5 号の規定による証明書として ， 開発登

録簿の写を添付，または提示せ しめ，その内容 と確認申請書の内容が一致しているもの。

ロ，調整区域内における「新築，改築 し用変，用変」の確認申請

都計法第43条第 1 J真の許可証，またはその写 ，または その証明書を添付，または提示せしめ，

その内容と確認申請醤・の内容が一致しているもの。

ハ，開発行為の工事完了公告前における確認申請

都計法第37条の建築承認書またはその写を添付せ しめ， 開発行為の許可警の提示を求め ，そ

の内容と確認申請書の内容が一致しているも の。

ニ，その他

市街化区域内で， 1，α) ( ) 平方メ ー卜 J レを超える敷地内における増，改築工事の確認申請

でき得れば前願の確認通知の提示を求め ，その敷地形状および面積が一致しているもの。

(2)  開発指導課で判断し ，その旨を確認申請書に裏書き し，建築主事が処理するもの。

ィ，前項各号の許可書またはその写 ，また は 証明書の添付， または提示ができないもの ，および

その内容が一致していないもの。

ロ，都計法第29条第二号( 段，林，漁業用の建築物お よび従事者用の住宅) 並びに同条第九号( 通

常の管理行為および軽易な行為( 令第22条) ) に該当するもの。

ハ，その他建築主事の判断に疑義を生じたもの。

(3)  裏書きに際して，開発指導課の方針

ィ，前項イの場合( 許可書，またはその写の提示ができないか，またはその内容が一致していな

い場合の判断)

許可書等が添付または提示できない場合は， その理由 lとよ り己むを得ないものと認めたもの

については公的機関または乙れに準ずる機関の証すべ きものを根拠として判断し ，許可書等

と確認申請書の内容が一致 しない場合は， 都計法の 許容範囲内か否かの判断により裏書き

し，要すれば変更申請または再申請を指示許可， 承認にいたる間 ，裏書きを保留する。

ロ，前項 ロの場合( 農，林，漁業用建築物の判断)

市，町，村長または段業委員会々長( 林，漁業の場合も段業 lζ 準ずる)

り判断し ，その旨を哀省きする。

ハ，前項ハの場合( その他建築主事に疑義を生じた場合)

その都度，そのケ ース毎に判断し，裏書きする。

<II 宅地造成等規制法 1<: 関係する随想申請〉 以下は省略。詳しくは大阪府建築邸開発指導課へお問い合せ下さい。

の証する証明書ICよ
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8 日 1時- 5 時

京浜急行ホテ J レ新築工事

設計 ・監理附坂倉建築研究所

施 工鹿島建設附東急建設( 附

朝日 ・東海ピノレ新築工事

設計 ・監 理 附 日 建 設 計

施 工 清 水 建 設 附

参 加 者 34名

飛鳥・藤原宮跡発堀現場その他の見学会

( 本会，大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部と共催)

22日 12時半- 6 時半

案内者

奈良国立文化財研究所

参 加 者 団 名

S N S U一草津プロジェク卜とクーラー・冷

蔵庫の工場見学会

24日 l 時EIJ 分- 5 時35分

S N S U工事

設計 ナショナ J レ住宅建材附

新日本製鉄側

ナショナノレ住宅建材附

新日本製鉄附 附鴻池組

参加者 24名

東京の新しい超高層建築の見学会

宮沢智士氏

5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

塚本，松村，福田( 兼法規) ，正

副会長 ，北垣( 事業) ，鳥田( 編

集) ，岡橋( 住宅) ，小林( 出版) ， 

谷口( 教育) ，堀内( 建材) ，井

上〈データシ ー ト〉各委員長

「ロサンゼルス大地震の教えるもの」

現地調査報告 ・映画の会

28日 6 時- 8 時

於大阪科学技術センタ 一

大阪建築事務所社長高橋慶夫氏

問O名

25日

出席者

常 設 委 員 会 委 員 長 懇 談 会

若 い 会 員 の 集 い

ゲスト

出席者

施工
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暑中お見舞申し上げます昭和46年盛夏

設 計 事 務 所 有 志

RI A建築綜合研究所大阪支屈

所 長 山 口 文 象

支庖長 山 家 啓 助

青 田 設 計 事 務 所

所 長 青 田
藍包 =1::  

玉三 口

代 表 姫 路 (24) 9  0  1  2  

姫路市坂田町 5 4  ( 姫路建設会館内) 電話

直 通 姫 路 (22) 7  1  2  6  

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代 表 取 締 役

大阪事務所長

赤 松 修

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 2  3  ( 瑞穂ピル) 電話 (364) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 宮

株式会社浅野建築設計事務所

代表取締役 浅 野 真 澄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 域 南 寺 町 9 - 2  7  電話 768- 0  2  0  1  ( 代)

768- 1  8  7  0  

分 室奈良県北葛城郡香芝町下回 2 5 6 電 話 (0745)77- 7  8  0  5  

株式会社束建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋筋 3 - 6  8  三海ビル 電話 (358)5598 ・3497
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株式会社荒木造園設計事務所

宇日芳木荒代表取締役

電話 0727 (61) 8 8  7  4  ( 代表)大阪府池田市鉢塚 2 丁目 8 番 2 1 号

株式会社井上達明建築事務所

円

刀

r

E

 

達上井代表取締役

電話 372- 2  8  2  1代 表大 阪 市 北 区 鶴 野 町 5 1 番 地干530

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 伊 東 正 也

取 締 役 竹 原 永一郎

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 り 2 - 6 清光ビル 電 話 ( 562) 4 3 4 3 - 4  

池田宮彦設計事務所株式会社

直 治

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 68 ( オートセンタービル )

大阪 (761) 0360 (762) 0396 (762) 5551 内線 351- 7  

東 京 都 新 宿 区 坂 町 2 8  (三広 ピ ル ) 電 話 東 京 (351) 8 9 6 2

松 江 市 西 川 津 町 2 5  7  0 電 話 松 江 (21) 2  5  4  7  

|

 

|

 

j

 

荒取締役会長日召田池代表取締役

社

電話

東京事務所

山陰出張所

本

所務事築建

E

E

・
E

・

--------

'

E

E

ノ
石

06 (779) 9491 - 2  

03 ( 946) 5431 - 2  

宏

電 話

電 話

寛石 川

石 川

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1 1

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 11 - 9

所務事計設泉株 式 会 社

耶

郎

7c 長 谷 川

宮 川

代表取締役

達
代表取締役

電話 2 5 1 - 7 6 9 1 (代)
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株式会社泉沢建築設計事務所

代表取締役 泉 沢 哲 史

大 阪 市 東 区 五 町 5 丁目 4 2 番 地 新 瓦 町 ピ ル 電話 (231 ) 2  0  6  4  - 5  

株式会社今西建築デザインルーム

代表取締役 今 西 茂 雄

大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 2 - 4  7  T  E  L  541 - 3  0  5  1  - 3  

@  
株式会社栄和設計事務所

取締役社長 小 泉 善 重

本 社 大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 4 丁目 14 T  E  L 大阪 (452) 1651 - 3  

株式会社大阪建築事務所

取締役社長 高 橋 慶 夫

本 本 土 並 び に 支 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441)9351(代)

東 京 支 所 東 京 都 港 区 赤 坂1丁目 l 番14号( 溜池東急ピル) 電話東京 (5お) 8169 

名 古 屋 支 所 名 古 屋 市 中 区 丸の内2丁目Z番15号(東照ビル) 電話名古屋 (221) 8566 

九 州 支 所 北 九 州市小倉区魚町4丁 目3番8号( 丸源ピル) 電話小倉 (52) 4  28 5  

分 室 福 岡 ・大 分 ・水 島 ・室 蘭

式

社

株

会
海 上 静 一 建 築 事 務 所

代表取締役
海 上 静

本 社 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 4 1( 中 博 ビ ル) 電 話 大 阪 ( 261) 4428- 9

三重分室 三 重 県 津 市 船 頭 町 2 0 4 4 電 話 津 ( 8 ) 9 6 2 7

L1 コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 - 1 5 5 ( 新 山 越 ピ ル ) T  E  L  488ー 0178 ・2408
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去を小林得志建築事務所

代表取締役
林 得

士

山

山

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤 田 ビ ル 内 電 話 ( 341 )  5  6  5  8  - 9  

藷 河 内 義 就 設 計 事 務 所

代表取締役 河 内 義 就

広 島 市 上 峨 町 2 番 3 7 号 電 話 (0822) 28- 2  2  7  1  

株式会社坂倉建築研究所

代表取締役 西 j畢 文 隆

東 京 事 務 所 東 京 都 港 区 赤 坂 9 - 5  - 1  2  T  E  L 03- 403- 3  5  5  1  

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 - 1  2  2  T  E  L  06 - 443ー 0 0 2 1  

司
22桜井建築設備研究所大阪事務所

取締役所長 長 谷 川 幸 雄

大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 5  O(第 2 富士ビル) 電話06- 443- 7891附

大阪事務所九州支 所 福 岡 市 那 の 川 2 - 9  - 32 電話092- 52 - 3036附

本社 ・東京事務所 東京都新宿区四谷1- 4(野原ビル) 電話03- 353- 4711附

株式会社清水和禰設計事務所

代表取締役
清 水 和 蒲

大阪市北区万オ町 4 3  (浪速ビル ) 電 話 大 阪 (312)4616 ・7278(代)

株式会社篠田川口建築事務所

株式会社協同設備事務所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3 - 2  

T  E  L  962 - 7  5  8  1  ( 代)

T  E  L  971 - 2  2  5  5  ( 代)
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@  
株式会社昭和設計事務所

代表取締役社長

代表取締役専務

岡

林

本 行

唯

主主

Eコ

夫

設計・監理
大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 1 - 8 四ツ橋ピル T E L代 表 532一 o 4  1  5  

神 戸 事 務 所 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 5 - 6 久徳ビル T E  L  078 - 25 - 0  () 5  1  

姫 路 事 務 所 姫 路 市 竪 町 54 番 地 滝 川 ピ ル T E L姫路 24- 2  9  2  6  

姫 路 事 務 所 長 河 野 豊 蔵

i  

田 中 主 幸 子 銭E 重王三矢ーは二

株式会社 左手去ら善幸ｾヲ Ｗｐ リ ｲ
小 西 短 二 末 宇 佐 刀 川

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東京事務所東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

名古屋事務所名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内) 電話 (211) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大 湾 市 梅 林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 (22) 5373- 4 番

株式会社竹内建築事務所

代表取締役

専務取締役

内 藤

林

真

茂

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビ j レ) 電話 ( 211) 2706- 8 番

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4 8  w5 4 1 電 話 06 (202 )  3  6  2  6  

事 務 所 所 在地 東 京 ・ 名 古 屋

ネ末式会社東畑建築事務所

代表取締役
東 畑 謙

実 阪 事 務 禁 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06) 202- 0391 

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 永田町ピル) 電話 東京 (03) 581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2(堀内ビル) 電話名古屋 (052) 571- 8471 

北 九 州 支 所 ・ 大 分 支 所

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所

所 長 井 上 正

(025) 571 - 1271 ( 大代)

名古屋市中村区椿町4- 28( 国鉄会館ビル) をii>453 電唱

(025)551 - 2025 ( 直)
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株式会社内藤建築事務所

代表取締役社長 内 藤 資
申

d じρ

本 社 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 1 8 9 番 地 電 話 075 (781) 6195代

事務所 ・出張所 青 森 ・仙 台 ・ 東 京 ・ 松 本 ・ 静 岡 ・名 古 屋 ・ 京 都

滋 賀 ・奈 良 ・大 阪 ・四 国 ・ 福 岡 ・大 分 ・ 鹿 児 島

株式会社中津建築事務所

代表取締役 中 津 誠 一 郎

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 8  ( 高橋ビル北 5 号館) 電 話 363- 3  8  8  1  ( 代)

有限会社中西建築事務所

代表取締役
福 田

古

了

士

口

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 3  ( 朝日ビ l レ) 電 話 231- 9  5  3  1  

株 式 会 社 日
3童 ーn

百叉

牛

ー==ロ

取締役社長 塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 3 8 番 地 電 話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)

株 式 会 社 根 津 建 築 事 務 所

代表取締役 根 津 耕 一 郎

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 2 - 15(佐々木ビル) 電話 (06)262- 0595(代表)

東京事務所 東京都渋谷区幡ケ谷2- 7- 1 ( アサヒビル) 電 話 ( 03)  377 - 8  6  8  7  

株式会社福永建築設計事務所

代表取締役 福 永 薫

専務取締役 福 永 健

大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 4 ノ 6 1  電話 (06) 251- 3102 ・5189
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。
株式会社藤沢建築設計事務所

代表取締役所長 藤 沢 英 雄

本 社 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 中 之 丁 2 9  電話06- 251- 0255附

支 所 東 京 都 港 区 南 青 山 2 - 2 2 - 1 5 電話03- 402- 8626

大 分 市 今 津 留 6 組( 千代田ビル) 電話09752- 8  - 3533 

株式会社宮後建築事務所

代表取締役
呂 後 健

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 - 3 5 電話 772- 0  1  6  5  ( 代表)

分 室 大 阪 惟 寺 町 ・大 阪 横 堀 ・ 大 阪 本 町 ・ 茨 木

ｾ＠
t--!----. ...l..L. "1.オヨt..!tヂ ず ニn ニ 叶 . τ 主 ・ 明 白 →...... 

株式会社安汗建染員又首丁事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電 話06(943)1371(大代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電 話06(943)1371 ( 大代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁目 l 番 地 電 話03 (261)  5101(代)

名古屋事務所 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 2 4 番( 日本生命ピル) 電話052(961) 1861 ( 代)

神 戸 事 務 所 神戸市生田区三宮町2丁目 18番地( 阪神相互ピル) 電話078 (32)  1533(代)

ω  株式会社。 -ji. 建 築 事 務 所

代表取締役

専務取締役

上 田 良 治

浅 井 j閏

大 阪 市 東 区 谷 町 5 - 3  0  ( 新野村ビル) 電話 768- 2  9  4  1  - 2  

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

代表取締役 設 楽 貞

大 阪 市 北 区 松 ヶ 枚 町 8 8  ( 河田ビ l レ) 電話 358- 6  3  7  2  ( 代)

株式会社吉田建築事務所

取締役会長
士

口
田 信 武

治 誠 次取締役社長
佐

大阪市西区北堀江上通 3 - 22( 久竹ビル) 電 話 (538) 2991 代 表
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暑中お見舞申し上げます昭和46年盛夏

建 設 業 者 有 志

虚高垣

株式会社

= 邑

同 木 建

=ル

員又

( 旧ブルドーザー工事株式会社)

⑬ 

CD 

。。

• 
98 

取締役社長 青 木 益 次

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E L  06 (458)  5851 

東 京 本 社 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 2 - 17 - 3  T E L  03 (407) 8511 

大 阪 支 底 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E L  06 (458)  5851 

株AZミ、

式

?蚤 沼 組社

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

主 著 ・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の 1 電 話 代 表 ( 762) 0  2  5  1  

支 庖 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・札幌・仙台 ・福岡 ・広 島

営業所 ・秋田 ・岩手 ・水戸・千葉 ・立川 ・横浜 ・新潟 ・北陸 ・静岡 ・岐阜 ・長野

三重・奈良 ・京都 ・郡山 ・和歌山・神戸 ・岡山・高松 ・徳島 ・高知 ・熊本

雲 を 新 … 工 務 所

取締役社長 新

本 底 ・大 阪 市 北 区 曽 椴 崎 中 一 丁 目 四 三 電 話 代 表 大 阪 (313) 1331 番

支 庖 ・東京都千代田区猿楽町二丁 目一番十四号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741 番

営業所 ・名古屋市中区大須四丁目一番七一号( 時計ビル) 電話 名古屋 (262)  1725 番

神 戸 市 灘 区 倉 石 通 一 丁 目 二 電 話 神 戸 (87)  6119 番

株式会社
あ め り か 屋

鵬 役 社 長 前 野 慶 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 ( 444) 1501番

安藤建設株式会社大阪支庖

取 締 役 大 阪 支 服 村 田 隆 次

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 4 4 3 - 5 5 6 1

本 社 ・東京都中央区八重州四丁目七番地電話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 底 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 | ・ 広 島

営業所・ 千葉・横浜 ・水戸・盛岡 ・新潟 ・神戸・沼津・ 札幌・宇都宮 ・北九州・熊本
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株Aヱミ、

式

井 上 組
社

取締f支社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸市生田区加納町三丁目二番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

株Azz 、

式

人1  西 組社

取締役社長
β7  、

西
コ育雪と合d守ョｾ

雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話06(772) 1  2  5  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電 話03(354)0581- 5

営 業 所 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 四 丁 目 四 番 地 ノ ー 屯 話078(33) 6 0 6 0  

埼玉県所沢市大字中富字北見元秋津分990番 地 電 話0429(22) 0 1 8 0  

株 式

会 社 大

取締役社長 大

林 組

林 芳 良E

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 75 番 地 電 話 大 代 表 (941) 0861 番

東京本社 ・東京都千代田区神田司町2丁目 3の1 電話大代表 ( 292) 1111 番

支 庖; 札幌・仙台 ・横 浜 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広島・岡山 ・福岡・高松

株式会社

奥 本守 来E

社 長 奥 村 俊 夫

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 札 幌 ・ 仙 台 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・四 国 ・北 九 州

鹿 島 建 設 株 式 会 社

会 長 鹿 島 守 之 助

取締役社長 渥 美 健 夫 取 締 役 大 阪 支 庖 長 橋 本 正 二

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話東京 (404) 3311 (大代 )

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七一( 瓦町ピル) 電話大阪 (202) 代7461・8166

株式会社 金 山 工 務 庄

代表取締役 金 山 伊 三 次 郎

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 丁目 2 電 話 大 阪 代 表 ( 942) 5461番

東京支庖 東京都中央区日本橋堀留町1丁目 2 電 話 東 京 代 表 (663)7844番

堺 支 庖 堺 市 中 瓦 町 2 丁87( 博愛ビル 4 階) 電 話 堺 代 表 (21) 2751番
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ｾＸ＠
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画

手惨

OOI  

雲 を 神 崎 組 大 阪 支 応

取締役 支 限 佐
イ白 武 男

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 (341) 7  3  7  1  ( 代表)

本 庖 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電話 姫路 (23) 2021(代表)

株 式

会 社
熊 谷 組 大 阪 支 庖

専務取締役支庖長 泉 治 郎

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番( 大代表)

本 社 東 京 都 新宿 区筑土 八幡町二二番地 電 話 (260) 2111番 (大 代表)

支 庖 札幌 ・仙 台・北関東 ・東京土木 ・東京建築 ・横浜 ・名古屋・広島 ・四国 ・福岡

株 式 会 社 鴻 j由 組

取締役社長 池 藤

本
庖 大阪市東 区北 久宝寺 町 4 - 2 7 電話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・鹿 児 島 ・広 島 ・松 江 ・高 松 ・仙台

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 十 三 西 之 町 4 丁 目 3 1立 話 ( 06) 302 ー 1551代 表

営 業 所 尼 崎 市 南 塚 口 町 2 丁 目 2 9 番 3 4 号 氾 話 ( 06) 429 - 4  5  6  9  

神 戸 市 五 合 区 八 幡 通5丁 目 6番地( 松井ピノレ) ' i l L 諮 ( 078) 22 - 6  2  9  3  

堺 市 宿 屋 町 東 3 T  1 番 1 9 号 電 話 ( 0722) 2- 5  4  2  3  

来 京 都 中 央 区 越 前 堀 1 丁 目 8 番 地 包 括 ( 03) 551 - 4 5 0 1

本

佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支庖長 山 本 良 勝

本 社・東京都中央区日 本橋 本町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331  ( 大代)

大阪支庖 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電話 大阪 (203) 7221  ( 代表)

支 庖 ・東京・ 名 古 屋 ・富 山 ・ 札 幌 ・ 福 岡・仙 台 ・広 島

-ーーー...A

和 建
主uFぇb  

株 式
Zヨゐミ 社

ー..... 

- 色

代 表 取 締 役
竹 下 文 武

社 大 阪 市 東 淀 川 区加島 町 4 3 1 T E L  (301)  6  6  3  6イt

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 西 新 橋 2丁目 19番 1号 T E L 東 京 (436 ) 1  2  7  1代

京 都 営 業 所 京 都 市 右 京 区 西 大 路 五 条 上 ル T E L 京 都 (311) 8  8  9  7  

東 京 工 場 川 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  T E L 川 口 (52) 4  1  0  0  

高 槻 工 作 所 高 槻 市 芝 生 町 5 の 2 T E L 高 槻 (74) 0  3  8  1  



⑧ 
島藤建設工業雲霊大阪支庖

支 庖 長 樽 田 男光

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403) 1  5  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代表

清 水 建 設 株 式
b

f日
社

社 長
士

口

1

 

1

 

1

1

J

 

清

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・金 沢 ・仙 台 ・札 幌

4快 イゑえ建設株式令私

常務取締役大阪支庖長 野 村 太 郎

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 22 番地( 新住友ヒソレ2号館) 電話 (202) 代表7421番

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

。
株

会

式

社銭 高

輝

組

取締f支社長 銭 之

本 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 3丁目 2番地 電話大阪 (531) 6431番( 大代表)

支 底 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 青 森 ・ 秋 田 ・ 盛 岡 ・前 橋 ・ 新 潟 ・千 葉 ・横 浜 ・ 絡 岡 ・津 ・京 都

神 戸 ・岡山 ・高 松 ・松 山 ・ 松 江 ・ 北 九 州 ・熊 本 ・長 崎 ・大分

。
大本えまえ株式会私

本 社 大 阪 市 南 区 大 和 田T 1 番 地 氾 話 ( 213 ) 大代 o 5  5  5  

大 阪 工 場 大 阪 府 南 河 内 郡 美 原 田T す 生 8 1  0  - 1  也 話 ( 0723) 61 - 5  8  8  1  

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 2 の 9 電 話 ( 294) 大代 4 3 1 1  

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 区 錦1丁 目 2番 11号 ( 岩 印 ピ ル ) 氾 話 ( 211 ) 代 5 4 2  1  

広 島 支 庖 広 lゐ rli 来 白 鳥 町 2 1 - 1 6 ( 多 国 ピ J レ ) 包 括 2  1 ー o 2  1  0  

九 州 支 庖 福 岡 市 天 神 3 丁 目 3 番 11号 ( 新 梅 居 ピ J レ) 電 話 7 6 - 5 3 3 1  

営 業 所 札眺・千楽 ・埼玉・横浜・立川 ・京都 ・滋賀 ・神戸・家良・和歌山・岡山

• 大 成 建 設 株 式 会 社

取 締 役

社 長

専務取締役

支 庖 長

東京都中央区銀座 2 丁目 5 番 11号

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 番 地

南

菅
j畢

幸 治

英 夫

本 社

大阪支庖

T E L 東京 (567)1511大代表

T E L 大阪 (262)1131大代表
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大 日 本 土 木 盟 大 阪 支 庖

大阪駐在常務取締役 山 田 豊

常務取締役支庖長 高 木 政 夫

530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 電 話 06 ( 341 ) 代表 5 9 3 1  

東京本社 101 東京都千代田区神田松永町19 電 話 03 (255) 代表 0 3 7 1  

本 庖 500 岐 阜 市 六 条 1 4 8 3 番 地 5 電 話 0532 ( 72)  3  1  4  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋

営 業 所 神 戸 ・京都 ・奈 良 ・和 歌 山 ・ 上 六 ・ 岡 山 ・広 島 ・九州、|

宮崎 ・熊 本 ・静岡 ・長聖子 ・中津) 11 ・三重・横浜 ・千葉 ・仙 台

パP、
てV

続 竹 中 工 務 庖

取 締 役 社 長 竹 中 錬

⑧ 
鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常 務 取 締 役 支 限 勝 田 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321 ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目玉番三号電話東京 (262) 3411 ( 代表)

⑮ 

東 漆 興 業 株 式 舎 私 大 阪 支 庖

取締役社長 中 西 小一
慈雲管室小松英二

本 社東京都千代回区丸の内 3- 4- 2 日 石 ビ ル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

大阪支庖大阪市北区梅田町 2 7 サ ン ケ イ ビ ル 電 話 大 阪 (343) 0  4  5  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌

@

 

戸 田 建 設 容 ま 大 阪 支 庄

取 締 役 支 眼 加 納 秀 雄

大阪市東区本町 3 丁目 27の 1 ( センパ・セントラルピル)

電話(252) 631 l ( 大代表)

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

大阪支庖営業所・京都・神 戸・金 沢 ・富 山

I T、
てコ

飛島建設株式奮社大阪支J苫

常 務 取 締 役 支 服 篠 原 忠
ム

口

、
γ

1

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号
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員又建松西
明日をささえる

@  

番 地1  4  

リ

喜

2  市 東 区 釣 鐘 町

島 田

阪大大 阪 建 築 支 庖

勢取締役支庖長

番 地3  1  東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町社本

ネ土

色、

エミ式株

壬きル

丘又建東日
輸

夫

郎

久 保 俊

津 平 八

長

本

取締役社長

03 (265)  ( 大代表) 4281番

06 (351)代 0 6 2 3 番

電話東京

電話大阪

取締役支店長

102 東京都千代田区平河町 1丁目 2 番地12

530 大 阪市北区末広町12番地( 新末広ビル )

本社

支庖

社

之》

ｾ＠式株設建本日

③ 

政

T  E  L  (261)  7  5  9  1  - 6  

島 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 四 国

重田

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  

東 京 ・名 古 屋 ・ 福 岡 ・広

生
長社

社

庖

本

支

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

I L.¥ 

電話。02) 代 表 4 7 9 1  

電話。41) 代 表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地

東京都千代田区大手町二丁目一番一号

本岩取締役社長

本 社

東京支店

応支阪大組
日

刊

E

『

E

株 式

会 社@  

蔵

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二 丁 目 七 O 番 地 電 話 (203) 代 表 2 8 2 1  

庖 ・東京都港区赤坂青 山南町一丁目一番地 電 話 (402) 代 表 8 1  7  1  

庖・ 東京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡・仙台 ・長 野 ・海外工事局 ・札幌 ・広島・高松

幾ホす

常務取締役

支 庖 長

本

支

社
. d  

: z4 式株組

•••••••• 
-------

E

・・'

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・4 1  4  9 ・4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0 3 の 2

話 ( 791) 2  7  4  4 番

I

 

l

 

-
-
E

・'

'

f 、

' 口
長取締役社長

大

電

大

電

社本

工 作 場
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記長谷川工努庄ビル経営総合建設

@  

美

T  E  L  (463)  5451(代表)

T  E  L  (203)  5661( 代表)

芳

東京都渋谷区道玄坂 2 - 2 9 - 2 0

大 阪 市 東 区 平 野 町 5

上7.K 取締役社長

本 社

大阪支庖 4  0  σ〉

阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

@  

電 話 ( 341 ) 5445f仰

1'11誌雪 078( 85) 5362 

f包括0798 (  4  ) 4908 

電 話 ( 412) 1 8 6 6  

電 話0734( 3 6) 0231

ttL苦舌0862( 2 4) 6689

正

大 阪 市 北 区 締 田 町 9 3 番 地

神 戸 市 東 灘 区 御 影 本 町 2 ー 18 - 1  

西 宮 市 甲 子 園 高 汐 町 2 - 29 

尼 崎 市 昭 和 南 通 3 - 26 尼 崎 松 本 ピ ノ レ 内

和 歌 山 市 3 番 丁

岡 山 市 鹿 回 町 1 丁 目 4 番 9 号

芦 屋 ・ 京 都 ・ 川 西 ・ 寝 屋 川

原藤
取締役社長

本 社

神 戸 支 1苫

西 宮 営 業 所

尼 崎 営 業 所

和 歌 山 営 業 所

岡 山 営 業 所

出 減 所

飛 騨 建 設 株 式 会 社
c  

泰

電 話 大 阪 ( 06)  363 - 1  7  4  1代表

1尽:青

8 番 地

代表取締役

3  大 阪 市 北 区 富 田 町

社

A

Q

玄

郎

式株

= ル

員又建
-
-

不

z  
五
ロ

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 4 丁目 8 ｾ＠ 550 電 話 大 阪 (06) 541 - 5534代表・9301代表

東京都新宿区西新宿 Ｔ 丁目 Ｕ 番 Ｒ 号ｾ 160 電 話 東 京 (03) 377 - 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代田 Ｔ 丁目 ＱＱ 番 ＱＷ 号ｾ 460 電話名古屋 (052) 321- 8  4  8  1 代表

大 垣 ・京都・神戸・広畑 ・大 分

口山取締役社長

社

庖

本

支

出9長所

社
b

f

m

 

式株設建動不

④ 
勝

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁目 3 0 番 地 電 話 大 阪 (201) 1121 

東京都中央区銀座 4 丁目 2 番 1 6号 電 話 東 京 (567) 1751 

九州 ・名古屋 ・君津 ・大分 ・神戸 ・横浜・北海道 ・千葉 ・仙台 ・広島

岡 山 ・ 福 岡 ・ 長 崎 ・ 山 口 ・ 水 戸 ・ 姫 路

里子庄取締役社長

大阪本社

東京本社

支 庖

営 業 所

応務工木藤
式

社

株

会

@  
庖 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 ・電 話 大 阪 06(942) 1461(代)

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地・ 電 話 東 京 03(357) 1611(代)

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 ・電 話 倉 敷0864(22) 3330(代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 三 電 話 高 松0878(51) 7272 ( 代)

出張所 ・京 都 ・名 古 屋 ・津 ・岡 山 ・ 新 居 浜 ・徳 島 ・ 福 岡 ・熊 本

本

支
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工業アマ少
らひ米未

告惨
文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 (345) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 15  

支 庖 ・東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島

九 州 | ・ 仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ カ ス ・ サ ン パ ウ ロ

賀古常務取締役大阪支庖長

真柄建設株式会社大阪支庖

+  取 締 役

支 庖 長

大阪市西区京町堀 3 丁目 12番 地 電 話 大 阪 (06) 443- 0641( 代表)

東京都千代田区麹町5丁目 1番 地 電話 東 京 (03) 263- 1211(代表)

東 京 ・名 古 屋 ・金沢・富山 ・福 井 ・京 都 ・ 大 津 ・神 戸 ・新 潟

治孝木々佐

大 阪 支 盾

東 京 本 社

支庖 ・営業所

前田建設工業株式会社大阪支庖
③ 

ｾ＠

品光田島71f 均取締役支! 万長

電話大阪 (942) 1301  ( 代表)番 地大 阪 市 東 区 石 田r 2 丁 目 7支 応

電，i丹東京 (265)5551番( 代表)東京都千代位l区富士児 2丁目 10番地 の26号ｾ社

組村松
株 式 会 社。

雄村松取締{ 支社長

電 話 大 代 表 大 阪 (353)1131 社 ・大 阪 市 北 区 空 心 町一 丁 目七O 番 地本

|判島 ・私i屋 ・広古l削 ・名京 ・札l.ii ・東主

阪 支 庖大

株 式

会 社3支建井

-・・困圃・・

-
-

⑥ 
1it f元収締役

支 庖 長

った阪市北区中之品 3 - 2  (三井ピル 2 号館) 電話大阪 (443) 代表1321

東京都中央区日本橋室町二 ノー( 三井ピル) 電訴東京 (270) 大代表8651

東京土木 ・東京建築 ・札 幌・仙 台 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

久慶内竹

大 阪 支 底

本 社

支 底

本土会

嗣

式
&昼中

4

咽

凡

叉

木

'

-

E

-

田建本キサ@  

豆主

...'o!.. 

大和高田 (52)  6021(代表)

大 阪 (779)1571(代表)

福岡支庖

電 話 福 岡 (74)0119 

奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7

大阪市天王寺区上本町 9 丁目 4 9  

名古屋支庖

電 話 名 古 屋 (241)1511刊

本

電話

電話

代 表 取 締 役 社 長

本 社

大阪支庖

東京支庖

電 話 東 京 (265)5851附
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⑮ 
望 月 建 設 株 式

芝〉

エヨミ 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市北区堂島上 1丁目 18 電話大阪(344) 8  6  5  1  ( 代表)

工 作 所 豊 中 市 小 曽 根 4丁目 9 0 0 電話 (332) 4  8  3  1  - 2  

豊 中 倉 庫 豊 中 市 島 江 1丁目 1番 7号 電 話 (333) 7  4  3  0  

。 株式会社 森 組

取締役社長 森 幸治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7番

( 支庖) 東京 ・名古屋 ・奈良 ( 営業所) 和歌山・尼崎・神戸・岡山

⑬ 
株式会社 森

代表取締役社長

本

本 積

組

森 善

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町 三 番 地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島

営 業 所 松 江 ・ 神 戸

出張所奈良・米子・下北山・西明石・和歌山・河内・相生・木曽福島

① 株 式 会 社
盛 工 務 応

代表取締役 盛 道 雄

本 社 ・ 大 阪 市 北 区 南 森 町 4 7 番 地 電 話大阪 (364) 158l ( 代表)

営業所・神 戸 ・ 福 岡 ・ 西 宮

。

号

矢 島 建 設 株 式
芝〉

エヨミ 社

取締役社長 矢 島 浩

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 - 3 電話 東 京 (572) 代1436

大阪支庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電話 大 阪 (271) 代5837

2締f官リ社長 仁 平 信 也

支庖・ 営業 所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 浦 郡 ・ 和 歌 山

⑮ 
株式含社米国工務届

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

取締役会長

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 町 7 T E L 大阪 (06) 771- 7771代表
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暑中お見舞申し上げます昭和46年盛夏

建 材 ・ 設 備 ・ 工 事 業 者 有 志

マミ〉
浅 野 ス レ ー ト 株 式 会 社

取締役支庖長

/ 印、

' 口一 幸

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 4 の 2 電話 (434) 1  2  1  1  

支 庖 大 阪 市 大 淀 区 中 津 浜 通 り 3 の1 1 の l 電話 (372) 5  3  5  1  

。 株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖

取締役社長 井 上 浄 夫

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 電 話 441- 8531 ( 代)

支 社 ー 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 4 - 2  - 2  電 話 551- 6  7  5  6  

。〉
タ イ ル ・ 瓦 工 事

井 上 窯 業 株 式

A

Q

玄
社

代 表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話 771- 2  8  2  5  (代 )

営 業 所 豊 中 ・奈良 ・寝屋川

• 株 式 会 社
梅 彦

代表取締役 松 永 彦 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 ( 43)  6  1  4  9代

寝屋川工 場 寝 屋 川 市 河 北 一 番 地 電 話0720 ( 21 )  4  3  3  8代

選診 文 限 装 飾 株 式

。
宮

取締役社長 崎 川 智 造

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2丁目 6 4 番地 電話代表 06 (441)  0  9  3  1  

営業所東京都豊島区東池袋 1丁目 4 5番 地 電 話 代 表 03 (984)  7  7  2  5  
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小
川

Y

日 本 電 気 硝 子 側 代 理 庖 営業品目 鉛硝子 ・ガラスプロック ・光り壁

側各務クリスタ J レ製作所代理庖 ゲージグラス ・ レンズ ・サ ンスト ｾＷ

株式会社伊勢谷特殊硝子製作所

伊 勢 谷 圭 作

陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

(陶磁・ガラスを主材とする壁画唱構成・立体得成)

⑦ 開 Ｘ タｾ }ft 衛 令

大阪市西区江戸堀北通 1 ノ 1 9  ( オカダビル) 電話 (443)  9  1  3  1  ( 代表)

。
各 種 冷 暖 房 ・ 空 気 調 整 機 器 専 門 製 作

木 村 エ

( U正取締役

機

木

株 式

悦

ｾ＠
ｾ＠

、丘二

I ロ

社

本 社 大 阪 市 東 区 上 町 1 3 番 地 電 話 (06) 761 - 6921  

) . t : 京沿業所東京都中央区八 m洲 4 丁 目 5 番 地 ( 新 光 ピ J レ) 位路(03) 273 - 8821  

名 古 屋 営 業 所 名古 ｉｾ 市中区 ＥＱ 1  r 目 4 111: 27 片 ( 必型FピJレ) 電話( 052) 211- 5048

稲 岡 営 業 所 制 | 崎 市 大 名 1 r  EI 12 lfI: 52 片( 内 If事ピ Jレ) 電話(092) 77 ー 0628

八 尾 製 作 所 大 阪 府 八 回 市 北 久 玄 寺 2 r 目 2 lfI: 7 片 司E宮舌(0729)23 - 0621 

。
電気・計装・空調・土木

近.tt電急エ季妹夫合絃

取締役社長 大 森 久 司

本 庖 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電話 312- 1  2  8  1  ( 大代)

株式会社シェル石油大阪発売所

アスフアルト製品販売部

部 長 栗 山 和

本 社 大 阪 市北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2 5  電 話 大 阪 ( 363) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀川 区 西 中 島 町 2 一76 電 話 大 阪 (303) 7 1 3 1 代 表

務 所 東 京 ・ 福 岡

建築写真の撮影から仕上げ・カラー写真の一貫生産

記 録 ア ル バ ム 作 成 ・ パ ネ ル 張 り ・ 装 飾 用 大 伸 し

作品集・竣工アルバム及びパンフレットの編集・印制

r;.n腕似ジーチーサン

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁目 5 2  

電話 06 (231 ) 1 2 6 3 - 4 ・6 7  9  1  ・事 541
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S I NKO 

。

書喜

円 -i 可

重

ｾ＠

住 宅 タ イ ム ス

代表取締役
ホ直 田 泰 弘

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁 目 8 4 電 話 06 (231 )  1  4  4  1  - 3  

新 晃 工 業 株 式

ｾ、

Z 玄
社

本 社 大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 大 川 町 一 番 地 〒 541 電話 ( 06) 202- 4761番 ( 大 代 表)

T E L E X  5 2 2 - 4 8 6 4  

東 京 支 社 東 京 都 千 代 国 区 有 楽 町 一 丁 目 五 番 地 干 100 電話 (03) 216- 4311番 (大 代 表)

T E L E X  2 2 2 - 2 8 5 7  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 栄 四 丁 目 一 番 一 号 干 460 m骨舌 ( 052)261ー 1731番 (代 表)

T E L E X  4 4 2 - 4 1 7 1  

技 術 研 究 所 寝 屋 川 市 大 字 太 秦 九 九 八 番 地 〒 572 m骨舌 ( 0720) 23- 1771番 ( 代 表)

神 束 塗 料 株 式 会 社

社 長 山 口 由 美

本 社 尼 崎 市 南 塚 口 町 6 - 1  0 ー 7 3 電話 429- 6261 (大代)

東京支庖 東京都中央区八重洲 3 - 3( 八重洲口会館) 電話 272- 4011 (大代)

新日本空調株式会社大阪支唐

支届長 堀 田 雅 邦

大阪支庖大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1 (新大ピル) 電話大阪 (344) 6031 (代)

本 社東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第2別館) 電話東京 (279)5671 (大代)

5頁 賀 工 業 株 式

.，d.. 

社ヨ玄

取締役社長 3頁
カ貝ロ

孝

東 京 大 阪 名 古 屋 京 都 神 戸 福 岡

千 業 横 浜 広 島 高 松 ヰじ 九
州、|

キ青 研 ;令 機 株 式 必エミ、
ネ士

取締役社長 木 内 清

専務取締役 和 田 正 八 郎

本 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセンターピル ) 電話761 -11 41(ftl 

東京営業所 東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5 号 ( 九段ビル ) 電話262 - 3241刊

109 



主

建築用接着剤・各種コーキング剤製造 ・販売 ・責任施工

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社

大阪支庖長 大 山日百 血

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之 丁 4 1  電 話 (251) 3555 (大代表)

西日本アスフアルト事業協同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商庖

代表取締役
舘 林 彦 四 郎

京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 3 7  電 話 (075) 681- 7  2  2  1  ( 代)

d 傘、

、寺戸7

大阪ガス風呂ショップ

IJ  -，- 'D  I B 8  

代 表 者 田 中 照 雄

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側)

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (992) 3  8  2  2  

マ

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

大阪営業所

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4 電 話 441- 5  9  5  1  ( 代)

。
鉄 骨 ・ 鉄 塔 比 上 、 止l 比三'_j_ + k --，--

橋梁・製缶 臥 ・1: p J . J . 旦向日ロ I ! J i l l -.L 

株 式 会 社 大 成 鉄 工 所
P  

代表取締役 高 杉 善 久

本 社 工 場 枚 方 市 出 口 3 8 3 電話 (0720)31-7001- 8  

広島営業所 広島市横川町新町8- 19 ( ライトビル) 電話 (0822)32- 8  8  5  9  

回

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置設計施工

高 砂 艶 挙 工 業 株 式 盆 粧

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 8 ( 新阪急ビル) 電話 345- 4521 ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 - 2  電 話 255- 8  211 ( 代)
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⑬ 
株 式 会 結 息 材 電 機 製 恰 所

取締役社長 高リ 島 栄 ノ

本 社 大 阪 市 北 区 河 内 町 2 - 2  8  電話06(358) 6351(代表)

工 場 大 阪 府 八 尾 市 佐 堂 町 3 - 3  - 12 電話0729(99)0151(代表)

創業a 周年 《診琴震 立 イヒ 商 重富

取締役社長 佐 fケ 孝 雄

営業品目 冷 11是房機株・ 』五十降機器

照 明 器 具 ・電 子 機 器

住 宅 機 器 ・産 業 機 械

空調 ・電気 ・クレーンヱ

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 - 4  7  電話 541- 9  5  2  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・堺 ・神 戸

営 業 所 大 阪 : 東 ・北 ・中央、東京: 町田 ・鹿島

φ  
共栄パーライ卜販売株式会社

取締役社長 f喬 泰
ム

口

、
Y

1

本 社 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の - 町 5 9 4 電話 (941)9243- 7  ( 代)

‘・ :rこ可 :Iti・E 砂 :t-::;ヨF i ' - I J : . i : ' 雄武書祉

自動ドアーはニのマーク

取締役社長 中 畔 登 鬼 男

本 社 〒 550 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 一 7 T E  L  ( 代) 532- 5  8  4  1  

営 業 所 名古屋 ・広島 ・高松 ・金沢 ・京都・神戸/ 和歌山・岐阜・津・富山

主要都市に代J ! ! i 杭あ り

領Bト 内外アスベスト株式会社大阪支庖

‘  
保 温 ・ 保 冷 ・ 設 計 ・ 施 工

サーモパネル ｾｩ による

空調機ケーシング

設計・施工

サーモテックス吹付 l

} 耐火被覆

サ ー モ 耐 火 板 j

大 阪 市 都 島 区 善 源 寺 町 2丁目 3 番 1 4号 電 話 (06) 922- 1  3  7  1 肘)

高松営業所 高松市木太町新関 2 8 1 3  電話 (0878) 62- 8  9  1  6  

本 社 東 京 都 北 区 東 田 端 町 1- 4- 8 電話 (03) 800- 2  1  1  1 附)

支 庖 札 l悦 ・名 古 屋 ・広 島 出 張 所 福 岡 ・仙 台

@  

ダ イ ヤ ラ ス ・鉄 筋 ラ ス ・親 子 ラ ス ・ラ ス シ ー ト ・リ プ ラ ス ・溶 接 金 網

中 川 ラ ス 製 作 所

代 表 者 中
l

 

l

 

-
-
E
『，

，

ネ酋 栄

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 1  但し十合百貨庖北ノ辻東へ入ル南側

電話 (271)  5228- 9  .  (252) 8861- 3  
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ｾ＠ 特許縁。ｾ，，，ｾｾドＢＢＢ，［，［おＪ
西日本アスフアルト事業協同組合

西原衛生工業所大阪庖

株 式

会 社

お

良R
半

ヤ
取締役社長

電 話 大 阪 ( 458) 代 3 5  3  1 番

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 取 締 役 支 社 長 山 漣 敏 郎

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1番地

株式

会社
争参

屯話 (231) 8171(代)

電話03(961) 1691(代)

電話078(29)0541- 2  

電話075(463) 0 6  8  3  

大阪市東区淡路町 1 丁目 14( 八千代ビレ)

東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  

神 戸 市 茸 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  

京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  

大阪支社

本 社

神戸支局

京都支局

日刊建設通信関西支社

株式

会社

争惨

美

(444)  4  4  5  1代表

( 502)  8  5  8  1代表

辰

中

田

田

成

代表取締役会長

取 締 役 支 社 長

電話8  6  堀町

{

口

小
区西市阪大

電話
社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4本

， .  

社新 工 材 株 式 会

代表取締役 井 場 績

日

。

日本アスフアルト防水工業

協同組合関西支部

大阪市東淀川 区瑞光通り 4- 30-2 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 (329)

建設省東計

第 240号認可
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2  

。

<Jij> 

‘:T HA陪'1NTSlf. H融 制

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 揚 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業K. K.  

代 表 取 締 役 長 尾 正 大

本 社大阪市大淀区天神橋筋六丁目 天六阪急ビル電話 06 (351 )  4927刊

東京営業所東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル 電話 03 (822)  0995附

工 場 大 阪 市 東 淀 川区小松中通 5 丁目 6 番地 電話 06 ( 328)  0363附

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

本 社 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町20- 1 電 話 681 ー 5 1 0 1 - 5

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 ー 3 7  電 話 352- 3 5 0 1 - 3  

四 日 市 営 業 所 四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 53一 7 4 3 1 - 3  

大 津 出 張 所 大 津 市 打 出 浜 1 3 - 1  5 電 話 22- 9  7  3  8  

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 8 - 3 6 1 0

目 ホ 建 鉱 脈 武

。
冨

社

取締役社長 橋 本 幸 雄

本社・東京支后 東京都千代田区大手町 2- 6- 2( 日本ヒ・ル) 電話東京270- 6511 ( 大代表)

大 阪 支 庫 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7 番地( 新阪神ピル) 電話大阪341- 4331 ( 代表)

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

大 阪 本 社 大 阪 市 北 区 万 オ 町 5 0 番 地 T E L大代表 (312) 8671 

東 京 本 社 東京都港区芝西久保桜川町2 第17森ピル T E L大代表 (501 ) 7631 

原 因 今 商 事 株 式 会 社

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電 話0 6 - 5 4 1 - 7 4 5 5 (代)

水分営業所 電話0 6 - 5 4 1 - 3  8  4  3  - 4  

株式会社 日 土百 本 社

取締役社長 日 垣 ネ圭

本 ヰ土 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 2 - 3  'l '!I 言舌 261 - 5  0  9  1  

東 大 阪 支 庖 東 大 阪 市 稲 田 1 1  4 1 - 1  電 話 7 8 9 - 5  4  8  1  

東 京 支 庖 東 京 都 墨 田 区 向 島 3 - 3 5 - 6 i:1L言舌 623- 8  3  1  1  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 西 区 那 古 野 町 3 - 7 ' iu言舌 561 - 9  4  9  1  

札 I悦 営 業 所 札 l悦 市 北 1 2 条 来 5 丁 目 223- 46 nL言舌 741 - 3  1  1  1  

福 岡 営 業 所 福 岡 市 御 供 所 町 2 - 4  2  'i'll 言舌 27- 1  5  5  1  
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⑧フグピ化学工業株雷、台、ド

金
士

口

電話 22- 7280 

電話 271- 8531

ぷa、.... 

ｊｈｾ＠

福 井 市 三 十 八 社 町 3 3 - 6  6  

大阪市南区長堀橋筋 1 - 1  ( 森久ビル)

木八取締役社長

本 社 工 場

大阪営業所

.. 

社

必泊、

Z 玄式電 業 株士

由

園

田

d ‘-
m， 

実

電話 (541 ) 0  5  6  4 代表

中

大阪市西区北堀江上通 1丁目 6 5  

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

回
取締役社長

本 社

営業所

社

ｾ、

Z 玄式株事商谷

F 晶 司

主

③ 

1  

1  

J}く

電話078 - 33- 0  8  8  

電話06- 364- 2  0  3  

山
/̂、

口一

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 丁目

大 阪 市 北 区 絹 笠町 5 0  ( 堂ビル)

安

ニ士二

取締役社長

杜

庖

本

支

ネ土学 工 業 株 式

取 締 役 社 長 村 田 鞠 二

エ - ; > ， レ リ シ ン プ レ ハ タ イ ル 内装材 エ ? ジ ュ ラ ク エ ? ソ フ ト

エ7 レ ッ ク ス リ シ ン 明 研 リ シ ン エ マ ミ ッ ク ス 防 火 レ ッ ク ス

エ マ ル ス キ ン エ マ ー ロ ー ル エ ? ト ッ プ

明 石 市 中 谷 町 8 8 8 祷 地 電 昔舌明石代表 ( 913) 3456 

神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町 野 中 字 補 吉 5 6 4

大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町2 丁 目 6 ( 三 京 ピ ル )

東 京 都 墨 田 区 両 国 4 丁 目 37 13坂 井 ピ ル

名 古 屋 市 西 区 枇 杷 島 通 4 丁 目 4 7  

広 島 市 天 満 町 1 1 - 2 3 ( 肉藤ピノレ)

福 岡 市 博 多 駅 南 4 - 9  - 2  3  

06 ( 271 )  3967f t  

03 ( 634)  1756- 8  

052 ( 521 )  6373千t

0822 ( 91 ) 5 a 2 7  

092 ( 41 )  4  4  2  6  

話

話

話

話

路

電

電

電

電

電

イヒ石汗

特許

本 社

第 二 工 場

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

広 島 営 業 所

福 岡 営 業 所

明

外内著書材ｾｾ＠

緊矢橋大理石商応大阪支唐

圭

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 ( 野村ビル) T  E  L  202- 4  9  0  5  

本 社 岐 阜 T E  L  0584- 71- 1211 東京支庖 T  E  L03- 214- 3561 

名古屋支庖 T  E  L052- 561- 3441 営 業 所 福 岡 ・広 島 ・札 帆

垣i じ取締役支庖長

社

ｾ＠
Z 玄

安 田 株 式

T E L  251- 7091- 8  

T  E  L  662- 4457 - 9  

誠

大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 1

東京都中央区日本橋本町4- 4(( クラウ ンピJ レ5階)

7  1  

回安
取締役会長

本 社

東京営業所
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齢
株式会社山 本 建 ネオ 社

耐火建材・金属建材

代表取締役 山 本 武 雄

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀 南 通 1 - 1  電 話 541- 1  8  6  1  - 7  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番 電 話 723- 2  2  7  7  - 8  

， 

⑬ 
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

取締役社長 山 本 禎 禰

本社 ・工 場 大 阪 府 摂 津 市 東 別 府1-3- 6 電 話 (06) 381 - 9  1  3  1  - 5  

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 仙 台

銘木と建材

株式会社
吉

.••••••• •••••• 
E

a

，

 

商 庖

本 社 和 歌 山 市 西 布 経 町 1 の 1 電 話 0734- 23- 5  2  57  ( 代)

営 業 所 田 辺 市 新 庄 町 4 9  1 電 話 0739- 22- 0259 ・6350

営 業 所 和歌山県海草郡下津町下 2 2 2 電 話 07349ー 2 - 1 4 2 3 ( 代)

同司

ウレタン・エポキ シ樹脂の合成ゴム 塗膜防水剤

‘ ラパシー) 1 ，- " 責任施工

ラＺｊｾレヂン ｚ 業株式会社
取締役社長 原 J字

本社大阪市浪速区桜川 5丁目 2 番地の 8 田坂ビル電話大阪 (561)6601(代)

出 張 所 名 古 屋 市 北 区 清 水 町 6 の 4 電話名古屋 ( 911) 6  8  0  1  

⑧ 
理研鋼機株式会社大阪支届

支 庖 長
長井 5延

大阪支庖 大阪市東区高麗橋 5 - 45( 興銀ビル思IJ 館) 電話06- 245- 0221(代)

本 社 東 京 都 北 区 神 谷 3 - 10 - 8 電話03- 902-311 l ( 大代)

東京支庖 東京都港区西麻布4- 15- 21(第6興和ビル) 電話03-407- 6111 ( 大代)

支 庖 名 古 屋 ・仙 台

株式会社翼建築設計事務所

代表取締役

白

日ヨ 中 繁

本社 ・大阪事務所 大阪市西区靭1- 130( 布亀ビル) T  E  L06- 441- 2288・9595

京都事務所 京都市下京区五条通室町東入( 木村ビル) T  E  L075- 351-4366 
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建 材 の 頁

信用i PJ 3技術ど伝統の

ァ'X771LトZ 専 業 大J吉

誓言矢偏商由

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型名種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364・代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル )

直 通 電 話 対1戸 ( 33) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五千子区八幡通 1 - 5  ( 電話 @ 2923)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前 ＮＷｉｩＭ 開ｾ帯

) 苧 ヲ q イト

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 (571)2703 - 4・2370・4064・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 2- 3-1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュ ドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

116 

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 ( 981  )・ - 0  6 18  
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空 調 設 備 の 頁

E 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備 設 計 ・施 工 冷給排水、暖衛生水房道 ム 手環ヰ境禰衛サ生施ァ設シ

合 排 水 ・ 衛 生 設 備 電 気 荷 役 運 搬 機 械

厨 房 化 学 鉱 山 機 械

〉芸喜朗目玉業社 三 機 工 業 日 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 2 ー7 電話 ( 434) 6171 (大代) 取 締 役 支 庖 長 漬川幸 十 郎

社 大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 375 電話 ( 302) 2271 ( 代) 大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 本 庖 東 京 ・日比谷 ・三倍ピル

所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸 唐名古屋、福岡、杓幌、広島、仙台、 富山

出 張 所 備 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松

気 ・空 調 ・ 給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

大阪電気暖房株式会社 衛 生 設 備

取 締 組 長 菅 谷 知 巳 ⑩ 三 建 設 備 工 業 株 ま 富 社

大阪市西区江戸堀 1 - 6  0  電話 ( 441)  8231大代

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 プ広 島 大 阪 支 庖 大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 30 電 話 ( 922) 6 2 5 1 ( 代) 。

京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜 本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 毅 町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431( 大代)

新 潟 ・富 山 ・ 福 井 ・ 豊 田 支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

給 排 水 ・衛 生 設 計 施 工 設 計 施 工

暖 冷 房 ・ 換 気

大 阪 城 口 研 究 所 。
取 締 役 社 長 城 口 庸 平 材会社ニ発空調

本 社 大 阪 市 北 区 沼 田 町 16 番 地 包 括 ( 363) 犬代表 1371

市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7 l 51( 代 ) 支庖東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番 地 包 括 ( 292) 代 表7751

東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京都 561局4945( 代 ) 広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話( 47 Ｉ代表 ＴＵｾＵ

生 田 区 下 山 手 通 占 ノ ー ・ 電 話 神 一34局 5 8  9  2  福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 包 括 ( 76 ) 代 表3795

ハ 戸 出 張 所 名 古 屋 富 山 ・神 戸 福 井 ・京 都 ・松 江

.，.，. 

..>:. 

給

《診

00 

庖

底

所

所
業

帳

本

支

営

出

支

業

阪

本

大

支

営

電

?  

.惨

株 式

会 社

買

市

市

目

都

戸

大

京

神

A 、

去業 株 式賀須 社工
手:t ''fe; H! 臼 ・ 空 気 関 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 設 備

・蒸気噴射式; 令，東機/ 設 計 ・製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社Ａｲｾ霊 ｆｚｐ 衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

支 腐 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

営 業 所 一 広 島 出張所ー 北 九 州

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑥ ( 572)7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ ( 203) 3721 代

名古屋支庖= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211)1535 代

出張所= 札 幌 ・仙 台 ・盟 国 ・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山・福 岡 ・パ ン コ > 7  

⑧ 

冷 凍 冷 蔵

⑧ 信 仰J安 雄 締 呈ri i l .t

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピ J レ8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

水 道 ・衛生・暖冷房・其{ 也管工事

設 計 並 施 工

( 旧斎必久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 番 地 ( 日本ピ Jレ)

電 話 東 京 ( 270) 7  4  1  1 昏 ( 代 表 )

札刺市南大通西4丁目 l .f凶'.¥t jli 銀ピル 也 ｉ ｬｩ 札帆 ‘ ｾＡＩＷ ｛ｪ Ｖ
金 沢 市 高 l判例f 2  ilI' f  6  ｾ［Ｍ '  .. I.l ，! . f ; 金山初2074

制 作 市 御 幸 2 の 1 i lI Mi 編弁 fY24: l 6

rf6 怯 市 2 ilI' T  9  '  .. I.l，! 市山i十:n @S19G

間 山 市 大 m 3  8  0 の 1 '  .. I.l，!，r;! 描l山，fy ，>486 

地 盤 凍 結空 気 調 和

.f ls.¥t 常業所

金 ｈｾＧｩ￰ 恥 Ｇ 斤
お井rGJ 長所

尚ｾｾ出Ａ混ＱＧ Ｎ斤
l国] 山出帰所

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 議 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )37! H

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

電話 261 (代 ;0641

京 都 庖 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681(代)1781

温 湿 度 調 塗 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 微 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  従 倍 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 / 内 3 - 3 - 1(新東京ピノレ)

'i1l ｾ舌 ( 211 )  8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( イ吃)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

m 雪舌 ( 21 )  4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 I苫

大 阪 唐 大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 l の l

名 古 屋 支 庖
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空 調設 備 の 頁

冷房・暖房 ・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 関 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

本 社 東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 ( 814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・高 松 ・広 島

暖・冷房 ・空気温湿度調整装置

回

設 計 施 工

高 Ｖｾ＠ 套11
品ｾ

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 侮 回 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

.a.iii:!!!II 

墓園EE 新日本空調株式会社

司a

大 阪 支 府 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

'ilL:f古 ( 06) 344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・東京支府 東京都中央区日本橋本石町4-2( 三井第二別館)

電話 ( 03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 占 昼 九 件 | ・広 ぬ ・札 税 ・東 海 村 北 陸 ・ 大 分

く m哩型里コ
空 気 調 和 設 備

宅計施工

換気・除塵設備ロ

118  

東 洋 烈 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 庖

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目 T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

優 勢 日 本 管 工 業 株 式 会 社

)  代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

本 社

大 阪 営 換 所

四日市営喋所

大 津 出 張 所

津 営 業 所

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 図 町 2 0 番 地 の 1

電話 ( 681) 5 1 0 1 - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

大 i 柱市打出浜 13 - 15  包括 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 市 栄 町 2 ー 1 1 1 電話③ 3 6  1  0  

給 -排 水 ・衛生・消火 ・暖冷房設備

高 密 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 i It 南 地4丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

出 張 所 = 京 都 ・ 福 岡

@平山互業株式会社

T  E  L  ( 441 ) (内 1994 .  ( 443 )  (f-00331 大 阪 市 西 区 江 戸 柄 通 2 の 2

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉織ま舎紅

本 庖 大 阪 市 南 区 順 桜 町 2 - 5  0 電話 261- 2436聞

東京支l吉 東京都大凶区西馬込 1 - 2  - 1  屯話 773ー1231間

営 業 所 銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 神 戸 ・ 悩 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁目 6 2  m，活 (443) 代 表8161- 9  

支 庖 名 古 座 市 中 村 区 水 主 町 1円 I 2  電話 (541)0966(551) 1665 

出張所東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤坂ピークピル 5 階 電 話 作83) 1  4  6  7  

神 戸 市 生 国 区 北 長 狭 通 7 T 目l 的 l 電話 (34) 1778 ・ 4386

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ ・サ ッシ・ドア・シャ ッター

設 計 ・製 作 ・ 施 工

理 研 銅 機 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 高 麗 縞 5 - 4 5  ( 興銀ピ J レ別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

本 社 ・工場 来 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 悉

空 調 事 撲 部 東 京 都 港 区 西 麻 布 4 - 15- 23(  w; 5 興和ピル)

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

支 庖 名 古 屋 . 仙 台

Ci"I'" 
3名言問震肩書13=

=-=電'ー....

• 
，_..、 J;l U羊キャリア工業 ( 株) 製品販売庖 ・特 約 工 事 底

(X) 日本冷熱工星空烹討±
『回. . " 一 一 一 一 一 電路大阪 (443) 3  6  6  1  - 5  

エレベータ ・リフト ・カーリフト

計 ・ 製 作

本 社 大 阪 市 大 淀区天神橋筋六 ( 天 六 阪 急 ビ ル) ( 351) 4927代

大 阪営 業 所 ( 351)  4927代 サー ビス事業所 ( 328)  0364代

東 京営 業 所 ( 822) 0995代 工 喝 ( 328) 0363代

司F

• 

ョ雫



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 羽田ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 都 葛 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

電 気 設 備の 頁

社
〈
云

号竪‘

弓Z陽

ヰ土

営 業 所

朝

本

社

社

支 庖

営 業 所

本

東京支社

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区間関紙五丁目 二八接地電話大阪 ( 202)0325 - 9  1性

本 社 東 京 都 千 代 凹 区 丙 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 帳 ・仙 台 ・) L / 内 名 古 屋 ・ 福 岡

出 5長 所 旭 川 ・ 白 河 ・徽 浜 ・ ，T' f . 岡 富 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

大阪市此花区思 ｴｾ 南之町 Ｗ 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代)

ふ
一

Aエ藤エ太 陽

本

守-

屯カ工事本部

社

設 計 ・施 工

A

Q

一

A
式

司'

株
と
一
刈

電 気 工 事

m 

弔，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市城東区 ｾｦＧ i[ * 之 町 三 「同 一 Jl

'，'0: ，ll; 大 阪 (931) 代 点 7 3 4 1 - 5

0388 ' 2 1 9 3  

大阪市岐点医野江点之町二丁ロー- Ｂ仏 ｬｬｩ 大阪ＨｾＺｴ ｬＩＷＨｘ ｬＴ

f?? 良県御1/苛rni 卸医Ijill り:l 6  0  '，'U:，:，f;iJ1J/ ;(r 2  2607 ・112:)!}

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 束 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東京・名古屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・九 'HI

A

Q

一

A
式

英

株

原

業

菜

エ

取 締 役 社 長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 キ 白 星 町 1 丁目 1 1  0 番 地

包 括 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番11号(福砧ピル )

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 合 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 業 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工施

血

(

敏

4

l

 

凡
又事工

と

一

川一電

社株 式 会 社

キ土

庖

営業所

本

支

夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

ｾ ｲｊＺ＠ ｉ ｾ Ｏｩ⑪ Ｓ＠ 6  7  1  ( 代)

東 京占15 中 央 区 日 本 儲 箱 崎 町 3 丁目 2 I&:.t也

7lt ｉｾｾ ⑪ Ｑ＠ 4  7  8  ( 代)

川 崎 相 模 原 . ey . 悩 山

林代 表 取 締 役

キ土

庖

本

支

群出ｾＡ正戸斤
出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

社

J と

大 阪 市 西 区 北 桝 ;1[ . ;位 l 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 出 ・広 向 . ｾ ｉ ｜ｾ＠

う

)
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仙

嘉
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刑

制

電

割

電

電

戸

間

却

阪

京

古

大

東

名

電 気 ・暖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計 施 工

ゐ

111 取締役社長

社本

社

宇土

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2  

'l ll 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 郷 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

1屯 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 福 岡

旭 川 ・ 椴 浜 ・ 浜 松 ・姫 路 ・23 松

本

支

営業所

li/n 営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新編 5 - 3  4 - 6  相馬ピル5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南・札幌 ・名古屋 ・IJq H  di ・松山 ・徳山

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 千 子 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松山・ 京 都 ・草 津 静 岡 - 水 島 ・福岡

A

Q

一

A
社

A

Q

一

A

電 気工 事 ・言十 装 工事 ・ 設 計施 工

取締役社長

社 大

東 京 支 1;1;

本
社本

所
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張出

支 庖

営業所



( 創業大正 7 年)

建築物・船舶等ーの造作工事及ぴ

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 施 工

建具、パネノレ、家具、各種木工品の製作

内外装飾織物、窓、接卜、敷物、壁紙類一式

⑨二葉屋装備工業 株式会社

本 キ ｴ 大阪市北区立ｽ［ｾ北町 Ｑ 6  T E L  ( 345) 9055(代表)

本 町 営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町4- 27御堂ビル T E L ( 252)  3  9  0  6  

相 官 編 常 業 所 大 阪 市 東 区 備 姻 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

各 種 l仔弓1¥

ガラス製品卸問屋 ι J #)

思 吉田完雄商庄 日

⑪互主JRPR8夫在庫

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電話 ・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

タイル新発売

特許申請中・完全滑止タイル

( カタログ進呈)

セトモノのデパート

サ ン エ ス

s s s  

ボ
I'y 

k 阪府知事建設な録

{ 品) 書I 1 6  2  1  6 号

耐 酸

銅器、

本社営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話( 702)代7814- 6  

特約代理后・ 東 京 ・名 古 屋 金 沢 ・広 島 ・今 治 ・領 岡

Board &Sl ate 

ｾｻｩ＿＠ 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・・・ 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

v 、ノ 内 外 装 用 線 変 美 術 タ イ ル ー- 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 ・ ・古 代 土 器調 高 温 焼 タイ )v ... 大仏古代タイル

ト弓 1 ・ヒr ム宅

へくン手しー9-- ミ〉オャjレ

ナニワ緩匂 12ii
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺) 瓦

d タ株式会社

主 宰 商 曾

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 指 砂 壁 エ バ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

フ タ パ 需 3阪

庖

大 阪 市 東 区 高 麗 桁二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

fE 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

大 阪 支 庖

商石

戸 水 潜 入 奪IJ 落 防 止

耐 震 耐} 弘

ヮ 安 定 軽量

瓦

キ朱

式

首舌 J 、

641 弓"，. .

塁手土

一噴守

理

@ー

大橋

⑩ 

矢

Standard 

株 式

会 社
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建 材 の 頁

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル @ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ 。 @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

盗防災

.•. 
防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

守

ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

• ユノ
、y

サス チ ー ル

ガン

-
、
、

-
，
，
 

今

一
アド

、y

套22 三 高 製 作 所

本 社 ー工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8  0 番 地

シ ヤ

• 

炉π 立

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -武川、 f 実

近代建築の要求する

ヰ寺許

11¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖

ヨニ

イ乍

施

言十

製

設 J

※  

ｅＩｾＭ 歪 Ｎｙ＿～ＧｾＪ

1  

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2 )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

長》《特

保護モルタル

ヌルーフテックス 4回

プルーフテックス 3固

ビニロ ンク ロース

カレーフテックス 2固

つカレーフテックス l 回

プ ル ー フ テ y ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ マ ル ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 混 入 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル - 7 イ ン グ を 数 層 強 り 合 わ せ

J 方 水 層 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す .

下 地 モ ル タ ル

121 

曜

日書式オベ…-

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 361 ・0178代
耐酸化学工業株式会社

耐酸工事・防水工事専門庖



建 材 の 頁

腐らない そして 燃えない

122 

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

新しい型の

ひふく てっばん

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782) 4171

ｾｮｴｹ￸ｬｮｑ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

営 業 品 目

. L A F 汗妥 リ ミ ッ ト ロ ー ド i送厄u手足

・V A F 形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A  ｆ Ｗｦ ｾ＠ ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 胤 機

・C A F 形 遠 心式市予 音 軸 流 送 風 機

( 特計二)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東之 町 二 丁 目 一 番 地

話 大 阪 ( 93 1) . 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814 ) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最 新 の 技 術・. .

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ビ J レ T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281・名古屋 (331) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋賀 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市

、.

y  



建 材 の 頁

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

+

洛

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

持

川

阜

品

)

全固有名建材l吉又は当社へ

⑧ 

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

年戸 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 ( 672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

+

9

畠

C

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

錨

卸

対

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ ｊｾ

q ィs，z，

コート
( 特長)

、

1>-

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 ) 5757- 、『

営 業 所 東京・高槻・明石・姫路・四国・中国

イ寸i星音水メこ

コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

任 施責由自色 彩尺 物長

種

c  

回目

燃 え な い

オフ才L 右ご、、

傍 ら な い

、

W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i.皮S 大 波S ノj 、t皮t皮キ反去財宅E

途用

オリ工' ! J 'j ｊｾＢ＠ ヲル製造株式会粧

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115- 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

' i[ 言;5

包 括

電 話

電 話

電 話

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松本ピノレ

埼 玉 県 政 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2 中 経ビノレ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 1吉 及 工 場

名 古 屋 支1苫 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

123 
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特

コ

1

4

ノ• 
- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S Pボ ー ド 代 理 庖

建 設 大 臣 認 定

- 三 段 ブ ロ ッ ク

- 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理 J吉

工スシール #31- 高 弾 性 目 地 材

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

其の他コンクリート二次製品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

指 導

工 ス シ ー ル #21 

社 神 戸 市 議 合 区 熊 内 町 2 丁 目 8 8  ｾ在地

買Wi O 7 8 代表 ( 2 3 ) 1 4 2 1 ・ 6 9 5 6  

東 京営 業 所 11H，r; 0 3  ( 2 9 4 )  6  1  6 7  ・ 6  1  7  7  

福 山出張所 ¥1I ..li 0  8  4  9  ( 5  3 )  2  0  2  7  

- 防 水 材

本

⑩神戸高ゐ株式計主
.  _______-wJ・・・・0 ・・ a ・・・・・・・・・・・掴・・・・冨・園田副薗・岡田園・・・・・・・・・・・ ，__，・・・・・ l__________ ｉ ・・・・冨冨ｾ・・

p ・________________ ____ ____ __ _____ _MMMM________ ___ ____ ____ ___ ___ __ __  

… ｴ｟｟｟｟｟ ｟ ｟ 一一ｾ一一一一一一一一一ｾＭ｟，・・・・・・・・・・・・・・・・・・， Ｍ Ｍ Ｍ ＭＭ ＭＭ ｟｟｟｟｟ｷｷ
円・・・・・・ LOO・. . ・・・ [ _ _ _ _.1・・・・. .  .  .  .  .  .  .  Ｎ・・・ｾ・・・・・・Ｎ｟ Ｍ ＭＭＭ Ｍ ＭＭ Ｍ ＭＭ Ｍ Ｍ ＭＭＮＮＮＮＮ，・ ｭ ・・・・・・・

セメント硬化促進増強防水剤
日本建築協会優良証明

ヲ'-It - qイトB雪

， 

合成樹脂系防水剤 スーパーウオータイト

合成ゴム系防水剤 ウオータイト K

合成ゴム系防水剤 ウオータイト U

(ポ リウ レタン系)

J I S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

25 日本セメント防水剤製造所

T E L大 阪 ( 941 ) 2 6 2 6 ・2 6 2 8

T E L 宝 塚 ( 86) 2  1  5  3  

T E L 名 古 昼 ( 331 ) 1  5  3  1  

T E L仙 台 ( 23) 0  7  2  1  

T E L東 京 ( 431 ) 8  6  4  8  

大 阪 事 務 所

宝 塚 市 高 台

名 古 屋 出 張 所

イ山舌 ｔ 出ｾ昆斤

東 京 出 張 所

ウォータイト式防水工事代行届

安藤工事 T E L福 岡 (28) 5207 

川添商庖 T E L鹿児島 (51) 0001 

大三工業 T E L高 松 (51) 6811 

伊東工業 T E L徳 島 (52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 (82) 3133 
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蟻の集団
誠実・勤勉、しかもファイトある蟻γ 一 一 それがわれわれです。

三二イ 斜ｾ

全国的販売組識カネライトパネルホーライト天井カルトン施工体制の確立ベニオンボーライトセメントベーストによる特要

カルトン間仕切ユニオンホード技術の結晶ホローホードパイオニヤカルトン高精度パネルK Cパネル工期大巾短縮ホ口- -

メーションシステムカルトンフロンテアベ二オンスピリットカルトン外壁ボーライト耐火80分1021号ホローホード耐火30分

耐火30分0027・0028号アコニオン全国的販売組識 K Cパネル遮音35dbカルトン L=o. n' l A U "n  n' l A  1 / _ _ 1  I _ L  _ - +- ローライ

アコニオンし=0. 097Kcal /mh c ボーライトし=0. 097Kcal /mh c カルトン乾式構造. - " . 1 / 中- ，' " ーム' t ll :al /m 11 

K=0. 88Kcal /m h  c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁カル 1 /技術の結晶0.88Kcal  m h  cベ

カネライトパネルセメントベーストによる特殊接着ベニオンオートメーションシステム: ルトン高精度パネルカ J トン全国

工体制の確立ユニオンボードバイオニヤボーライトフロンテアホローライトスピリット シTネル施工体制の確J "pコニオ

耐火30分0027・00河 芸7 コ二オン防夕日妄 . !HI 畏ホローボード遮音35dbユニオンポー L=0. 034 Kcal /mh  c  ，ルトント

cal /m h  c ボーラ I
I ・41 Kcal /m h  c ホ口一 イト耐火 ＳＰ 分 ｑ Ｎｯ Ｒｾ ・ ＰＰ 号カルト

荷重500k2ベニオ I I ドード野地カネライト J '¥. Iレ肉戸ムー ム い.."' ，ベニオン

25与野ZZ | 保有外貨 61 億ドルに |品競走Z二ご; 医目以下労苦努芳

12t222AL |  昭和 60年には世界の |陥没物調 ? η ノFf 交875A;とi可能::

ＲＲＱ 沼山 ｾ ｉ 総生産の 2 5 % に! 13立明党? っ口三f??課長主主主学32

壊荷重500kgカキ I I  ｾ販売組識 ｋ ｉ ，ｾネル施工体制 Ｖ 在立ベニオンポーライトセ

トによる特殊接着
べ二オンスビットポーライトi I i ｾＳＰ 分 ＰＰＲＷ ・ ＰＰＲＸ 号カルト

30分0027・0028号ユニオンホード防火55号・ 99号ホ口ーホード遮音dbカル ン全国的販売組i カネライトパネルホローラ

ルトン施工体制の確立ポーライトセメントペーストによる特殊接着カルト 間仕切ユニオンz ードの術の結晶ホローがー

カルトン高精度パネル K Cパネル工期大巾短縮ホローライトオートメーシ ンシステムカルドフ口ンテアベ二オ ンスピリ ー

外壁ポーライトスピリットホローホード耐火30分0027. 0028号アコニオ、£術の結晶 K Cパネ 遮音35dbカルトン L=30

0028号アコニオン全国的販売組識カルトン遮音35dbカルトン L=O. O' (く0. 034Kcal /mh c  ローライト曲げ破壊荷重;

アコニオンし=0. 097Kcal /mh  c ボーライトカルトン乾式構造ユ土 ・ノボード K=2. 41 Kcal  n  h  c ホローボード K= O.l

h c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁小・ ノ技術の結晶ベニオン間 |切カネライトパネルセメ〉

セメント ｾ ｏ . . . いー』ヲ仕酔寝台_ .' _  - L. . .  . .....L. ・ '  ‘  ・ . F  ムカルトン高精度パネル+ トン全国的販売組識カネラ

ユニオン ‘ - 1 " 川 4 ーで刀- ｾ＠ 1  r、ノ U ノア J ' 示 U ーフイトスピリット K Cパネル施工. ( " . " j 確立アコニオン防火55号 ・9

ーポート 5音35dbユニオ〉い ごし=0. 034Kcal /mh c カルトン K=0. 8 Kcal /m '  ポーライト L=0. 097Kcal /mh I  

カルトン 1げ破壊荷重5001 ，̂ オン乾式構造アコニオン工期大巾短縮ホローポ- ｾ音 ＳＵ､｢ カネライトパネル内壁ホ ｉ

ベニオン: 井ホローライト r r士 •. ＮｾＭ .  .  - rネルオートメーショ システムユニオンボードセメ ントベー

特殊接毒 . ンボード全| 的販売組識カルトン高精度パ: レベニオン施工体帝) 確立ホローライトバイオニヤカルトン

ボーライトスｾ ，ットカネう， t  ・ー ・ ・…. ＱＰ ｾ＠ 1021号カルトン耐 30分0027・0027号カルトン遮音35dbペ

ボーライト L= .034 Kcal  油 :ホローボード K=O訓 くC I _  L  _. . . "い. =0. 097 Kcal /mh  c  K CパネルK= 2.41

h c カルトン L :0.097 Kca 'm c  K Cパネル K=2. 41 cal /m n  C . . . L - " ' l . / 小一ド曲げ破壊荷重500kgアコニオン乾式;

ホローライトコ明キ南栢情 。ゐ 11 t'" ー 内 A 4 1 / _ _ . 1 I C ホローライト野地カルトン天井カネライトパネル技術の結品。

オートメーシヨノ/ ^ ア J .>. I J ' レトノ官 F ノド、 - A I' いよる特殊接着ユニオンホードカネライトパネル高精度パネルアコニ。

売組識 K Cパネル施工体制の確立ホローライトバイオニヤカルトンフ口ンテアベ二オンスピリットポーライト耐火30分0021

トン耐火30分0027・0028ユニオンホード防火55号 ' 99号ホローボード遮音35dbカネライトパネルホローライト天井カル ド

立ベニオンポーライトセメントベーストによる特殊接着カルトン間仕切ユニオンボード技術の結晶ホローボードバイオニ守

⑥記j丘極通語縮会本I

名古屋出張所 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 3- 18- ' 2 ( 大興ビル)

T E L  名 古 屋 ( 052) 9  6  1  - 5  9  4  0  

福 山 出 張 所 福 山 市 松 浜 町 ! ー |ー 4 ( 福山不動産ビル)

本 社 ・ 工 場

東 京 営 業 所

T E L 福 山 ( 0849) 2  3 ー 1 4 9 1  

尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3 5 鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1 8  5  9  

T E し 大 阪 ( 06) 4 9  1  - 6 7 8  1  ( 代) T E L 鈴 鹿 ( 0593) 7  8 ー 1165- 6

東 京 都 台 東 区 駒 形2- 3- 5( 駒形武蔵野ビル) 上 野 工 場 上 野 市 山 出 字 柏 ケ 坪 1 0 0 の |

T E し 東 京 ( 03) 8 4 2 - 9 2 5 1(代) T E L 上 野 ( 05952) 3 ー 0 2 0 5- 6  

・資料ご希望の方は D 係までお申込みく ださ い。
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建 材 の 頁

T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た f ノ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 押 込 力 に 変 え る の で 完 全 無 振 動 無 騎 手f で す。

2 .恨 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 積 は あ り ま せ ん。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 ポ さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 室 の あ る 建 築 に 故 適 で す。

ｾ株式寄寸武董雪 ｉ 矛ｾｊ￯ ｦｩ
. 本 社 大阪市京区 ，<"ljlli Hi情 2 の 20( 向 胤 新 ピ ル ) T  E  L 大阪 (202)3233(代)

. 名 古 屋 支 l苫 名占 ｌｾｲｬ￯ ，Ｂ， Ｑ 灰ｾｲ， ｬ ｬ Ｍ Ｓ Ｍ Ｒ Ｈ 両日雌ピルＩ

. 福 岡 支 l苫 稲l河 市 ';¥; 坂 1 Ｍ Ｑ Ｕ Ｍ ＳＳＨｾ ー 術協ピルＩ

・ 営難所点点時間・ Ｑ［ｉ 山 Ｑ ムＩ［，ｾ . 熊本・ 1. Il ! : 児向 ・ 工 場 大 l坂 ・* " 占 bH.庇 児 J斗

モノレタル・コンクリート用

防 水 剤

* マ ノ ー J レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 按 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 迎 行 し 、 気孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 7] ( や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 言 、 鋼 材 、 木 村 等 の l夜蝕 ・l潟 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

: 11: %: : : 1- "' ( セメン卜起泡剤) . %" ' : : ' - 1. .  場所打ち杭エ〕

/  法添加剤 ノ

関 東 営業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式 ｾＢＧｂｾｉｌ ・｟｟ＮＮ｡Ｎ
会社.........ヨ....... ....._ 
東 京 都 品 川 区 大 弁 1 ー 15ー 1 宮苛

東 京 (774) 4111 代 表

茨 城 県 仁 浦 市 大 田T 1  2 1 3  宮E
t:i甫 ( 21 ) 5 1 8 9  

福 ぬ 県 福 島 市 下 型 f 寺 字 途 原 宮E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

カご一タ部ロi次グ進第呈し ます

盛 岡 営業所 岩手県盛附l市 南 大 通 3 - 12 - 50 哩量 盛 附 (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営業 所 大阪市- * 成氏点 rl' ..j 三2 - 17- 26 
官E 大 阪 (971)  4  7  6  5  
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全く新しい床タイルです

一星ピサロンは、従米のビニールタイルとは製法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。 I孟ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共 重 介 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た Illlj 期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ ゴ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 椋 械

と は 対 照 的 な 抑 止 し た 別 代 脱 線。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

三 星 ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

立 任 施 工 の 出 米 る 協 組μ が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 - * 京浜松町の超高府世界貿易

センタービルの 4 F以 t の各| 精通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

はその模様がフランスの画家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専用品〉

匠冒日こs

育局t桁 =333. 3 X 333. 3 X  2 弘 9 枚 1 m'

333. 3 X333. 3 X  3 弘 9 枚 1 m'

女 色 数 = 18色

女耐Ij 桁 = 2 切，，1}. ，'u'， 1，200ドJ 1 m'  (300m' 以 上)

3  'ちら!平，¥，'， 1，800円 1 m' (300m' 以 上)

小部屋印J .l¥"1 階段4 0 %，1"&製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の I I  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大 阪 大 阪 市 西 区 東 町 場 l の 7 4  

話 ( 441) 5  9  5  1  
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